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—— お H ド わく おを ホ 巧 



巧 典 巧 明 

ド ィブでは みれ 會 ホ 人を 巧して； 貫した* W な但 なが 
も& •それは 何でもる かとを ムじ 
.. 「 W ぶの 爲じ J - . 

「祖 W の爲 じ」 、. 

かぅ した W みま 巧の 下 じ C ホは： かを 上 じんれ て 林し 
化 巧を ♦乂 むらしむべく ベストを « 化する をが ド ィブ 
の过 田と なつた 最大が W でも。 

この おい 農夫 W の ホ^ じ « けろ さまを 义ずや 




巧 其說巧 •• 

♦体み の 一巧 田を ホ H だち は 巧の 小山の* じ 出た 巧い 
のは 十 お •パ 歳で 五十の おを « した 餐 さんん# る 
しいし 一巧が ン* |ク》 ム を « つて 居る « にはを 巧の 
5 が "ャ* な 若い》 がち ム れてゐ るでは む 


A < 無ホ氣 な】 貝 方は ある 





曇を 庭 



■巧 莫說明 

f ィブ V は 田 S の 巧 巧は ホ <> 人の 手に ょつて K る- 
が しろ# は H 巧 おかに をな 力を つ < して W のな 巧を W 
つて 巧る からで もる 

が 人が 巧 度を なぐのは 巧からの が 记 V もつた^ ホに ホ • 
一み » 拥 R 巧に 於て 全せ がを なに*! して 巧 ふた たけじ 
大巧の 巧 子は じ おり 函巧 じは 片ど W ホ 子が 巧つた 
とちつて もい、 特 でもつた なつて がけは 元 おな W 人の 
化# の 一つと なつて 巧に’ は巧« へ もぶ かかを 送る じ 幻 
つたの でもる 

かぅ した 力史 いな 後： Jf 人の 巧 »は» て W 人の 化# の 上 
にも ホして ド ィブ 巧 人は み*; 的に も 巧 人 おがみ < 巧 そ 
れが赏 » されて & る 

\ 





，ぶ 典 巧 巧 

一 am を 働 < だげ •き ホした 一み は H— の をが び 
む 如ら 巧 巧を 巧って 巧 ふ 巧の 接の « 曲 地 巧に » 巧を X 


みるので もる 


中 おのか 乂のュ 3 ャ 々な 公からの « 巧に 冻« たちの W 

じた* しさが な ザに. も te じ もこ ばれて 巧る'‘ . 

.. . . 

RV じて 私ろ ベタ < きの. 兄な を# ふこと •かか « に 《し 


から ぺ きこと V もらぅよ 




なか' 說明 


ホし かる •へき 一を 画麵の ytt の 《»チ》 グル じ贿 》 ザ 
はちる が 巧が 必づ くしのを おか それ h 載 ホの 今 Htt 巧 
は* おした； 家の お濟 じがて なお A る だけ 伉 をして 
战る ド イブな 人の 細濟 的々 化は 巧 じがち むん ので » 巧 
化が^^..のよ いのはせ姑 一 だとおはれて巧る 
この ホが の 肉 « 巧は r かの な々 J じ わける ド イブ 幽 のれ 
巧の み & じよつ て W み 巧 人した 美巧で もんら ろ 
ド イブの W 人は 一 さいた や 白 巧は 使は ず 内 巧から «« 
する 巧 « 巧の じ® かで ちる 

百丰は 今やれ じがた は ホの M * じ 立つて 巧り « 場 じ M 
ム膊 古は を W 家 じ jut げてゐ る 化 巧 » 人の お ♦な « 
ひやれ » を 巧る 事は 撕な 止すべき で ちらろ 







ちみ 巧 巧 

•ト ィプ V は 子 巧を 巧 山 ホむ ことにょ つで 画 巧に 舟つ た 
巧は 一巧の W のか々 者で ちりを H 民の 巧 W となな とを 
ま < べき V ちる となし 

:r 政. の 動' ぶ」.. ' 

を*をして||5|でみ巧*18^げた«人と《じ<么を巧巧 
卞る卽 ち • 

が 勘 章 (ゴ ドモ四 人を ホめば) 

が 敷が 'U ドモお 人な 上は) 

.金 熟 ザ •(ゴ ドモ八 人な 上は) 

ホの c 苹を 巧け ヒ トラ— ユ f ゲットは 化の®々 を K じ 
つけた 人 じ 田 « つたなれば 必ず 擧 今の « を とつて 《 
意を 裤 ふ# じな つて 巧る 

( AR が 八 人の 子福者で々 》 々の朵 gv * もる】 




な’ 其を 巧， 

> 本 ザ'^- 5 蔓 S な S とさ さな 2 を蔓去 ミ さ ラグ* 笑 SS 2 と 
して 著ぶ ミな i を ホ 子？ 12 ろて & ミら を； V か W を 《在 ひが 出な 

い 表 失の S ザで 資 田され て&る その さ ■家と しての な 2 巧； i としての た 子の 巧！ {美 
•な ものである 





夕巽 .說巧 

家 お 工業が！！ 寒 じがげ る 力 も乂乂 なる 4 のがち る 

ド ィブでは ホ 峰が* ホの » 巧を 受けて ホて】 家を 動 貝 

L て辅を 曲す そして】 寒の 入の ち にして 植濟を «ム 

# • 

で & るが •々のはに 空 のめた 巧 制 かじ 於ても 仕事 
は it 饋 して & ると お ふ 

H 本のめ 乂背 《 は 叱られて 讯す "9, で ホ だぶ 全で ない が 
んや化 ♦は 出 ホない 化 《 にもる 寒ぶべき で ちら 5 




^ 著...、. 言.、... 

• ' > ••■こ -• .1 •-* 

'ぶで 4 々が 大ぶ前 1? 一ぶ ィキ^ 乎 凌* する は ミ》 力 a 定 ミミ W 夕か J 寞に i み 
れ •たぶ 黑 f ; イ 王；^ サィ t 1 ホ-巧 准に *^9 て 百 巧 音ぶ 卜巧ツ た おかは 巧 どを なさた】 さ】 一年 

ミ^夕 雀 作た ぶ 准ぶ 夕咨 •香 ミ 5 となり •摹 貧を 萬 •お 軍 お 員は 一な 

••言*^^^^请.、みぶブル>-.ス-,.口，ごご一州はフ，ンスに.*レネ*ォィぺご；デ- 
t をバル‘イー乂 而んて ポ.1 ラ シ ^舊の3には西プ • シ 卞 とポ I ゼ ン ニ州£ホ* 义义プ 。 I 
’シ ぶぶ 省., 1 古 姑 ホな. リ' '卜 .イ /. イホ S に a り •■丈り 面 a は 一二 萬 方 毋に试 少し •只な に ~ 

*‘運 で ホ！ ぶ 巧. ぶ. ザ赛 七ぶ 麻ぶ き 葉との 巧 》 に .ょ ミ 萬 一の 場合の 田が にかへ てな 

たので ぁつた。 > !.;、；> 

• 3 、 •■••.，こ， •.こ*-: - 

. ス ろ/か.. 夕±* ホぶ^ ブ ：シ： わ大 まを ミて は ホ ドィッが ♦げ 巧た ミた る 巧呆は 
.ぶぶ ザぶ 9 巧 4 でぁる^ ... 

. かじで 基 田と して 屈 茜に 力 至は ミの ホ また 經 おした！！ ろか •巧* 二 + 巧餘 年の か 日 


こ Q 莫 笑 f 寡し 得た Q は t ; ラ ® 受 たる お 芝 信を •偉大 至 人が 其 政治 
莫ネ によ rO 寡 《で わを •又 養 0 ねば ゥ强い 祐庭的 ミ イヴ 鸣かミ 成 後 sf 切り 
なけて •ホ 巧に 巧 興し 來ゥ > •今やが ニホ駐 S 繁 •覆に ち 巧す る奚帝 H となりた へち 
化黃 しいな 興は をて か 何なる 巧 因で わら 5 た 巧 化 一 S 夢とは 云へ •黨 K 其 五み 0 

一む 望義」 •ミ Q お 勇を 5 た 養 も 害 基 上® 喬餐 喜で 雪が 此の 夕 

•へそ ド イク H 力の 巧 巧 こそを 田を 〇學 ぶべ を 巧を た » 訓 であらう 0 

現在 Q 日す 襄 を え 畫蕉」 襄 - isf で 得 るミ 

は 萬 度 ST 一 室 衰受 た委受 美賽 0 巧& わる® みで をえ 

日累 一二 嵩 累窒」 て黨 K おた gs 袁 開けよ 5 と」 了 A るを 曰 愛® トン 巧 

から 巧ち 上つ て 同じ やうな 巧 お S をを 巧 巧し で 來たド ィブ のぞむ S を 化つ てみ やう 

じの 巧 因は！ 8 * わ らゥが •巧と を つても ヒてブ 1 とまん 大巧 巧 巧 人が 現"^ た》 てあらう ゲ 

竟來 巧 ミは S と籌 とを 洽て i 物® 畫 含で よ ミす S 賣性 Q 馨羣 をり •巧 
ミ 坟治襄 美 凡ゆる 方向 為 つて 舅 K 舅して 行 < 特性が； とを つて •諸 ドイツ g 


たなり 上げて 巧る" 

ドイツが 致 前 •な 育 上 特にぶ をした のは* 用に 迸す る 科 巧を の 養 巧で わつた。 かれの エ 巧に 
も 專巧的 知 勘を 有するな 巧を をが おが 比 校 的を おがで 庙 人れ られる やぅ & ホを をと ゥ •一を 專 
全した が •巧せ る 巧 •今 巧西爭 にがても 色* 度 巧 巧 的 巧みを 巧 巧 巧 用して 巧を 化り •田 主を 占 
巧した が •元來 化 « のエ おは 巧 米な H のち 巧 工夫に をつ たものを 巧 化した ので あつたが •径巧 
& る お 術 お 0 手に ょつてを が-な ドイツ 的に 巧步お 達した ものである。 

ホには 女 モ巧ぞ に 息を 注いだ まで ある" かお 巧が から K イツの 巧 巧に がて 女子に おする ザ盧 
は 巧 はれて 居り •彼のを 巧 戰爭の お 巧の 巧を ピス マルク 路 軍は 
r 今 巧の 找 巧は ドィツの 毋と ル# 巧な 貝と にを ム巧大 & り」 

かょぅに 叫ばし めた かく •巧 卽ちホ 子 お ぞの巧 化が 巧 巧を 巧た ので わつた。 

日本に がで も ホモ なぞを 等 巧に して 层る とを ム のでは 众い夕 巧 角な ザと をへ ばを 一々 的に 
# へられる 今日 •巧を の 化 風 巧を Bf み大 に# ぷ巧 ある ぺ さたな じて 化を を 寄く に 到つ た。 

而 して ヒブ トク I は 





『巧 ハを ガ 囲を ノ まな タリ」 

かよぅに お 叫し •义 

r ド イヴの 少女よ 巧を は ド イブの 切と & る 巧た 化な せよ」 

とか ホに なへ 女子に 期待して 居る。 

化 ヒ ブ ト ラ I の た子«ザに巧す る見||と共’ト イ ツ 苗巧 の ホ子巧育たみれし， な て ちた巧り短 
を 祐 つて 巧 巧 田の ま 巧た るべき 巧への か 育の】 資 巧と したわと 巧 ム* 

巧 巧 十 セ 年囚巧 

ち & 町の 寓居に で 

着 巧 A 


ドィッ 大使館 じ 

女子 靑年西 指導員 

Frieda . と 語る 

♦ちは 化 書を 公に する のに 巧な ある 筆を# りたい と 思 ひ •數圓 にを りが ホた 巧づれ た。 ホ 巧 
の 日は 巧 巧のを 巧を 巧 じて 「かぅ まふ 用件で 會巧 t ホ 巧して 下さる か 否 J を 巧いて 貧つた。 

すると r 今日を しがの 時間が 出 巧たら を會 ひする」 との ♦で 小】 時阳 待ち •化 田に 巧 巧 i ミ 
四 回を のをを 時 柄を 化 巧して 巧れ られ たがみ » 中で ♦へな かつた* 

そこで か 示た 巧ムホ 巧た おいて 巧 巧に 巧して 宝 日 巧つ てを ると 
「巧 巧 あるを をへ をず る 巧が 巧 方 お 中 ゆへ 巧る サ 四日 午前 十一 巧キに ♦巧で 下さい」 

かぅ 云 ふ 寒で ゎつた。 

そ A 會見 日を は 四日 ra である。 

その H のめ 央巧 曲に 一々 の 巧 ひもを < 巧 つて 息る と* もろ ホ 方では まつて 居た と 5、 C 5 に 



な接窒 にが せられた 0 

蔓 はがの 發閒に 巧して ホから ホへ と ホ 怯な ドィッ 巧で" な も お* むに 時 曲の 巧つ 0 をなら ね 
, かの やうを がを ぶり だ。 

そして 其の 一胥 1 かに おれの ない 巧 面目を 態 巧に 巧して がは •巧 ホた 巧して ヒット ラ ー の 巧 
ホす る ド イブの 巧 人を 巧 巧した やうを 巧が する。 

化には な 葦 だから 目み の時閒 になる 迄 待つ てを とを ろが 時閒 巧を と 巧 巧の なをに 其 度 
がさが 巧れ！ 

今义自 かの がかに 對 する 其の 巧蓄 おお ある おを おり！ 

ドイツの な 巧は 巧 石に かう した 孫 人の 手に 巧る をの 夕乂 をる を 痛 あさせられ る。 

巧を のをな 時 帥が がると 巧 ホは 時計を 出して 巧きながら 

r 左 採なら」 I と 

日本 巧で 一友つて， が 巧の やうに® おを かは して 立上ク た。 

巧い スヵ I 卜 が、 ふわりと 抑 かれて が® こ ホの やうに か 巧で わる • 


ドア 10 引手を 持つ て 今ー ホ 
r 左 巧 众ら」 — と 
f 巧つて 出で 巧く ので あつた。 

がには 彼女は •どうしても 二十 六とは 見え 度 かつた。 巧* 二十な 前後の やうを おさで わる。 
ホ* と 力 わる 巧のを 巧が 巧 ざ かりで 巧 < •ドイツの ホモは* 事に おはがな < か 巧で ち々 しいと 
助いて ゐ セが をく 共 巧 0 である • 

かう した ド イヴ 探 人に ょつ て ド イク 巧 巧は 汾 巧した 巧展を 遂げ •禱 ては K 拥た その ナナス ま 
巧 指導 下に 巧へ 巧 < の ガ。 ， 

本 巧を 通して 日本 掠 人に 何み かを 巧へ で •それが 少しで も 日本の 巧に 巧して キ巧 する おがわ 
れぱ とちへ ながら 乂巧 巧の 挤ぞ たる 大木の Iff みの 閒 たなし まつた" 

衙 にな 巧の い、 マ ー リンな では ある。 I 《タタ】 —— 



巧 逸の 母親 目次 

0 m 

巧を 大巧 巧に マ ブ1 ン女 たと 語る 

t グ トラ"— は 巧を 巧く 巧る 

巧 ハみ ガ巧 まノま 巧ナリ 
巧の 夕章 

巧 親と をる まで 

その ！| 幼稚 巧 時化 
その — I ル 巧な 時代 
その —— 捕ち がち 巧が 
その 一 巧 巧 時代 
その —— 巧を巧^&^化 


JL 


n 


A 



ナチ スの 女子 靑年曲 

その — な 巧 
その —— 巧 0 
その — 訓 育 
その —— お 育 
その たを 的 巧 巧 

巧み 者# 软 旅 巧 一ー ナチ K の 巧々 な 巧 》 生 巧 
會 せの 夕 K 》— ブ が R 學度 ホ ホ 

あを がつ くる ド ィブの 女 巧 

.巧が 崇拜 

(》】 B ネ 9 人の ぁ《義9 
•巧 人 お 育 

( w レ 日本に がける せの IS 巧 
K ポ ー ツ 

K ボ •ヴ デ— 

0 樂 

函民义 化 巧 素人 MM «; 甘 « ♦ » 


み 巧 見習の 巧 
家 店 へ 〇 れ 

r ホの 巧 巧と 防を 巧 

ホの 指 巧 員 

- ホの 巧 空 おを 

(梢】 日本に 於け る两 & i 防を 毋 

1 、 花な 巧 巧 W …… 

巧 巧た てば 化 巧に？ 

化 お 巧 巧は？ 

滿拥化#の^^*生 

(W】 R 本に t わる 巧な！！ 巧 

一、 お 巧 事な 

巧 巧は お 巧 巧 巧 
巧ホ说 巧は 巧 白 
お# み 3 の 中 巧 
ドィツの おお 巧 巧 俗 



ヒ ブト ラ 10 結檐巧 

、巧 載 巧な を 

ムツ タ 1 シユ 1 レン 

移の 的 巧を 巧 巧 

ムヴタ I ハィム 

ハィメ プヤ 1 M • 8 • V 

その —— 內ぞ —— 修案 


I 、 ナチ タ因 をが 要み する 巧を 八々 

その —— 巧 神 的 方面 
その 一 ess 的 方面 

一、 巧を 保 謹ず る 化 巧と 法 班 寬 

巧た 巧る をを 

(附】 日ネ のせ 子 巧 S 法 

一、 巧と なつて からの 巧を が 人 ...一 吴 

その —— き 〇 つめた 生 巧 


その — 巧の 働を ぶ々 
その 一 庭な 育 
その —— 健 巧 ミ 

.その I 巧を S 

その —— 生活ち 化 
ホ 常時 ド イブの 巧は 及 場へ 

、巧と 子の 巧畢 をす 座 巧を ご 苗 

日本 文字と B 1 マ 字 

ドィッの 小# 巧 先生 

ドィッの ま 持は 巧 巧 的 

ドイッの 家庭と マッチ - 

スフの 涅 度と アイ B シ 

ド ィブ 小を 巧の お储 

ち本朵 庭が 巧と 科學 

、犬を 冀 IKWiS じ 現れた 目 本 お 人 一一 一宝 


6 



【が 色 


、ま烈 が 人の 詠める 巧が…. 一き 

巧 の-君 白ね モ なか お A 巧 
怖 正 巧の 巧 化 岛額お 夫人 藤 « 巧 夫人 
S 屋 巧が 室 々お 入道 風 巧 室. 田 生 i 
神 西元迹 のま. 全 召 仕を 才 大內巧 巧 
則 所 山が 巧を 別が ち あの ま 全 を 之 進を 
巧 田の ホを 巧 田の 息女 巧 モ 
巧 巧の めモ 伊資惊 中務ま 山 » おち かち 
木 下 長 巧 子 空 巧 川ち 夫人 

•巧 人の 巧 巧 一窒 

•學 をと しての 巧 山陽の 巧 巧 
巧 人と しての 痛 正 巧の 巧 巧 
々人と してのを 巧が 平の 巧な 
政 おおとしての おな の 巧を 
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巧 人と しての 力み 將 巧の 巧な 
巧 化と しての ナポレオンの 巧 我 
. 巧乂 としての まなお 帥の 巧 巧 
•政治家と しての ワシントンの 巧 巧 
巧柔 お： ^ しての々 1 ネギ ー の巧钥 
文を としての ゲ I テの 巧琪. 

1 、 巧 太夫 じ 現れた る 日本の 女性 

曾が 時 •む 中の お 巧 ( ) 

を 夏 巧 十 巧の お 及 (水が 八 ■子) 

天の 巧を の ルを (脯 巧) 

111±1 商を の おが ( 】 

ぞ津ヶ 巧の 巧 装 (中 村な 玉】 

二十 四 孝の 八 ま揖巧 (巧 五が) 

繪本太 功記の ホ 巧 (初 巧 ハな 单 •巧 ハ お 玉) 
阿波のを 門の おち (ドンド n 大師 お臺 面】 

ホ 代 おのな 岡 (お 巧) 

1 、 巧 巧言 


至 




ナチ ス のかな 



ヒット ラー 巧は 毋を かく 觀る 



ク I 巧が • W カホ « の なおは ホづ 巧い 『巧 J たかる こ 主で わ 
文な 夕， 

い 巧 R 巧 & る 巧 巧を 育 巧 2 治す る爲 には 巧る 其 度を 用 ひて ゐる 
巧《に巧し|6^^のサ巧»ホたする時の巧巧ゃにも， 

ザ •、ケ クク ナイ 


;ぶモプ ホフ トをフ 巧 シミ ハを ク大 « ナ峨巧 ダカ ラ」 

佈两を あちに して 降が サ しめ •巧んで 大巧 巧 wfc 向ん にお t て 大度 爭の總 巧 かわ 
1 巧が •右の やぅに 巧に 其'！* 中に 「巧 J の ♦t# へ •巧の 巧に 巧 ひを をして たるの 
t をで も か 巧に 巧が ホモ R 育に t なた & してち るか r 巧る。 


〇 


0 


\ 


.而 して 巧の か モ巧巧 巧は - - 

『ドイツの 少 ホよ 巧 若が ドィツの 巧と なること を記惊 せよ レ 
C よつ て 初まゥ •冀徹 違へ 〇完 巧に t が •共 S 巧は でと して S 人 R 0 完 巧では な 
が 4 ‘ツ て冉巧 の 一員と しての 巧のを 巧で わる。 ホに . 一 
•ド イブ ノ少ホ 八 田 お ノ人巧 デ アル 
巧 巧に 云つて をる。 

ヒ Js トラ 1 氏は •賣 は寞を 夏と して 居を くて は をらない* 奚も S の 島に 巧 力す る 
の だとな へて ゐる 。なに 

;， 一; 裏 ノ—ミ i 巧 ノ蹇ナ こ-ハ— ノタ — i ナイ- 

^〜* こ； れが •ト イツ 持 おの 念 巧で わる 0 

又 巧 こ 田が’ 子供を 巧 山 まむ ことによ つて 田 巧に 曲クた 巧は 5 の 两の襄 著で ホり を 凶 
巧〇感 巧と 巧 W とたを くべ* であると をし 「巧の 巧 章』 を 制を して お瑞で 巧た ♦げた 巧 人と 同 


子供 阳人ヲ 待 テ バ巧ザ 
.子供 友人 ヵラ セ 人 < 難 

子 か 八 人な 上は をを . 

が 上の 動 巧を おけ •ヒット ラ I d 1 ゲントは. 化の S をを W につけた# 人に 曲 遇つ た をれ. H * 
かず 舉 手の 巧を とつて 巧 おを 巧は わ ば をらない# にして ゐる • 

巧に 進んで ムヴタ I 《ィムに がて 母に が 巧と 姑 安と を 巧へ てゐ るが. が 力 法は 巧ぅ である。 

♦ 

お ♦のた め 子 化の 巧. ひいては 诏 おの 島に 巧は 巧に 元氣 であらねば をら ね。 おし 喊莱 とおを 
とに なまれて •モ がの ある 姑 人は 巧れ がちで あり •休 巧が 必要な 化は が おにな 巧 けられる。 
をを おめ てが まとが 安と を 巧へ •巧に 巧 日を 衡 く： 兀 おた つける 祐 設が卽 ち！- ムッ タ I ハ.^ ム』 
をので ある。 - 

C 、 では 年 やつき まとつ たお 庭の 化 巧から をく 離れる ことが は 米 •ホ 分に 化み， K ボ I ッ を 
し 謀 巧を 聞き •又 ま 巧み や 映 巧で なめられる。 

この ハイ* f は 大巧 货 たのい、 み 巧に あるので •自 巧の おみを •む ゆく 迄 まる 巧 も 曲 ホる 《 



かくて 二 一二 巧瞄 たて 寞 巧の s は兑 巧へ る 程一兀 氣た蔓 して •いそく と 《家へ》 つて 巧. 
<】 

を ザの 閱は •靈 S 主 巧の 霎 吝人爱 具の 手で 少 の •む 出を く 守を てね るので & 

る。 

巧 巧な 施な 甚 ホ 含に 例は & く •獨 こな 人 ザを 巧け る 幸福で を •ナチ ス由 おの 巧 一つ 
のな みとしての 大 さを 語で ホら ぅ • 

•一巧 親と なる まで ♦ 

一* 乙は •ホ 來大ル 幾多の 壬 巧 か 併合して 國 たなち たので あつて •其の 大小 王 S 巧 それ ゼ 
れ 巧を ある 义 化を あして 居た ので わるから •巧 こ 苗と しての な 一が 化來 なか ク た" 

《し •をた わ 育 的に 巧 一ず ベを 聲は 教育者 胤に も 叫ばれて はおた もの \ 色々 な 寧 巧の 下に 
II る ものが 巧な かつた。 

ところが .巧 こま 〇巧資 かせ g 巧の 化舍巧 主な g 具 コン ラブ 1 ュブシ 氏が 「巧 


育 Rg & る H 下に • II 會 にがて 巧 巧を なみで 多大 Qg 的た 典へ た。 其 巧 巧の 大巧は 
一 •な ホの# 巧な 育は 個人 本 化で あり •自由 ホ 巧で ある • 

W 巧の 睾 巧；# 靑は 化乂〇 立場を おて、 れ會共 ホ— « の】 貝と してな 有せねば 定ら ぬ。 

ム 1 •巧來 は 智識 本 かで わり •巧 巧 人的で わるが •路 ザは 人 迫 ホ 巧で わりな ♦的で & ければ な 
らね j 

い .ミ •お 來のホ 巧は •其の 本 巧を々 II の おお 所で わると 麻して 巧た が • 
at 巧の 舉 巧は 巧 巧を 本な とする 共 か w « でなければ をら め。 

さもが 約 ずれば •麻 ホの 事 巧の 巧 人的で 巧を 拾て、 肚舍 かな 場に 立つ 靖 神を なでが 本と 
し •又 この 巧 神の 下に 一切の お 巧た しを ければ をらない 〇 なつて 巧が 獨こ にがて 歷た的 
にち 巧して 居た ホ 巧す 巧 一な ホ 巧は •此巧 ホく えたな » しを！* を 通じて » 一 わるち 墳的 
« がを 巧が しを ければ なら Ah 、 , 

I と »ぞ したが 化 ま 巧は •巧 ど « 波の 化が にみ 乂サ ー大 衝動た 典へ たので わつた。 
•1乂乂二年ヒットブ1の率ひる《お化をま«の4黨が政權た夕握してな來‘ ドィッ巧族のを 



巧は •そのを 分 巧に ちつて 巧 本め & 改變が 巧は れつ、 ぁるが • «巧 がに も 思 ひ 切つた ホ 命が を 
.り •ナチ K 巧 巧の 义巧 大芭 ルストに よつ てな 靑巧 度の】 大巧 ザと をつた。 

そして 敎巧理 を にがては 、 

* 術 お 育 
人格 おを » 靑 

兒* 中む まま • 

兒會 的な 育 
巧 ± 敎 巧- 
两お公 巧な, 

な 上等の 叫びが をり •おつて 軟 ザの ホ ホに めても 作柔ホ まや 巧 動 ホを •を產 まま •自巧 巧 » 
生 巧 的な 巧 •拓驗 なな •お 合 的が 巧 薄が •レず 迄の お 育 ホ 巧から 悅 化して*:* さる、 にがつて 
ホた" ドィッの 現在の ♦ぶな 育は な卜： のが 響； 卜に をされ たもので わる ♦を か 提 として •な 下を 
巧に 巧て 巧な 心たい と 巧ム。 





ドィッの 幼 巧 田は 一二 歲 •四 歳 •あ 巧の 巧兒た 
襄 する まとを つて わるち 柔 巧が 曲 & る も 
のは ♦巧な 育の 補 巧 巧 巧では をい おおな ザの 化 
ら ざるを 巧 ふ もので を < ては & ら をい。 

この 幼 话闻が 巧に 巧て は 化 舞 的 恩人 フ レ— ベ 
ルの# 巧 等を が 財し よぅ 0 

フレ I ペルは か 巧两を 始めて 設けた 敎 育た 上 
のか 巧を であるぶ •彼は 
凡そ 夭 巧 脚の A わは 一種の. ホ 久す站 のを 則に 
よつ てま な^れで ゐ る。 而 して 化 永乂不 wo 
法則は 神で わつて •萬 わは 神から 生じ 神に よ 





クて のみ 巧 かさ 爪る。 

ホに 萬 有の 目的は 其 中に みする 神 お t 巧 皮せ しむる ことで あか。 

も 巧とは 人閒に 本が みぞず る 化 神性を 巧 度せ しむる モ巧 方法を 講ずる ことで わる。 そして 神 
をの 爱 がは 兒« の自 ち 巧のに 現れ •巧 ザの 自沒巧 化は を 巧に がて 最もよ < 現れて ゐ る。 

かに 巧 時の おな はお 巧を 巧 導す るに ある •世の 父义 ，には 之を なず の 能力と 時 脚を 巧す る もの 
がかいから •かお おを 設け 專口 のか 巧みを してと にを らしめ をければ なら をい。 

この ホ 娘よ 取 哉との 下に 幼稚 供を 抑 おしを ので あつたが， 现 もの ドイツ W 巧に ある 巧 巧 田は 
化ブ レ— ペルを 巧 ホして ゐ ると I おつて よい。 ドイツの 巧は 共 幼が 阁 時代では 神〇モ として 取 お 
は 如 •，巧 まが 化 巧ら かをるべき 押を の 巧 巧を 巧 巧され て 巧く ので わつ で • 

がで 無 巧 おで •而 して 朗らかで が も 白 由に がび'^ したせ 格 はれ •かへ てな 度のを に滿 
ちえち た ドイツ 4 の 芽生え 
な 上の 巧畫巧 巧の な 育を まける。 



その 小 •巧 時代 ♦ 

•ト イツの ル 巧 巧は •田 巧が ぞ ま務年 a & a 八ケ 年でぁって •滿 六歲 から 人 巧し 十 S 歲迄 巧# す 
る。' をして 此小學 校を 闻巧巧 巧と 稱し •六 歲れら 化 巧 迄は. 初等 補 巧ぶ 巧 巧で •それな 卜： はがみ 
巧 巧 上 巧と して ホゥ， 化 田ち 巧 巧を 修了した ものは 巧に とに 連が する « 案 佈巧學 巧に がて 滿十 
八* まで 毋少识 S ケ 年の «柔 お 巧を 受ける ま 致が ぁり •がって ドイツの 巧は 其 小ザ按 時代に 於 
R 荣な 育を 巧け る ホに をる。 み 之を 表示 すれば ホの やぅに をる。 


巧! 年 

年 お 


一 

1 弘 

旌 

酱 

牠 

は 

基 業 

み 

化 お 

ご 

去を 

年 

一 

: 

こ 

k 

访 

敎 

a 巧 

だ 
ぃ i 

!9 品 

悟 

し 号 

|7: - 

-6 ミ 
I— * 

5〇 

i 

巧 M 
ホ 

敢 お 
巧‘ 

上 《 
み 

も 

•4 化 

3| 八 

—申 

ホ 

巧 

等 

補 

巧 

基 

巧. 
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そして •化 巧 巧 お 巧を おのみな •卽ち R おが 巧と 補 咨议お 寒 校 在 巧 中は 政が にがて 巧 お 巧た 

巧 じ 及 ぴ# 習 用兵の 一切を 無 巧と して おる。 

/ 

こ、 が 日本と 化 巧して 大に差 巧が ぁる一々 日本では W てな つて 居る 通りを 巧 巧 ザを 化が 六 年で 
とを ザ 策せば 巧は ホ 巧へ 巧 < かおが な いれら •自 な闽 おな 巧の 括 巧が 巧 < を るから 巧が ホ タネ 

々には 巧 巧した 大半は をして しま ひ •勒 > の やぅな 文字を が も お 名 計りで ホく に 巧ぎ ね稅 巧で- 
ホつ た 反し •巧 乙の 夕子は ホ 六 巧から 十八 巧を ホ 巧な なをを けて ゐ るから •共生 巧に か 巧なる 
智巧 やお お/やお 識 を* ちしで 居る から •ネ まと 同時にな 巧しても まちの 巧 巧と して 巧な 度 もの 
でぁる。 .• 、 

そして ドィツの 小 巧 巧は •巧 かは H 本と 巧 じ やぅに ョミ •ヵキ •ブ "パンの S 巧 目た 皮 S な 
巧し. 么忆附 jg して ミを 加へ て ゎつ た 化 ひで •其 程 まも 5 しを かつを 塞を 偏め 
の ホ 革に J つて 

一、 なおむ 巧を が ホ a 巧を をに なつた 
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ir ななの tt 机が なくなった 
ご r な 巧は を 巧み 化の 自由 a 挥 にもを ず 
四 •巧 巧の 巧 用 上に K 放 や# 校の 自由 的 巧 巧の が 地た 巧へ る 
左 •學巧 巧 » にな 會 巧 巧 巧が 多々 に 巧ら れ《« 巧の がま 热 されて 巧た 
な 上 も 非常 忆塞性 宴ん 堇§昌 巧 動を 5 卞る累 忆適< じた S にした W に 巧 巧 
をを ホ •々がが 巧む におって 田 巧の 歷た •を ホ- 义は wss なを 化へ •巧に 巧が 年には 自な巧 巧 
やな 巧技 術に 輔 する こと や玫 おれな やな々 巧晚 等が 化 人れ られ て敎 巧され た。 

こんな 風に a お 的を 化を 革を.】 な 大衆が は 梢 的に もが 义れ みめに もぷは « 宵 方が にも そ* 
白 巧し •なに 現在の W 巧を »敎 育の 巧 上進 步 t 巧た ので わる。 

そわ 責業補 ■な 育 時が 

H 巧# 巧八ヶ 年の 美な な 育を 了へ たおは ちに 最少 化な 一ニ ト 年、 を 袖 巧# 巧に ホ ばれば ならね。 
巧ち 年 かで 云へ ば •ホ 十八 歲 になる をで わる。 化 補巧學 巧は 化 巧に 巧す る说 巧を おふると ホに 


ホ 巧と し B 巧. ての 巧 おを 典へ るので あつて •巧が 手 巧から a 柔 にお 巧 させて ゐる をれ 
の 巧な として 巧# せしめね ばなら めし •又 化 人に みれ て わる 巧を は« ホが 巧 » ホと なつて 通が 
せしめて ゐる • - 
事 度 上 ドィツの か ホは、 其 化 割 迄が 田扶學 巧を ネ柔 すれば 苗に 化柔 にがます るので •此 最大. 
♦巧夕 の K ザに M レ 其な ホに 巧 巧を 梓 巧を 巧へ つ I 人格 巧が たを ぅする ことは 巧る 適 巧を 刷を 
であり •共が 巧 も 巧め てを 化な ので •世 巧を 巧で も その 制 巧を 巧 化する に 巧め て 居る。 J 
日本に あるを 閒のホ 巧 巧は これを 巧 似た もので & るが •をは 巧閒 相が を 巧が 巧務 した 巧 等が W 
免 巧す るので あるから •を* の 方面に 無理が 夕く •只を ホに がても 舉 巧へ かす 巧は n かで ホる 一 
から •何とか 巧ム とか 云つて 入舉 ませない 現 化に わるので 》 特別の 生 巧は わるが ホ际 その 巧が 
はよ ろし < をい 0 

ドィツでは 巧巧讯 巧では 生徒の 巧# ホ 合が 一巧 かお かが ゆへ. さを 巧勒 する 巧に 発み か ザ 年 
の 巧 脚と して 是又巧 削 ♦巧では、 む々 共に 巧 巧し きつて 居る 巧、 « 供の 巧 巧を 擧げる ホが 出來を 
いからさ をを 閒ホ 巧と し V 】 理六時 力ま 乂時阳 は 麻‘ ホを してが 卡巧 架^ 留# 校に 送る 巧 » が 


\ 


•をと つ ホので ある e 

じの 佈巧 巧巧規 巧は なに 憲 をに 公 ホして ゐ る-をして •を 巧は 貪 お 抓 巧 it 巧で あるが 巧 時に 
普通 かを をが へて なせ W ホに 資して ゐ るから •ホモは 十八 歲 迄が なをぅ ける を 巧が あり •同時 
に么 はな 典と 云 ふべき である 0. 

そして •化 補 巧學 巧の 巧 目は どんを^ が あるかと おぶ に 
« 巧 巧 
巧み 製作 科 
巧 治 巧 
« & 巧 
巧-巧 
巧 巧み 
巧篇件 
更に 特巧 的に なると 



冉ま巧 
伯 巧 巧 
语 « 巧 
.巧理 巧 
お 仕 巧 
话 巧な 除 巧 
火夫 巧 

巧ち 巧 • 

植木 巧 

この 中 女子に 巧 g を 一巧 目を 修巧專 ホし- » 巧を 卒菜 すれば を々 たる】 人 かの »ホ 人と して 
生が のな つやぅ にを る。 

而 して 右 巧 巧では 速が 巧を 巧け てち 脅 人 や «エ 長た ろの 巧に 巧を を W へて 居るな どは 城に 至 
ti りつく せ 0 とお ふべ をで ホる。 - 
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巧な を 補留學 巧た 卒 おする た 子は •其學 び 得た 巧 目に 巧て は 專巧的 Q せ 巧と なおと ゎ 巧ず る 
から •家ち お 人と なつても 巧# 的ぶ 巧の 下に お 庭 經« を 巧 巧し 夫を 化けて 寒れ^ かにす る。 

おに 日本 揉 人の やぅに ホが 巧へ 巧く 自 かの子 ホを •* 巧め にお 巧し か 育す る 事が 化 巧ない やぅ 
& のはを い。 

巧つて •巧を &毋に 巧 巧 さる、 ドイッの 子供は •それだけ レ ペルが 度い わけで わる。 

ドイッた がて 資ホ巧 留# 巧 のが 度や設 巧で 最も 完備した ものは ミュンヘン ポで •同 巧の 无巧 - 
な 局ち であつた ケルン エン シュ タイナ 1»± は •最もみ 也な 确窗 巧を のま 巧 巧で 又 巧 巧を で わ W 
り •县つ e 4 llf 軟育 にょる 小# 巧の なぶの 灌巧 おであり 同時に 化 巧に がける $ 的 お 育 巧の 中位 - 
的 代表を である •博 そが 巧 ホの ま 也を ちて を K した 同 巿の祝 巧 ホ 巧の 巧を は ホの 巧り で ホる。 

1 •巧 八 ♦年に 1 巧 四時 間の お 巧 科を 必修 巧 目と して 巧し 化# わ 巧 生理 巧の 實 おを 巧は しめ 
た 0 

2 •を 地を 有する をての 學 巧に 學巧 巧を 巧け 

3 •又 お あ 巧 や 巧 巧の 巧 育 や i を t 小學 巧で 巧は しめ 巧に 一二 四 ♦年の 巧宜 には 化 ホた 巧餐 



さ ホた 0 

その他 巧 巧に 巧しても 種* の特巧 的を* 巧を したが 之は を 略す る。 

そして， 此作 巧敎 巧の 理お 的が 巧は 〜 
r 作 お# 巧の 息 まは 巧 小* のかめ まがと を大 おのな 抹 •能力 あび 作 まの ちび とた W お 公が 的 
公 巧へ S 化に がて 曲 合する にあろ 1§ して 貨 の 大巧 か •卽ろ その 丸 巧を は 身 巧 的 手工 巧 
巧に が ホす る もので わつて •巧 神 的 巧 かを は 酉 巧の】 がみに 過 ダを い。 がつて 巧 t と 作 ま ホ 
育を 祐ず ことは 灼巧 々巧の 大きな 巧務の 一で ある」 

巧 樣を立 巧 おからで ある。 

その ホ 巧な 時 巧 

■ 

ド ィブに がける ホモ Q 中等 舊©8 も •巧 一香 拥大爵 をはが 子と 同じく 巧 等 お 育の 巧の 
ホ窠 巧と しての 化 巧 的な 巧 閒をお 巧す るき かまた る 仕まで ホつ て •特即 に ホモの 巧に 么菱 
> お 的の 巧 治は など 巧 みられて ゐ & かつた。 - 


をれ ガ わら •巧へ ば 巧來の ホモ 中等# 巧の 多くでは •化かに 申譯 めに をを が 巧 ホら れ てなる 
ザけ で. 巧 巧 やお 政に 曲す る 巧 巧は 一つ もを いと 云 ふやう を 巧が でぁつた。 

巧る に 一 化 •ー セ 年に をつ て •巧 争の 巧の 自« から 中を# 巧は 改巧的 巧を が おらる、 やうに を 
り •初めて 女子 •の 爲に特 巧 的な* 於阳 治に かおを をを 巧閒 とを つち 巧つ てみ 睾巧 にしても 
おを 巧 巧 
巧 を 
巧 を 

を. 巧 . 

公ち なぞ 
を 會巧 

前祀の やう 窒巧ポ 先 づ妻規 され •其專 S も 多 4 つて 來た 。そして •又妥 巧の か 
には 巧 巧 •！！ のが かや R 具を 巧宙 S が 巧 けられて 
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巧 


0 



かう した 睾 巧を 巧みし •一年で 專 巧な 員の 資 椿が 巧ら れる やうに をつ てゐ るし， 化を 化 巧は 
巧んで 大巧 お 巧の な 貝ち 巧 巧 へん 巧し-をを ネ巧 すると 小學巧 巧 師の巧 巧が 巧ら れ る。 

日本の 小 巧巧现 巧に & るには •高夕 小 ホ 巧から 又は 巧な 小 巧 巧を 巧囊 して 一二 年 閒あ學 しで 
人# なおに 及 巧 するとが 巧 巧 巧に 入 ホが 曲 巧、. をた キ業 すれば 二十 二 S 度で K ちの 巧 化を をけ 
るか •今一つの 方法は •が 巧 ホ學 巧を 巧 業して 巧 iW 巧の 本み 二な のな おに 合な すれ ぱ ニヶ 年 
ホ 巧しても 巧 化は 得られる が •巧れ にしても 其积 巧た る や* に 巧い に 校べ て ドィツの 小が 巧の 
ホ 生は •大巧 程度の 巧 程を をる やうに なつで ゎるから •巧つて 年 おを 一十 セ八歲 から S 十 巧 前 
巧で ゎり おを もない。 

兒竟 をが すし. 巧ち する ものは ドィツの 小 舉巧モ 生の 巧を を おを ければ 不 ホ々' でぁらう 0 

ホに 小 巧 巧の 先生は 兒ち に单 巧を が授 する のでは をく •香を 明 巧なる 指導 ホでなくて は&ら 



& い 笛で をる が、 お 巧の 先生は みな 居 おお 宵に をって & て •先生 本來の 巧み t れ 括て i 居る や 
ぅで ある 0 

ドィツの 巧な をに がける «師 は， なに 目 巧め て r 兒袁が 其 父 切の 社を がみけ 巧ぐ ベタ 义 化た 
一斤 巧 上させ 巧る やぅに 其の 巧 立 的 巧 神 巧のを 促を ナる J 巧 巧な 巧换が 先生の 巧 命で わると ま 
巧して ゐ るのは 大に « ちすべき ことい 思 ふ 〇 • 

化かに 人閒 を 巧 人の 巧 巧 おの § にょる 
巧を 巧 
ホ 美 巧 
經巧巧 
杜 を 巧 
を 《 巧 
政治 巧 

は 上の 六ク イプを 中 也と ずる 睾巧 & どもは 來て •個性 おの 理 みを 巧 巧と して 扑畫 されて ゐる 


が 



ことは 1 ホ 巧んだ ホモな 宵の 方 ホで わらぅ • 

この 現れは 日本に 4 
女子 經巧寒 校 

かやぅ をを 稱の事 巧を 巧た 事が ある 。そして， 前記の ♦巧 にがては な會 をち 面の 實生巧 場 « 
に 進化して 

、 1 •巧 人 や 罹 巧を のサお 
2, 巧み 巧 重の 敎育 
3 •幼少 兒 ちの 巧 巧 

右を 巧に 巧を 資 地の 經 6 たずる ので •一# 人と して 巧は 巧を のま# として か 巧 度 K 育が 貪 巧 
に 巧いて 巧 はれる。 

已の 仕組は ♦巧と « 生活との 巧な 上 巧に 《 を 得た 方法で •日本の ホ 學巧も 巧 ゥ云ム ホ 面の 考 
慮た か ホしたい ものである • 
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その 冉 •お 育 時 巧 

ドィツの ホ 子が おんで 大巧 程 巧の が 育たを け やぅと する には 

寡な 等女裹 

义化 K をた 巧 巧 
t のか 

巧を 上れ « 巧 

併 》 « 巧 ， 

右の 四 » 巧は 大# 巧に 入る ぺ< 巧を がわり •ザ 業 ホは 之 にん 巧ず る 事が 曲がる が • «資 にが 
て 右の# 巧を どは ホモと しての 大舉程 巧の もので •をに 事ぶ もの-, 數は 巧い。 がし 之 等の 舉 巧 
卒柔 ホは 巧 拓大# 巧に# ぶ# が 出來る • 

そして •ドィツの 乂 # 巧と 云へ ば 
おを 大學 


巧 


資お お合大 « 

巧 巧 大 « 

美術 大巧 

林舉大 » 

賴山 大巧 

每 である 0 

そこで •ホが 巧を 巧柔 した F ィヴの ホモ ポ 巧に 高等が 巧を をけ やぅと すれ ぱ •が おの ホが 巧 
t ネ おすれば’ い、 が •が紀 の 四み 巧は ホモと して 巧を を 苗 巧 巧の ものである。 然 f 伯林の 「自 
か 大巧」 ではが くから 女子に 巧す るな 等が す 解放の ホ 板を つけ •巧 ー ホ 巧が 大投 がの 一丸 一 S 
年には そのが 生 PS 々の ニボ ホモで あつたょ 云ム斯 探な 巧 合 も ホつ た 0 
かが 化 女子の 高等が 育たる 四# 巧に 巧いて 巧祀 すれば 
ィ 、ホモ 中 閒畢巧 ， 

r の# 巧の 巧 命と する 巧は •-や 巧 陆« にある ホ 子を 路柔 的に お 巧す るので •两が 巧 巧と 


一巧 



なをの ♦巧と ゆ 中 M にわ 0 •化 ♦巧た 卒業 ずれば 直に s 生 巧に 入る をは ホ 通の 巧 まや エ 
i と & り •义 中れ のをを となれ るし 又 進んで みなの 巧 等 資ホホ 巧*® ち 
H 案が 巧 巧 柔# 巧 
美術# 巧 林 柔學巧 
《ル々. 巧 

右の’舉巧へ人ホする巧ポ闲來るやゥになつて居て、 ドィブ中產巧なをお持する^^民を養 
巧す る學 巧で ある • 

U •巧 等 か 巧 巧 

ホモを 文が 的に 敎巧 する 舉 巧で •修業 年閒 は六ヶ 年， ん學 ホ ままは 文科 上 « ホ ♦巧た 巧 
じて 大學へ あむ# が 曲來る • 

《•獨 组上絞 巧 巧 • 

この# 巧は 大學 巧を でなおして 居る ので •大學 への 入 » は 巧るな 巧を である。 そして 主 
巧# 巧は 獨を 的の もので •巧ち 巧みを 本坦 とする や K 的 巧 巧で わる。 巧に 



右の 累も盞 霞ょ 05 管た 塞 人 t 迈る 《島を なて 立てられた ミで わり 
拓資 巧に 助す る# 巧に 素を 注ち はて 祖曼の 茜 美 ひ 巧 お 的 由 舅を 巧矣 巧が 

で わる。 - 
お 業 年 巧は 丸ヶ 年で わる •之を 日本に 比較 すれば •な 巧 ホ 巧 巧た ネ まして 巧 己年ち < ば 
巧ケ 年が- 學 して 居る 事に & るから •女子と しては 巧るな 等の ♦巧と 云つ てい 
文 巧な タホ學 巧 

この 爱 •は！ B 夏！ R 上な 學 巧と 同じ 修ま 年受ヶ 年で あり •大 養へ 露して 居 をら 
一巧 大擧 * 備 巧の 巧が わるが •同 巧の 貫 的は 巧 巧 上 度 ■巧と しての 人が t を 巧ず る 巧 ゆ 


I 


睾 巧で をる • - 

♦•寅 巧ぶ f 學巧 

文み 學 《におしての 專門的 巧を 货 ホな 育の 巧 巧で わり •な柔 年 化は ク 年で！ 生は 大 
巧泰荣 わり •大工 業 おとなり •又な 巧と & り •ななを 巧と も 在れる。 • 

は 上で 巧と 元る ぺを r ブの 季の爱 のをた 巧 Y たから •奪は 大历 その 女モ敎 育を 了 
解され セ？ お ふが •當 とな ミ さ 蓋 0 なを ザ 震と をつ て寫 なる 現 芝 ドィツの 母性 

が 出 ホ 上つた ので わる。 - 
こたら 巧を 巧め て巧 巧 的た •度は な 會的蔓 子の が 育や修 巧に？ 化べ やえ 

ー ナチ 巧の 女子 靑 年® ' 

がの 大巧が ナポレオンは 「靑 年を みて その 2 持 ホた 知を といつ ち 
r ィ八巧 興の « せの 《人 ヒヴ トラ ー もま ダルマン 巧 族の な 面せる を 巧ょり 祖曲巧 a を 救 こ 
の 大 まもと K •ホづ 巧女靑 少年 忆巧 びかけ 5 え 彼が* ツ：忆 が T 巧た 巧 少年に 與 へた 

* 



H 示を 巧げ て 之を 衣 ホして 巧よぅ • 

吾が 靑 少年 巧 ホよ！ 

巧 子を 本日 ポッ クムに 巧 巧した のは •巧 下 ホ § 巧进田 巧が これを 巧 ホした からで ある 0( や 
ホ) 巧个の 中には 夕< のえ 巧 まの 父 卜：た 待つ 者が ある 巧を なは 巧つて ゐ る。 又 就 子の ♦巧の 
をは 诗子 のま おと 用 おの 上に 明日 か 何なる 運命が W ひか、 る や も かれね と 苦 ふす ぞ にわる 巧 
をみ はなく かつて 括る。 

現今 吾 巧を 两 巧が 苦# i るか 巧と* 巧とは 何等 巧が に 巧る ものでは をい。 化の 偉大を るが た 
的 巧 做に がて ま 苗 巧は 自己を を ザして 了つ たので をる。 (大度と それにな <巧會 ホを の 
巧) 巧を 历巧 はが 一を々 つた •巧进 田ち はみ* にを 巧し お 力 化し 且つ 其の 煞權 力に 巧つて 巧 
巧と パンの か乏が 生じた 0 である。 (中が) 

吾が 巧 少年 巧 ホよ！ 巧に 巧 子は ナチ K 巧のに かて r 吾々 は F ィブ 人で ホる。 ド イブ 人は 巧 
んな义 弟で わる」 とい ム自 « を 巧び 巧 巧し をければ ならない ので ある。 (中 路) 
f イブ 靑 少年が •モ づ自 をと 巧 & 人と してぶ ずると まふな 育は い <らネ< 巧 はれても 巧 さに 



ホす ると IK ム事 はない。 ナナス ま 義の巧 少年な 靑 は】 つの 技黨の 巧に なされる のでは な <• 
巧这田 巧の 幸！！ のちに 巧 はれる もので をければ をら A 。 ナ キスが 動は やがて 巧 & を拓 の* の 
と •ナチ スま をの 巧 巧を ばな 巧を# ぶを K ィツの 靑み 年ぶ •總て 之を 設 巧ず る 時代が ホ 
てはじめて 化の 事な は* 巧され るまで わらう •巧 子た 中 a し 巧を する 夕 がわら うと も •巧モ 
は 必ずや！ IW 9 の路來 fc 双肩に 巧 ふ 者と なる 事は 巧 « である。 

巧 子は# 來の巧 逸 W 巧で あり， 諸子 こそ 吾 巧が 今日 巧 巧 W 爭し てぶ る ものを をぶ する こ -Vo - 
齿來る 人達 & ので わる。 巧 
現在では •吾が ナチ K ままの 理 お巧值 t るを する 多くの 獨 JR 人が 巧が 在す るか も なれね。 巧 - 
し 乍ら •ナチ スま 巧は 巧 モみ靑 少年ち ホを ばを もな 巧なる 理 なま 巧者に な 育 レ 上げん とする 
何 巧なら ば。 只 偉大なる 理巧 のみが 巧を！！ 巧を ぱ 巧び 巧 一す る 事が 巧 巧を ので わる。 

F ィツ W 民の お 少年 ホを 巧 おした 化の 理巧 •今日 兮巧化 巧に 巧* として 美會 した W 这靑 少年 
の 也の 中に 巧ら かに 見 化される 此理 おに！！ る ものが またと あらう か！ 

(中 ♦) ぞボ巧 少年 巧 ホょ！ 巧 子が 現 か « 力 一 を 吾 wa 田 民の 幸 巧の 爲に爭 H して 居る と 




巧資 にかち 萬 人の 巧 年 巧 ホが 巧を の 解 鼓の 巧に 戰 
けて 居る ので わる •ナチ K ホ* は 小 兒に初 走 
りを 年に おる 巧の】 貫した 田ち 共同 巧を 巧り 上げ 
ん とする ので ある 0 

巧 人と 雄 も獨を 的を 巧の 巧大 をる 巧 春 かを ホ 巧 さ 
卞 巧は 曲がた。 ナナス 这 » は 巧这ル 巧を 敎靑し 巧 
ある 且つ 巧 お ある ル兒 にし •且つ 同 巧に 他人が 不 
正に 巧かん としても 其の 小さを 頭は 化して 巧し な 
い >わ« へんと ずるので わる。 かくして こそ 巧！ 9 
巧 少年 はれ 巧を るを 巧 0 中に あつても •其の Ms 
にがす るを® とかげを いので わる。 

みの* ずる 巧！！！ 靑 少年ょ！ 巧 子が ちがわ 巧ゃ芙 
雄な んで 惑* したと 同じ やぅ & 巧な た 再現ず 


が— 



るよう に 巧 力し •巧 モの篇 する 國 巧が 何 巧の 日に か英巧 詩に がて** 美され る 巧に 巧 力し なけ 
れ ばなら ね。 

みは ナナス 靑 々年 as の 中に 一つ 0 おらし いせ 代が がちす るすを 巧な する。 化の おらし い 世 
代は を 代 0 ♦一み s は 策に 反 おする 巧氣を 待つ もので わらう。 巧 进巧 苗の 靑 少年が ハ ー ケン ク 
a ィツの ナチ K 巧の 下に 始めて 巧 進を け ふせ 巧の 日に かて •吾が ナチ スの 網領 がか 何に 正し 
いかの な 巧が ちられる。 ‘ 

化 ホ 巧を る 耳は より 盛大に •這つ より 早な せる ものと なり •巧 子は やがて 巧ら しい 獨を とで 
る 妾で あらう 〇巧モ はやが てを 巧 年の み 年と してを も巧隹 & る 巧乏の 中に 巧 逸の 爲 めに 至 化 
を铃 げたる 事に 最も 孩り あるせ 世を 持ち •巧 子のを 誠と 巧 巧と が 巧 巧 巧 W たがを した 巧に た 
も ホ 巧り を 感ずる 巧で あらう。 

巧 子は ミ！* 年の 少年少女 として 巧 巧を 田 お 建な のち めに ま ナチ ス 巧に 入 巧した おで ホろ 
巧 子は 巧 子の 巧 におして 巧 おを 貪で あつたの である。 巧 子は 老年 時代に なつて 今日では 
かけを へのない 巧 W たば あ 出の 中に 見出ず 巧が 出 巧る だら う。 


巧）— 



この かヒ ブト ラ I は •巧 ホ 巧ホ靑 少年に 斯うした 巧吿の やう & 满 巧を なみて ちる が •す* を 
* に巧腑 からぶ たす 葉で •巧 も 中* のあ义 51 巧で 巧ら れて ちる • 

* 巧的乂 偉人た るヒ ブト ブ ー から 巧う した 巧 かを を 接 巧に する K イツの ホ そ 巧は •巧 時は 巧 
を 父と 巧 ひ •又 或 巧は 义 とも 慕 ひまる ので ある •而 して 典 巧みは 麵て •ト イブの 女子は 化の あ ふ 
が 值に公 身 t ぶに 董 してし i ムが にか ホ 等の！！ 家 的 巧を が# を かけられ るので ある， 

こ、 で ホモ 靑 年！！ の 事を 巧祀 する が •之が 日 木の 女子の 反省た 化し •技巧の 夕考 にも をれば . 

括 構で わる • - . . / な 

. - 

そ < のな！！ 

唯 . 

& M . 

ヒットブー靑年«ホに獨»か年由の|^化巧とホんで， 世ホな大のホモ巧年なのの巧巧が 
» なされて ゐ る。 それは ヒヴト ブ—巧 年 W の一眞 たる 獨这 女子 靑年 《 ホに 獨 逢 少女 国の 名 
稱で ホる々 


お 巧巧进 ホモ 靑年 5 •ヒ ブト ラ 1 巧 年 田に 一 小 巧 かとして お® して ゐ たが’？ 巧 力 巧 
得の ち數百 巧の 田 貝た 得た ので 量的な 较一的 篡と巧 助を もつ やぅに なつち なつて 
ヒヴ トラーち年巧のそれと平巧してみに巧进巧々年巧^!^ H !8のお棵てにぁるやぅにをつた0 
を— して 組 おの 單化や 大小 •系 巧は •ほジ ヒット ラ ー 靑年 因と 问 じで •最下 かの 化 巧は 巧で 
十人力 至 十 お 人で 巧 立ち •化の 巧 頁は 瑞所や 年 おを 间じ くずる ものを おめ 巧 おにょ 〇 巧 ホ 
され、 二巧力至四巧で 一 巧とをし， 化ちがサ^を巧ホする〇 
その上には 小を 巧 を 巧が ぁつて 本 巧を おく t 

これと 平 巧して みか 曲がが 巧され •ドィッの ホ 子は おず 此靑み 年 M 旨に 入る 巧に をつ て 居 
り •且ホ 子 自らは* 員た る 巧を が 上のを ホと おつて おる。 

現在では 其* 宜甫 巧を 合せて 二百 巧は 上を 數 へらる、 一大 巧 力を なして 居り •さを 巧 巧す 
る 十二 萬 五 千を の 女子 巧 年が わる。 

指 巧 お 巧 巧 

かおの靑み^«を指！*^るお巧のさに 】 九_二】二年 「指巧を學巧」 ポ巧なされて現ホではめ 



麵 年靑モ ホる 卞 ♦み* ■萬 甘 三 



四十 巧の 多を を ft ムる〇 

この# 巧は 『意志と 力」 の 巧 所で わ 0 て •化の ♦巧と 巧 ふところは •脊 巧の 舉 化は かにな 
巧技 巧の g 巧を ま 巧と する に 反し， すなの W 民を がを 巧 ホし 岛つ之 化 おするな 进を巧 巧す. 
るの が 目的であつて ，現在 巧を がを 面して ねる W 乂を 局を 巧 巧た る 足 どり でが リ がけて ゆ 
き •夫の 獨 巧み ホ 時代を 巧設 する 爲に 巧く ホモ 巧 巧 おを ま 巧す るので •が 科白 も 「巧 主 思 
る」 から 出 巧し •巧ょりも えづ - 

32 • M 

星 ‘ - 

この 二つの 街を を把復 しなければ をら をい ので ある • 

巧 二の が 巧 目は おぉであつて. 么もそ 巧の 巧 巧で 敎 へる やぅを 巧に 巧た 的 ホ K に M する 知 
S * を 巧へ るかけ でな く •巧を 巧 族が をの 巧 展と止 ホの 巧が とのな にか 何に 巧つて ホた かと 
まふ •巧 ホの 時れ のみ お 的 巧 巧の 巧 巧に ついて# ぶ やぅに 中る。 

又^8#:か巧沒文化のが巧夕として- な义がミをとんての自巧の卜：にたクて古い文化を研 



巧し •其の 巧 おの 爲に つくさぅ とする 巧みぶ をを 巧す るので あつて •化 請 神 的を 巧を 巧に 
よつ で ド ィブ 魂# 巧の 乂が 分を お 巧せ しむる やぅに なつて & る。 

又 この# 校では 巧々 を 催しと 巧 まに 朗 ずるが 巧を 巧 巧を 巧へ •さを 日** 巧して 巧 < ので 

夏’ 

1 •期は 巧の » のをち 
2 •苗が のが あま 

これによ つて •站巧 その 日】 日を ちく！^ を 巧 神 的 統一が できる 0 
さらにをから 巧に かけて 時間の 空が あれば 
巧 話-’ 

索 人の 

即巧脚 - 

手工 巧 - 

& どに よ 0 で •靑年 ホ 子たち の 文化的 扣を 力を 巧 » せしめる ので わる • 
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この 指 等 ま 巧 巧の 在 ♦期 閒は二 遇 拙 乃至 云 迎閒で •外に スポ I ッの 指導 ザ •ホエ 巧の 巧 « 
# が ぁるが •と 等の 指導を は W おを る ナチ ス的 世界 巧と を專 巧の な敦 とたか モ巧 少年に 巧 
け 巧るな 巧が おで わらねば をら め 事は 巧 論 でぁるので •何れも 女子 巧 年 曲 員 中で おにおい 
巧 巧を もつ 指 巧を が •巧 巧 高を 巧 巧に 入學 して 么を 辛ました 人を ので わる。 

かやぅ にして ホ 巧な の 指 巧を# 巧 (小 ザ K •中を 惧 指導 まが 巧の 巧) は ナナ スサ ホた 明な 

- . 

に 巧 巧し 且 取を 巧が と 固 おの 巧に 
@お ，をの 血の】 巧を で 巧ん 

と 云ん 邊を しいかな とな 巧 力を もつた# 人 巧 巧を を •巧进 女子 巧 年 W 並に み 女 曲のを れゼ 
れの 等な の 指 謀な に 送り だし •ホモ 靑年 軍の ホ 巧に た t ホる 巧に をつて おる。 

かぅ， したがを した •田 巧な を 巧 族 おを にょつ て 天を つけられた 摄 人が « ては ま 持と 狂り 巧 
と定 つて ま お t 構 巧し •子女の わ 育に g るから 巧这 はな* 二十ち 年に しでず 日の か > 赫 * 
たる ** たる H おに 巧 興した ので わる 0 
-すチ スサ 巧 巧の 巧* 



ホモ 靑年 国の 曲 員に 巧す る 巧 神 的せ 巧な 的辆 巧の 重 化は 
I 獨进巧族と《巧の巧皮のま巧たるぺをホモ巧少年^^||<巧する 1 
之が 眼目で わり •理 巧で わる。 、 

日本の か 子の 理 巧は •1 一 お 庭のを 妻 » 设 でぁつ 心 『 W 巧の 巧に」 と 巧め ては 一友は ない ボ， 
日本には •若 民 1 をの 不巧 の稱 神が 一巧して 居る から 卽ち 

あ. ハ まナリ 

ホ 《ホ ナリ 
おを】 本ナリ 
をして R 巧の がへは 
ま ハ 百巧ノ おナリ 

とな 巧して 敎 へて 來た 化に • S 千年 巧の 傳巧 をぅ け « いだ 現代の 女子に も 巧な として 化の 
血が 巧 ひ •このむ が巧銜 して ゐ る。 

だから •巧が 巧が モ わを W の 島に 巧 死 せしめても 巧 一巧 こださず しで 


巧 



「お 田の 巧に 巧だつた 
お 口の* れ だ」 

と •之を 巧び 之を 規賄 ずるし •息子 白身 も 巧 おになん では •巧の 巧が に两 巧の 巧に お 死す 
る まを せ 上の あがと ちへ •ホ 上の あ 巧と •む 巧て おり . 

『灭皇 巧 下 巧 歳 J 

の 一す を 巧して •がを として 化に 巧く ので ぁる。 

in 本の 巧 子が 巧 樣を忠 巧を 田を 表現す るに 巧して •か 子 も ホ 巧 W にむ々 を がげ る 巧には 自 
己を 试しモ ホを 巧した 幾多の 資 巧は 巧 巧と をつ てあつて おる。 

巧おドィッのホホ巧少年は巧を巧一^の本巧に適ひ- しかもおもがをを《ぶの化杞たる家を 
を お 巧す る 人で ホる から •自分の 巧 おを 化 待す ると 共に 自 々の お ホの 血 巧の 巧輯 さと 化を 
さの 自货の 上に 立つて •自分の 生 巧を 巧 鼓し 正しき 化な とがを をる 巧 傅の おを た 其 お 巧 0 
目な としてを り •且 巧に 進んで は铁 ♦のを おめ 巧 件に 巧しても 明な を 第激を もち •自 みの 
度 子 や 巧た 巧 二のを を ナチ ス W おとして 巧て ホげ 待る ガ ホの 化 巧が 的な 養と か諷 とた 待つ 
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て おな ザれば をら をい c 

巧く してが をな おを のな 念は 巧 ホされ， 架 庭は W みとお 巧の 圾烏 文化 ホに お持た 理の化 巧 
とを り 巧る ものである とのを 解の 下に お 養が 進められて 树る〇 である。 
f ィツの ホ 千 巧 年 W は ホ 巧な 烏逮な 目ち の 下に‘ むみの 巧な をす るので あるが •ヒット ラ I 
ながは 

「ナチ K 的理 をへの 信仰には. そのな 仰に ょる »巧 が 必ずげ はねば をら 3。 ま々 はを 甘 
.がを の 迸が に 惟んで ゐ るち々 のを 巧と する 度は 本が となを とで ある」 

巧 巧に 巧 I ボ して •其の 巧 埋巧 巧を をみ 化の* 强が 度て 本能 巧と をり •强 •い 巧 志と して ホ 子 
の. むに 沒を 愤睹 する を 巧して ゐ る。 これが 政府の 法 かとして 现れ てがる。® ち 
r 遺 傳巧ノ モ巧巧 巧-- 说 スルが 巧」 
r ホ裕ク 化が 法」 

この 法が にょつて ホでは 巧い おな なを 抱く やぅに なり 隨 つて 巧 tt めに 巧が おを 持つ おや 义 
巧 人 巧と りお 婚をか 否して W おのぶ 巧 わる 健を なおを がを のが 巧を 巧が する やぅに をる • 


か 



そこで r 巧 巧 曲」 ボ組 巧され •化 巧 巧に ょつて 目 《 の あ ± を 化の なりに R め •祖— の 偉大 
さと W かしい 傳 巧を 設 巧して を かな 倘お をまん ことを 目的と してち る。 

ホには 在に をる と 『みがの 夕」 を閒 化して 諸種の 巧 洽巧趙 の 巧 おや 巧を 巧 巧と 函 おに »す 
る 巧 巧 的 持 神 や 祖坊爱 巧主爱 等に 關 する 

扣. 

.亩 樂- . . J 
合 巧. « 
などを 巧 ひ •案し い 一日を 息を づけつ、 送る。 一 
化かに 「巧 曾 生 巧」 にょつて 巧 か 奉仕 や* 巧 ルス ボ ー ッを 巧みる こと も 3乂 なが ホの 巧 事/ 
でぁつて •をを 巧して W お 的た 舍 的を 巧の 欠 < ベから ざ々 ♦•ホに 自み 等が 重大を 责任 fc 
A つて ゐる 巧の 自« を徹を ホし めて ゐ る。 

その « — 
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かす 巧 年 ffi では 一九 一ー ニニが w 來な迎 一回の スポ ー ッ巧 w に參 加し なければ ならね みが 制が 
* 施されて ゐ るが •をは 化 植巧訓 巧が 巧な がの ホ性敎 なの 上に な も 巧が をからで ある。 

そして 此巧 巧の 目的は 

】 •彼等に 强 巧な 阁お稱 神を：^ サ しむる 巧 巧な 巧 會を與 へる 巧 
二 •この K ポ I ブを 姐して お 巧た 巧 巧と をを た 巧へ る 巧 

一二 •おを を阁 家と 巧 抜の ぶが である おちの 巧た る ベタ ホモを るが めに 一 
巧 巧を ホ 巧の 目的を 巧が せんが 巧で あるから •自 、巧 ホる 田 貝は おんで 之に 多 加し」 を* と $ 
して 訓巧 をを けて わる。 - 
そして 化 K ボ I ッ時 間の 的には 千 あ 分 削の 巧 巧が 拱せられ るが •之は 巧 的を 巧采巧 巧を な 
しつ、 ある g 員の みがの 巧が をを さしめ る 巧の ちぶで •巧に 沈を 巧 巧の 方が である 0 
又 此時刚 のがい 化み 時 W た 利用して 
1 •おな 圳 巧の# 理 ，的 美 巧 
2 •巧 « や 手足のを 生 •• 


3 •健 巧に を 巧な 巧 養と 生 巧 ホ 法 

等の 講巧 がか R によつ てを される。 そして 化の スポ ー ッの 種目の 中では 水み が 巧 おめ 柳が 
によつ て 最も 侈 巧な ものと 考 へられて ゐ る。 

ホには 隆上巧 おや 化 ホな 巧を ホ 巧に 巧 » してなる。 ‘ 

かろした 度な によつて 訓 なされる 女子 巧 年 W 貝は、 むみ 共に 强 がで •化に 佈が 巧の のがに 爽 
かを W 巧 そのもの、 巧 神が おつて ゐて •巧 謂 巧 刺た る靑 ザを 人の おなが 滿* として ゐ る。 

そのな 會的巧 動 

かなの やぅを む々 の訓 がを を W たか 帝 も •巧に 化 ホ 的 能力の みでは 巧 化を 巧ね つて 巧く W 
人と しては すを をで ある。 巧ち 共 上に 巧 乎た る おお 赔濟 のかな とな 術と 朽拾 とを 待たねば 
ならのから •化 會的巧 助を を さしめ るので ある。 ‘ 

其现 巧の ホ 巧と しては / 

r き 


が 


I 



この 巧 g における 研がは* をを さ 美の ち ホで 巧 はれ# 巧 訊 巧が やむ とを つて ゐて •十 置 巧 
をの 《 員が 1 組と をつ て 度 おのを なや 挤 作の 化 ゆるれ 事の 實否 をぅ ける ので ある® 

この 期間は 八端 閒巧 はれ •をが‘ なるとみ ホモは それ t 巧 巧で 巧 巧の 化瑞 にを くが •さ 等 
の ホ 子は «巧 の 生 巧と 巧 « とを 巧んで 都會に 巧る ものが 少く •一ち « 村の ホでの ホ 子 巧 年 
■員は 部を への かきに 來る事 《 をつて、 巧 にがてが ホと をな との わ衡が とれて 共 巧 か 力が 
地方に 供給され る ことは •面白い ホ 法で も あり •且ぞ 息 巧を 巧と 云ん べきでは をい か？ 

义 、今一つの 巧 會的巧 動の ぶ 法は •巧 « 年 齡卽ち 十四 巧 力 至 十五 巧に をつた 曲 員を】 ホた 
會 から 引離して K おせ 會主巧 まの お 庭へ 一年 閒 巧け て訓 なをす る ♦にして 居る。 之を 
i 舉年 J 

とげんで 居る が •此 おは# 年を 了つた ホモは おを 巧 かに おする 姑む と 興 ホが 岛 つて •此中 
の 1 I 1 W はま 庭 巧 « 的な 美を* んで巧 » してね るとの ホで あるが •今ではを* たる 公訟の 
r 巧 政事 巧」 

とちん を稱に & つて •其 巧 » も！* J 良で ある 爲を 所に 化舉 巧が 增投 されて 巧 <。 
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な 上で ドィツの ホモ 靑年 曲と， しての 女子の 巧 » を なべが つたが •之を 日本の 女子 靑 年の 上に 
見る に 《にを 也に 堪え & いを のが あり •巧 革す ぺ をな 多の 事 巧が をはされ るので はを いか 0 
巧に 巧が の ホ 子 巧の »人 美の 巧を は 巧 美で あるが 日本の 女子 達の 巧 人 ミは 化 巧ず る ホで 

to 、 

日 ま 事 巧 足が け ス 年に 及んで •巧を 巧なる 府± が 曲 巧と なつて 巧 巧し •ー ホ圃を ホげ て⑩め 
#5# の ホ 常 巧で わるに おらず •巧みを やつして を 店な わに 巧くな 乂ボ あり > 巧に 的 巧は ホ 員© - 
巧が であり •巧 座 巧 巧を ホく 夕子が だ や 白めを をつ 百ゐる •そして ホお衡 皮た 美 A と •む 巧る ホ 化 
モ ばかりで ある t 見て •何人が 巧 息を おじ 巧たい ではを いか 一 
覺 めょ 日本 ホ 子 
自巧 せょ •日 木が 人 

か 5 叫びた <& るのは ff しぞ夕 かりでは ないで あらぅ。 

‘ 一 おを がつ くる ドィツの 女を 



ドィッの# 人が 化會 からどん なが 響を 受けて & るかを M るには •なみ か々 巧な 巧が か w 株に 
責 巧され つ、 あるかを 檢巧 ずれば い、 と 巧ん" がし •な# 巧 巧と 公つても 二が のを かが ある 0 
その 一つは •巧 合の ホ 化 •が g にがす る 1 巧の 勢力が •巧みに ホ 巧す る 人に 巧して がぐ 作用 
であつ て •巧る 無自 巧を 力は 必ずしも なを 人を な靑 する のでな く •寧ろ 人々 をして が 化せし む 
る 巧 合が 多い。 

ホには れ會 巧に 公が のが 靑巧備 が 段な されて •せを に、 肚會 人を が 化しよう とする ことで あ 
る。 巧 時は 巧 會政巧 或はな み 改 をのが 巧が 叫ばれて 來 た。 とを がしく 巧を 分 巧し で およう。 

r 知育 上- ’ 

巧 を投 けて か 巧な 齊 巧を 借りうる 設備が 巧 時 普及した "巧に 化み# 巧 上には 巧 俗を 
小國 ice も 多くを てる ホが よい。 

又 •巡 巧义度 や講巧 會や講 ち々 をがず ことで ある。 

义 市巧大 學と稱 する 巧 人な 育な W や 其 他 W わ 館 •動 わ B •なわ 用 も か 宵 上に 黄す ベを も 
ので わらう K 


一が 


を 巧の 巧 まな も か 巧で ある • 

一一 •« 育の 上考 g 

神な か战 ホな 山陵 巧 墓 《な 人 巧な) & どが •な ♦あがの 上に 大 をる 巧 巧を する ことは 勿 
A であぶ 夕導至 S に閒 ずる 講讓話 又は 寮 短 •装羣 の 寡な 動 も 同が でぁ ミ 
义巧 S や 巧動寫 g も 巧す 上に をす る巧大 なる ものが あるから 考 へねば をらぬ し •巧 年 曲 
巧 ホを も拓靑 上に も 相 巧の 巧 巧を 待つ が •をが 搪巧 上の 巧 巧 も 相を 大 なる ものが ある。 - 
一二 •拓ザ 上 • か 
公 巧と か* 動 逆と か 水み プ ー ル やお 巧な や 巧 巧巧每 であつて. 一巧の 巧 衆の これを 利用 - 
する ものが 大に增 加 させねば なるまい。 

巧 巧. を 巧 K 巧て •い，^ に ドィツ Q 村み か 育が をされ かを 拓 して おょ ミー 

為 • 》 巧 巧 

ド イブ 人の 尙巧 をは •ド イヴの 歷史に 最もが 酱に 現れて ゐ る。 



f ィヴの 巧 度は •古 ホ 軍人で あり 巧 王で ホつた 〇ホ 巧の 巧 巧 アルミ ュ A スは义 一を ヘルマン 

といん をで かられて ねる が •紀元 化 年に P 1 マ ま 巧 アゥ ガス タスの 巧 這し ホ 軍 おを 奇巧 ともつ 

で 大かサ しめた 化は •ス 巧のを 人で 巧が であつ た。 叉す 巧ボ 姑の ル I タ ー わり •フリ I ド リブ 

t 乂 王は スネが の 軍人で •智巧 « なのネ 物であつた 〇其化 巧 推巧傳 にある 人* を榮 巧し •巧 春 

巧の W わ 巧には ち 巧の 巧肯 やが あや 大巧# が 完備 睐 列して ある。 

この 巧 神が 巧 巧た なむが 巧と をつ てたり •文 大衆は 巧巧煞 揮に 併す る 色* なけ 巧た も 巧 ふて 

をを あなな 墓し •をの 巧 巧を ホから ホめ 時け へと 化へ て おる。 

そょ 巧が 巧 W の それと 村 じで. 日本の 大概を の あ 泣 や 巧 W 時化 又は 巧 川 時が •近くは 日 巧* 

白 巧のを にがけ 裏 巧 望 G 巧 S にを た 其 巧 5 f はおな として 昭か 時け® ュドモ の 化 

/ 

脈の 中に 流れを つて ゐ る。 

巧に 是で S 堇巧 貞货 で養爹 ss . をと して 巧を 化し 大莫を S つ、 ホ 

てゐ るでは をい か。 

せで， 古今 日本 姆 人の 忠 ホち 節 巧 巧の 代を を か妃 してみ 等 大巧 巧 族の 血管に 巧ん 其 化を 巧 ひ 



挣 めて 巧ょぅ ではを いか。 

r * さ！！ 入 

ホを はを かの ホであつた。 父は 正 六れ 卜：巧 麻 良で あん。 

巧め はか' おとを つてを ぞ 化へ をし 正 置 化を 巧 けられ か 侍と をり • jg いてが 阳化下 •それから 
给 S 喉に な ホら れ •かがに 巧 ぜられ 八十 巧で 巧 じたが •化閒 六十 巧が 年 S 化の 巧に を 化し •巧 
ちに あつて 巧 や 0 巧を 巧 〇兹 巧の 话 式を 化め 生涯を 犬皇の 巧に 錄 げた* 

ぉ ttrg が」 

ホ賠 0 を 巧た 〇 し 彼 なげが •ま 日 族が おが 比 かお 員の 屋 ホで 化を をした 時 •化 ホで 巧た ♦ひ 
案を おしで ホな に AA られ た。 其 時 巧みから 

r 何 か 望みの もの あれば 何 にても 化ら せる」 

巧妙は 之に 巧し で 只な く补 りで あつ わ" 巧义 しゆぅして 

『巧の 父 巧 巧が A 育の 爲巧 巧に 化 おされ •巧は 之た 苦にして 巧ん ザ。* < ば 明 公の 力を な 
で 父の 無罪 そ 巧し おはれ」 
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•から 至ち 賴巧 はなに 入を 遺つ て 父た すねと たゲ 父は ホ 年 旣に巧 巧して わたので 
わつ た。 « かは 父の 巧た 历を wg して 巧 巧 ホ にんり 「村 蓮』 と 巧し • 】i 巧 にんつて t を 父 
巧 の其巧を がつち 

小 商乂の • r 多 ♦」 

熊 本に 货兵 街と 云 ふ 小な 人が わつ ち 多？ を蹇で わろ 十四 歲の時 父が 病 巧に なづた 
が巧がをい ので多ホさ^^は色乂专むし^^^^がらーニ度の食巧をち おに泪巧さ0父 へお晚のま 
せて ゐた〇 

その 中ち 化は 巧 化した が •ち 藥た用 ひる 巧が 出來 & いので 房* とした 自分の ホ*^ た 切 
り 之を 資 つて S 者を 迎へ藥 たの* せた。 

化羹 は羅ミ Q 慧 人は 管」 W をで 董 G 夫人 so たが. •夕貧 ミに ま 人は 
共 出な や s’ おがの わ 語を S いて ホ、 むの おり— から 衰 美を 巧へ てす 其 ホ 巧た 世に 傳 へち 

1><||なホ中 nISA」 

を莫ぁ で 巧 人 も 知つ て 居る をち 若み 田进 《が 西 惡の謠 の 子に ホれ た 網さん は • 



十五 巧の 時 小 巧 巧の 十： 家に 女中 奉公を して ゐ た。 或 日 ホ 人の ホん 巧を 抱いて 表に おんで & ると 
」 匹の 法 犬が かがが びか、 つて ホた。 

綱さん はを げる閒 もな く ホん 巧を 地上に 化 ホて 自 みの々 巧で « ひ はして ゐ たが •な义 はみ* 
な ひ 化して 巧さん の 巧と おはず 肩 や ほや 手 やおと おきらは 卡哺 みついた。 

巧 < して 巧 巧の 人* が 大勢 化かけ て 犬を 迫 ひみつた タ ホん 巧は 何の 巧 巧 もを かつた が、 網 
さんは^^8の爲をに巧んだ。 西なホがの 「あ巧網ホ之ぶ」 は今もかそのお況带-を傅へてゐる>。 

乏 ！ ■さ 

ち さらず 巧し が 涌の なつ 波、 に- 

その 面が をなる ゼ悲 しさ 

巧は 冬の 十一月の ホつ 巧で ゎつた。 化 おの* 巧 巧 巧 g は 東 巧の おお 日本を# の 一巧に 巧つ で 
.山 4 す お话を 打ち寄せ •一 夭 巧に 巧 お化しを* は あち 大巧を 生み 巧は ホ A に 巧 弄された。 巧 お 
に 巧を 荒 巧 夕達も 生を たむ 巧は 度 < 口* に 
「これは 巧 巧の おりだ I 
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お 神が ホを ホめ るの だ！」 

この 時， 巧な のかく お 頭からみ を 巧ら したのは 乙 お 姫で あつた。 

巧は 止んだ •ぶは w いだ •波は 巧 まりをつ て 巧は 目的 化 化に 巧 おした。 

を、 りこの 化 巧を 姫の 最後は な 巧の おを として 今 も 『巧 さらず (木が ま) 宿 J に 巧つ てゐる • 

r 妄 * ミ MU 

阿が 巧 王の 巧 五子に ホれ たまやは •が 巧 子で ホたら しの やろ にな へられ 巧みが をを 巧した 人 
であつ たが •化 まは 夫が 毎 巧が たへ 巧ム のを 見て 巧 化せず- ¥ ろ をを ょりも 夫を 巧 ひとに 化へ 
るので 案 平は をを 曲 巧し •ま 巧 ル 化する 風を して 巧のを にみ をはして 妻の 巧のを かつて ゐ た。 
すると 妻 おは •典 ほの 下で ミを 巧き 巧 巧 中に & つても 巧に つかず 
R かけ ぱ輿ホ 白が たつた 山 

巧 半には 巧が 一人 巧 くらむ 

， この 巧た 作つ てぎ に 合せて 巧ん ので あつた。 巧 W くして 巧 にんつ セが 巧 « に 水を \れ て W を 
‘ みし 出した が •其 水が あち 巧に をつた。 巧く する 巧 二 云 回 •流石の 柔平も 化 焦 巧の 光 巧に 度 じ 


が 



w ホを 悔 ひなめ > 巧 朱が なは 巧な やめみ くそな の 巧を つくした とのまで わる。 

•る 巧され た 「お 萬 J 

甲 巧の 人 •た 萬さん は 十 おなで 某 おにが ダ ーニ 巧 ー ホた 唯んだ が， 共 中 夫が 巧ん ガ ので モ ホを 
育てた 手 一人でを おを 推 待し C 夫の 霞を 神の かく 巧 巧し 通した。 

» ホは 化な 巧を をし 巧を を 免除し 其 おを なえた。 

5 さの 《 化 

ち ホの 夫が 閒 巧から 岛 巧の 巧 美人を 迷れ てなる 巧と をつ たが •を やから 巧 ザを なて 

『われ 1 まを 求めて 巧る 巧に した。 巧て はを がは ホ-巧 白くない であらぅ から* みへ W つて 

•もょ い」 、 

巧 樣に云 ひ 遣つた •之を M いた ホの 巧さん は 

r 夫婦のを はな 巧を はざる 巧 初めて 佑を 同穴で ある。 か 日 自分は を 色 も 泉へ* も 地み 巧に 
夫に 得られな いのは 之れ をく 巧 巧の 欠けた るが 島で ある」 • 

とて •おを を 塞へ 待つ 事に した。 - • 



c のな ホの 巧を 田いた まは 乂 にぶ 人つ で • 
r がに 中 詩を いまで ぁる。 巧 おはを 世の ち ホで わる。 左 巧を 貞 ホ^ら しめて 何ぞ 自分が 
まに をれ ませう。 おは 即 まで お 巧を 巧め ます」 

その後 二人は 巧の 巧 巧の やうに 巧り •'一家 平 巧 にぶらした。 . 

化かち 名を 『小宰 巧 局」 が 十化歲 のちい みを なて 夫の 巧 巧を 扣く やおに 巧 じて 相呆 たかを • 

又 白ね モ 「巧 巧が」 が J 
ま 巧 山 峰の 白雪ん みわけて M 
入り にし 人の がぞ 巧し を - ， 
のな をうた つて 巧 巧を 巧る せしめ 巧て たは 巧經 たなつて 巧！ 一と & り •其う らちい 二十 话 を】 

巧と して 巧んだ かき ゥ 

まは 曾巧义 をで 巧 ぁを r 巧 巧が」 がか 田 まを たみをめ 
• » とのみ 巧え にし 巧を 巧て 見れ ぱ 
な 化が 末にな a ぞた < 



この I まを 十 巧が 巧の 巧に 手 巧け •あたら 化の 二十 巧を 尼と をつ てな 两な柔 に ぅら ぶれ 大巧 
に w つて iaiHii ? を おび 共 巧 巧を が 0 •セ 十 巧で 巧ん ゼ かき 人口に W をして ゐ る" 

それから ホ 馬 巧 族を 巧の ー ホは •父が 六ぶ 羅 でか 巧と 助いて 十网 をの々 を a 田 お 街の ホに か 
かつて 巧し •今一 人の ホさん は义巧 巧が 巧 へられた と M いて 白 分 も 一巧に 殺された いとなを 巧 
し •遂に 巧 巧： K にみ を 巧げ て 巧 巧て ねる。 

二 化 局 巧 尼は ホな 巧を JK じて 

今ぞ しる 巧を すそ W の 巧には 

がのを にも 都 ありとは 

一首を なじて おやに 投ぜ しかき 其れ 烈は •正に 巧で をして 撞 をたら しめて ゐ るでは ないか。 
义巧巧 女 や ご 巧が は •みす 六尺 容巧美 担で 晚力絕 おでが 巧に 長 じ， « 々のを 巧が 巧な を 巧し 
巧 化 巧 時の 室 やを 闲巧 巧の ホ 人が 夫を 巧 ホして 遂にえ と共に 自义サ るかき •或は 木 村ぶ 巧の 室 
は 十乂歳 ♦で ホの 度 巧を 聞を おを として， りかした ではない か。 

か】 つ風賽 りな 巧 お 玉屋の 巧 ホ r 琴を J の** 談た をな しょぅ。 


が 



琴 巧は 巧 上 ホの 所 化 巧と 巧 巧の 中で ぁつたが •ま 日 

『巧 •股は おお ダから 妾とは 巧 穴の 巧を おぶ おは 出がない ボ •か 巧を るな 世の 因な か 巧と 巧 
耕れ てし まつた。 巧 < ば 巧た W きあ价 となつ てず さい」 

右の 巧 巧と を 一封 fc 巧ぇ 粉つた 巧で 自 巧した。 

其を 彼 借は 二 S 年た つてな W 邊のお ホ 接に 上つて 巧いで おる と •巧が 忽巧 として 琴は が 化* 
に 立つ たが •、むの 迷 ひゼと 自分で 巧 巧して 又 四 五 H 巧て 巧が したが 又* 巧 マ 巧の ホ がれを になつ 
たので 巧め て 迷が から おめ •巧 巧 遂に 大お 巧に 昇り# 抢一 化に 並びなき をが 聖が とを つた。 

又 お 巧の W の 人 •をを ネ巧 子は 巧 里の •心底く 諸 巧のを 止と 巧つて 大 にと を 巧 誰し •をに なが 
に 出て 天 川の おみや ま 巧の みお 巧に 參與 しを 闊の ± とおに 巧の したが •.文 久 一二 年が をに 脚 まれ 
自若と して 自巧 した。】 をに 曰く 

ムる さとに W る もたし き 巧 お • 

大巧 山に、 むひ かれで 
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ドイツの 巧 人か靑 

ドイツの 巧 人が 巧は】 千 八 百 セ 十 一 年 巧 ホな 巧が 义 貪と ょばれて 创設 された" 么 はを 巧の ド 
イツは tt ♦ま 務が巧 力を 巧て 居た ので •巧 人が すを 巧ん にして 此お 巧に 巧がず る 巧が 巧： 乂 たる 
か 巧で あつた からと 去 はれ •一八 セ 八 年には フン ポルトが ホ大 # がの おに 開かれた® 

之れ ょり ホ ー八 セ ー年 普佛戰 爭後刚 もな く 『巧 ホ お 化み おみ」 といん あ 巧が 视 出した レ么は 
ブイ ピンクと 云ん や 等 巧 巧を 員の ホ 巧に か、 る もので •おちに して 六ち W 十五 曲 巧の 加盟を 巧 
をが て 巧 大な巧 力と をつ た。 

このみの 扫 めは、 巧 巧 巧を のをを みけて 民 ホに か 化を 施し 巧 化 のれを 的な 巧 脚な を W 掀に巧 
解せ しめんと する もので •义 なの 婦人 もがな やみ 員と して 巧 かした。 ライ ビングの •化を はがを 
& かな お テウスが 共 巧を 則 受けた。 

この 味 レツ シ A グの巧 ホ 大# とか • T ル トンの が ホ 大# を ども あつて •乂 にがん が 巧に 寅な 
して 巧た が •一九 一々’ ザには 化 巧人巧 巧に 巧して 円本で をム义 巧ち 令と ぶム やぅを ものが 化で 


に 


I 


自由 的で なくな 巧 的に K 施さる、 やぅに をり* 女子 も 其 ホ 員と をつ て わる •をして 巧 人な 育を 
受 くる ものは 年 お 十八 巧は 上で わるが •巧と & るべき お 人 か 父は 巧に 好た るた 子が おを れ靑や 
詞巧 をぅ ける まは ょり 大切を ホせ の 巧 上で あり •» 巧なる 巧を 巧みす るので 日本で も ホに 巧る 
巧が あつて 巧の 講 をを 閒 謀した。 

- 

日本に かける 巧の 巧宙 

m 

日本 0 せ， の敎 ザの 島に 鼓 けられ セ 昭巧十 半 巧 文 巧ち の 巧の 講 巧は •其 謀 姉と しては 大學直 « が 
# 巧 おはち 其 他の がぞお 又は 宗 巧を 等で •人 巧な 巧‘ 事が 巧 お ある 巧 巧を であ 0 て •お 講 着は - 
巧を 巧则 として 共 化み む & 掠 人 ホ ままを ホした。 かおち 巧 料は 之た 巧し & い。 畢 巧は 
巧の 修ま ’ 、 

家を 敎育 
れ會な 巧 
みを 巧學 


な 上の 四 目の 巧 田で 化 海道 巧大 •束な ホ 巧が •ち 古屋 « 大 •まを ホ 苗な •庚 島 文理 大 .ち 巧 
香大其 化を 巧 • M 演 • S 巧 •巧 化のを 巧で 巧 巧し だが •修了を は 二千阳 百を を •巧 巧 著 巧め 阳 
モ 人で あり 相當を 巧みを 化め たと まつて ょい。 

，‘こ •マ ■‘ 

舊獨逢 帝 曲が 代には •ホモが K ぶ ー ブで規 び 担るな どと をム ホは はての かのこと、 ち へられ 
てゐ たが •ところが 現在の ド ィブでは 巧稚 巧から 大# に 至る t で 巧々 巧の お マは 话ど 凡てが 巧 
種の スポ I ブ のみで わる 0 

巧 巧は あそり 巧んで ない が •パス ケット ポ ー ル. ヴ T 1 レ ー ポ I ル •ホ ヴケ I その 化の チ— 
A 巧な が 巧ん に 巧 はれ •グ ブンドを 1 つの 公巧敎 をの 巧 巧と して 大いに 黨廣 して ゐ る。 女子に 
みしても ル ー ル その他た ホモ 巧に 修正して 巧 乎と 巧 ど 變らわ 巧 巧が 巧 はれて わる， 

巧に 巧ん なのは 水み であつて •を 圃の睾 なのか 巧 巧 目に & つて 居る のを 巧ても 化 何に ww た 
わいて なる か rip る 0 
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增 方の# 巧では •塞かな なの 專 門な 姉を ミ 四 人は® ひ 巧る だけの 乂 をを 巧な も あるが •凡て 
巧ん 定 化に 化の々 な もを 轄 r てゐ ると 云 ふまで ある。 水み のかに 巧艇 •スキ ー •スヶ ー ト •チ 
ュス 巧は ラン* ング •ジャン ピン グ その他 トラック 义は フイ T- ルの 巧 巧 巧が 女子に も 巧んで あ 
る。 . 

又 •日 お 生 巧で 巧 ム单シ 押す 巧 作 や 木を 削る 巧 作 •まは をい 化た 待ち 上げる »作 等 円な めに 
强 力を 肋 かすを® の 動きを 巧 化て とれを 巧ち 法勒 にす る 乂巧や •自巧 巧 巧で ホ < •をる，. 巧ぶ 
などの 巧 作を 巧に 巧 泛んだ 递巧も 选んで ホる。 巧く した 結 化 •ドィッは 铅 人の スポ I ッ王 W だ 
と 云 はれる やぅに なつた の も 記し 供な では， ない。 巧に 
「巧には 力を！ ホには 美を！」 

このが 神で えづ々 巧を おへを ければ だ .b ない とし •女子 靑年 曲の 云 分の 二は がちに あてられ 
で ゐる〇 おつて •ドイッ ホ 子靑年 曲は-他に 比 巧を 丹を いは どスポ ー ッ巧お •ハイキングの 外 
舞 おも 巧 樂も巧 巧 美が 巧 法の】 巧と して 巧 巧され てゐ るので わる。 

】 义 云 四 年には を 田 的な K ポ—ブ デ I がを めら れ •な 年 かかな 大會 がみ 巧に 巧 供され るが， 
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0 


. / 


な 


細議 


<:遵 を： 若 


化ち 巧 女子の 
ながは 巧る 巧 
上して 米て & 
るが •本 巧の 
美は もがのと 
れた巧 相を 止 
まとせ わ ばを 
ら をい 巧で あ 
る。 み 拖み部 
を や 均に かか 

しち 夕 を？^ ザを させる 貧には— ズ ミカルを 报 巧が 注 度 巧い 巧 巧 巧の 下につ C けられて ゐ るが* 
被 ホ ホの® 巧 & シヤブ と 短い パンツに 日光と をち がよ 〇 美しく 磨を かけて ゐる〇 

由が •巧 〇 ド イクが りで をく、 お 人の 化 巧は を 巧 下が 40 がちで 手を は 巧ムが H のの かし ホが 


襄？ i 壌 

巧#^ X :. 燕 冷 

..娶 



.み 装 磊 ..一巧 


か 


巧々 ない 大 をに 巧つて ポー ルを 巧げ ろ 運動は •此乂 店を ホみ に# ふに たもょ いから ド イブの な 
會 には 巧う した 持 人スボ ー ブポ巧 ど 事 巧 0 日 巧の やうに して 催される ので ホる。 

ドイブ3^人はお庭に乂つてもか日には 】ミ«つてホく* 可巧ホみを逆けて徙ホにょつで所巧 
巧 巧を する し •巧い おがへ 化て 今迄に 巧へ 上げられた 狸* のな をに 興 ホ わる】 日を 逊す ホが 多 
い〇 これは 日本の# 人が 大いに 學ぷ べきな であらう とぶ ふ。 

姨 美 

巧會巧 育の 一巧と して •巧 S やを 巧 やを ホ や 其 化の 巧樂 からを ける 巧な w ホ 面の ぶ 化は 巧大 
& 力を なて 不み不 巧の 巧に 田 巧を 軟化し* 其の 思 おを 作る もので わる- 
‘ ドイッでは 巧樂 はを 巧の】 巧と おへ • M 巧 文化 巧で おおで ■畜な 巧 ホに 巧いて 研 巧し 政 おが 
をた 巧® する。 

こんな » で^るから •ト イク 人は •がんで « 巧を 巧れ て 一巧た 之に ひたつ て& る。 又を 合の 巧 
なにも 芝ち や 巧 » のこと やま 樂を おおと する ♦が ♦い • 
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f イプ— お 2 蒙は： お つ て 巧 冒で •鬟 0 多くは 霞 清 巧 か大舒 分を 占 《 T 居た が • 

摄 なは ダい ぶを の 送く づれて 巧ち 閒奮閒 は大想 夕刻から でぶ しみは 罢の やぅに 巧 
つもの g 逸で を〜 大巧 一つ ものを： が じ •時閒 も I 二 時 閒か阿 時 則を 通し ミろ そして 共 脚本 
などは 所寶薑 誕を离 場す る やぅを も Q 計りが 巧 ばれて • fw おが 作り f 寞 が— し、 
て而し 之を冀 が馨し T 肋を 通し 了ナ 三獨 S 巧 神を 槪 底」 や ミ？® でを る。 

ホを 晏 でも 贼 おや S の 葵の お 閱と云 ふまが 巧 はれて おる が •をは パ 巧に 巧 養の わ给 
上からで ぁるを •义藝 上の な 知を 蒙規し ミミは 巧璧 ぁろ * ^ 
ながが 巧ム脚 Q をは 巧 供 お 人 Q 思 ホと# びを 巧へ る？ •ホモ 靑半居 S られ ゎ蔓の _ 
一つと して 巧 おや 孽巧 S 村笨 f 度で 菜 人脚 幽が脚 や 人 お 芝が を どを 惟す。 廷回 おのみ 

レのを 庭 選さ& 度が’ て 想 葛 化 Q 瓷ミ ミなる。 

ドイッ S ま 透 •一 sv ヘラ や 芝 fo も 其 Q 塞が 大 をく •雲 やお 噫 も 言 ふ 千 
人を をれ る ことが 巧來 る。 ' 

ト イブでは 文化が 抑が ながと L てゐ まら • W 畫 もを みがけ のか 脚を 巧して 窗 表すべ さか 


すべから ざる かた 巧を する。 义叟 はを をで ゎり •曼巧 5 や 呈巧藝 を ど あつて •巧 巧で 
興 巧 もやる からを 達し 盛大で ある。 巧を しても な 府が么 を 巧 ふと 云 ふ 風で ある。' 

ホに 音が で ゎを •由ち ド イブは ザ 學ぶ霎 の 困と いつても ょい おで •特に 雲は 世 巧 一 
と 云 はれて ゐる〇 

a かでは ベ 1 ト ヴェン やモブ アルトの やぅを 天才は ゐを いが •それでも クライス ラ ー の やぅ 
& 1 巧の 音楽 おが ゐろ而 して 特に おな 音楽の た-^ をみ が 深い ガ けに 曲 おも 之に. 巧して 大に 
力を入れて ゐ る。 

巧を を ホ チル や レスト 1 ラン や カフェ ー などへ 巧く と •そこには 巧當 を音樂 なが あつて* 音 
楽の ぞ樂 には 一巧 不自由を 感じを いとを ふ 巧 揉で •义夏 ホ か 巧を どに 出かける 巧ホ舉 生の 持は 
大抵 ヴァイオリン や マンドリンを 肩に かけて 曲 かける し •大巧の お 庭には 化 理の楽 お 力 併へ で 
あり •板 や 巧 おも 之を 班 奏して 一 お擧げ てま 樂の 夕が 化される。 

此か舞 巧を ども 中々 大お なを 巧 去で 開 巧 さた 之も& 巧に がて 一 S た拂 つて A るので •曲 家 
の 巧 踊み として 閒 かれる。 
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を 巧の囊 は 一罢？ 切つ て 謹 Q 浸 助？ る賣 へ— ホで を をら •忘ょ つて 明日 
への 力强い f とを i 接がて •續 Qt ホ 達が て 巧 a たお 養 む も Q は 別と 

して 乂ホ 的の ものは 何れも 巧 巧が 巧に たつて やる ので ぁろ 
この 巧は 日本とは？ 愛」 了ゐ る。 白 案は 囊蟲 人的で？—.」 む や 5£來5 
るかち 巧つ てを を 地して 巧 巧 的 の巧 たがを するな 窒ム 巧は— な、 泣いても 笑 つても 口 
み 巧 巧が 巧 足さへ すれは い-.。 

ガ から •芝居で も 曲な でも n ド？ 巧れ て 5 ては 觀られ をい やぅを ものを 平？ やつ てお 
るの がみく -5 府 S 渉が をい から 巧を e 品 巧 か惡い Q が當 S や 5S 尝辟る もの 蔓 
いから 共 18 を 通じて 巧忆 面白くない 事を 敎 へる 事になる 0 

巧に 擦乂牛 n ドモに 巧す る岛 がに まする やぅな 巧 わを がるを の冀 をい S 巧が でぁろ 化 
K についで は 作を も巧攀 美忆考 をし T 另 た 倚 f ま 巧 Qg 巧忆 巧^たい もので をる。 

S v ち S の w 


^ が 



それは 巧？ はを くを 5 を斐、 R 陵 f して •又は 敎窜 として おさん？ 巧享る ホを 
である J 

ドィツでは •夕襄 A/S しわ 庭 さを 六ヶ月 閒勤霎 化を させ— は 塞がと なつて ゐる 
が •そ Q 前忆； 年 閒赛猛 0 蠢忆 化み & んでお 事な 育を しまて をして がが 巧く 寒 庭の 
ホが は 一 おの 政 巧の なをを をけ て 巧 導を としてのを がを 巧て ゐる 

短さん 達が 行く 孝 おは 化 指雲罢 掠が 居 ミと、 一二な 走で ホが At とを 巧 件に な 

クてゐ る。 そして 巧 巧では いけない • 

賣 巧？ 辛 菜し： かに 一幸 力 至羣閒 S 柔 塞で 轟か 育たぅ けた 女子 巧ろ 巧 巧 房 
のを 巧警 葉を 芋」 た® で t ち 之から S お 類 K 至 器が 霎と ミて かる。 

ナチ ス政巧 か 巧 ホす る 巧と をる •へ* 大切な 期閒 のな さん 连に 巧しても •政 巧は 充をと 巧 ひ 
をな し 5 霎 iK をて 5& 方法で 手 すが •先づ を 靑年 W 各 じて 妾 巧を 

〇訓管 巧め ミ 

t の 巧な は 巧 巧 r 巧 S の 訊 《で •を 雲 まのを 的と か賽 附近の 窒 など K 望が 巧た 


一 が — 



化 巧に 巧 かおた して 一一 迎閒 から 一二 巧 巧 別が をして 
s ち 巧 巧 ひ 
おち 巧 巧を 巧 おする 

又 ー ホな をの 女子と 田舍の 夕子と を々 がして •前にぶ ベた やう & を 巧の まを 巧ち ひの 窗 巧と 

やる。 

ド ィブでは •かう したお 庭 巧め におす る战‘ むと 巧 ホとは ホを 一巧 巧® なが 人の 冊に ホ 巧に 巧 
• W つてを てゐ る。 

これは 巧 逸の 女子 巧 年が はおの 指み 方 かにょ つて • B おとお 巧の 巧な の惠 巧と しての おちの 
お 巧に ついて 明 巧を 自 巧を もち •巧め たな 巧で わつて 化 お 化 時と かりで 
巧 庭へ なれ 

おおと 巧を こそ ホと しての 生 巧の おみの ff 現で ある- 
かう 叫んで 比ま玄 いので ホる • 


が 



ホの 隣組と 防空 群 


ド ィブに も 隣 おの 制を がおぷ して. 巧 も 巧が あ 燃 巧ぷの 先巧饰 腐と して 巧 動を なし •又 巧を 

に 巧つ ては 防空 おが 紐な されて-日 本のが 長さん の 代りに おを ちと 云 ふを 巧が ついて ゐ る。 を 
して 化 指導 貝 も 巧 長さん もを ホが とに をり •巧 任 ホと ま おがが むに 自己の 一を を 誰る。 

义 •防空 訓 なの 場合の 防を お谊 やお 緒が 救 雄が では か巧义 はを 巧 姑 や 其 他の 搞 人が 一を の訓 

巧を 巧け て •女 モーつ で 巧が なく 巧って おる が巧按 はがる を かで ある。 

化 場合の 一巧が は ー ュ階逵 をく ば® 巧 挫の 一が が一な にを つて 居て •其 一が を 一つ 巧って 一巧 

空 おが 規巧 されて ゐ る。 

巧 巧 目 



みが ハ备巧 組卜巧 セラ レを 
ノ棟ハ 四戶デ 左ノ巧 《六戶 
ニナ ッテお ル •をが 二 一名 
ノ指 巧員ガ アリ ニが ヲ】 巧 
II シチ巧 ボ据巧 サレ 
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最も ド ィブでは 日本の やうな やおを でを <• 大巧 I 二 巧 か 四情淫 であるから •其 一巧と 云つて 
もせ 巧の おから 云へ ば やおの S 巧を < ば 四 巧で •一巧 化には 少< とも 十五 六戶な 上の サ 巧が あ 
る 巧を とを る d 

日本の やうに 巧 川 時化の 巧 化 制 巧を 人口の がかした 昭巧 時が の 巧が にしょう とする から •一 
巧 化は 五 戶か十 戶を巧 位と してと 規 をした のは おへ ものである 。巧を 其 化の 閒 なから 君へ ば. 

巧 化の 戶 おは 十五 戶か 二十 戶 にしたい ものである。 

さて ドィッの 巧 化では •共な 巧に 居て 巧 早くから エ巧 等で 巧き •お 計 やぞ兒 やみの 始末な ど 的 
になての 巧 おが 化 ホを いとを つたを 庭に おしては •指 巧 員が 其 おの 巧 巧を 調べた 上 •その 巧 庭 - 
に 手 巧 ひに をる やうな 擦 人を お 巧で 差 巧け て 之た かけて やる し •ホん 巧は 自 々で 巧。 て 筑をぞ 
i せ •をず をして 切 钱の歸 る 迄 お まに 巧 持ょ く 之を サ なする。 

义联 おにが まする 持 人に 化つ て わ またして やつたり •洗 巧を したり ホ 巧の あ 巧を したり •お 
巧を したり •時には 巧 巧へ 巧す 香 面を ちいて 之た おけたり •义 巧し 泣かれた お 人が ホる なれげ 
B をを 巧ぷ巧 やら 看 巧 巧の れ理 のが 迄つ とめて やる。 《かを 病人が あつて » をに 化る おが 阳ホ 


ない とち ム巧 合には 巧 麻は とを 息に 西 立 巧 おに 收 をして くれる が) かう して 巧 人の ホ 巧と 巧 人 
お 巧と を 目的と した 巧 巧 制度が 巧 巧して ほる のは •政 おから 命じた かでは ない。 

すべて 巧專 でも ドィッでは 卜！ からな々 したり •巧がず る やうを がは なく •下から 贿 ぇみつ て 
巧宰 巧が ち 現す る U 化の ヒヴ トラ ー * 1 ゲントで も •巧 巧は 靑年逮 が お* 寄り 巧つて なな 
し •をに 一大み 力と をつ た 括、 をの 靑年 巧が ヒット ラ I を 脚 ホと して 巧く 巧と をつ たので. か 
で靑年 勘で も 其 姐り. 共 化 ドイッ 巧 巧に ぁる お 人 巧 招の すべてが 的柏自 おがた々 の 化 巧を し. 
巧みの 巧 巧を 巧げ てから 么を ヒット ブ I に 持つ て ホて •彼を を 苗の お 辛を として 巧ぐ やうに を 
0 て ねる J 

日本の 宵 年 苗は-政府 やか 審や巿 を や 巧を どの 役 貝が 巧ん になを かくが 一巧に 巧ら をい。 巧 
に ホ 子靑年 W は 其 おだしい ものが わる。 みがの 化き ちが 巧 年を 巧ぷ になして ゐ ないから だ。 

B 本に かける！ 一巧 拍度 

■ •トン < とれら りと 巧 化 巧 子を ぁければ 巧を ぢみ 
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描して 巧 巧 跑巧お ならせられたり ならせたり 
- I •トン < とから りと 巧 化 あれこれ 面倒 巧# 巧 油 
巧 巧の なを 方坦お 巧し 巧 へられた 〇 がへ たり 
III . トン < とから 〇 と 巧が 地ち やお 义巧お 巧 
ド： に 巧な つ 用む 巧 巧 けられた 巧け たり 
巧. トン' とから りと 巧な 何 巧 あらう と 一と 化-巧 
也は】 つの 屋 巧の 巧 s とめられ たりを とめた 0 
このな は 能の 作か义 この 曲は 何人が 作つ たの かは からない が •巧 もな も 巧 巧に 巧 來てゐ る。 
だが •現代人には 巧く となえて S 巧の n ド モも切 ひ はじめた。 

こ 八 やうに 出 ホてから 閒 がない のに-日本の 巧な は 沒连進 ホして 居る。 今 束な 巧の 巧 化規め 
を巧錄 してな ょう 

一 •巧を 故巧ヲ 分割 シ梅ネ 左 一 おが _| 巧 9 巧 巧 ブ設ク 
1 •巧 お スル あせ 巧 力ま 二十 世 巧 


な 



2、 五世 巧な 上 ブ收を スル 「 T パー ト」 

3 、 巧宰 巧 巧其ノ 他-ー シテ狂 世 巧な 上ヲ收 かか スル モノ ト看似 シ巧ル モノ 

一* 巧な ノ巧 置々 をヲ ナヤ ント スル トキ 《巧な アル 巧 か ノを見 ヲ巧シ 町を 么ヲお A 

一 •化 《何* 化 卜巧ス 

r 巧 巧 ハ 巧が 觀巧ノ 巧 神-品 リ 々巧が 巧 共同を 防其ノ 化か 巧 利を ノ增 おヲ W リが 郁め 町々 
巧 ま ノ資法 ユ當ル 

一 •巧が ノ重巧 巧 巧 ハ化會 (おち ヲ巧キ 义ハ坦 化 ヲなテ 申合ス ペシ 
、 1 、 巧な ユ 組長 ヲ S ク 

1 •巧ち ハ 巧が 备化ノ WS ヲナシ 町# 共ノ 化" ■リノ 巧 か 照 會をヲ 化 目を お-通 淫 スル モノ 

トス 

2*_ 化ち ハ 組 會ユが テ 巧ぶ 理おス 
3 •組長 ノ巧期 ハーヶ 年 トス 

一 •なを ブ饰佐 スル 巧な ホ ヲ面ク 3 トブ巧 化 需ノ巧 巧 ハ 六 大巧 トシ 化を ノ巧あ 二 巧み 
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r 巧な ハ か長ヲ 巧を シタルト キハ直 二 町を-一報 吿 スべシ 
一 •巧を ハ 其 ノ巧烙 上 數廚ノ 巧が ブ巧合 シテ巧 化巧ブ おな スル コト ヲ巧 
現在 日本の 巧 化とは 空 巧とは 巧な 巧ち 巧を おとを つて 席る ので •曲つ て かおと 巧ち とは 同】 
人が 兼 巧し •六大 が ホを 初め 日本を 風を 通じてな 長 や 巧ち にお 人の 多い 巧は ドィツの やうに 巧 
巧摇 人の 巧 巧な 巧 動 私から 巧た まで あらう とお ふ。 

しれし 巧が 接と 巧 さ 巧 巧とは 則 人の ぶが ょいと 化ん。 

日本の 巧 庭 巧 空に が 寒す る 巧 人で お 導 員 や 巧 長が •モ 巧の やうを 版 おを してが 空 削な に從巧 

して 居る をは 巧に 巧々 しい も 
ので ある 0 - 
今や ド ィブ 爲 人と H 本 お 人 
とは 巧ぶ へて， おを 阳巧闻 お 

建な に 巧つても •巧が 駐炼に 立つ 麻 古と 同じ やうを せおを なて 》 巧 巧 巧ぶ の 巧 一な に 立つて お 
處 巧を 巧 巧る すの 巧、 むがが 巧と なつて & る。 昭か掠 人の 巧 かも 何と 巧 走し いなでは あるまい か 
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一花 緣學巧 (プ 。イブ， シュ ー ンご 

1 を 面ち •トイ ッ网 から 云へ ば 化 巧 巧に 化涅 する エ ムス 巧が 巧の 巧 巧 地の 中央に ある フ， 
i ヶと云 ふ一閣 村に •不巧 合を f 巧ら しい ホ 化 的の 巧を とか 巧と を 巧へ た 世み で 巧び もの 
の 化な 學 巧が あえ-^ かし •比 化》 曼はネ f 目的に して お 管に 巧く 爲 0 巧 巧では 夕て 
麻^ 妻と をった 時にはを も 有 淺をお 庭の ま おとして お 又 巧 巧 奉 化 おとしての おを や 訓炼を まけ 
る 巧ち 一 衰 期關赛 S 庭を 巧れ て s ? 宿 色を する が S も？ •養と 背へ ばかし 
をらない 巧で ある。 

そこで ••女子 靑年 甲で も S として ま 一巧 期關碧 的に 屏 具た 巧に 裳す るし、 時には 巧 方 
のぬ さん 建を 抑 《する 場合 も ホを* 季 るに ナ于ス 政 かが ホ 巧して ゐるド T ソ闻み Q 李と 
しでの】 人が のむ み t 巧り-*^ げる訓 巧 場のまで ある。 

この 一巧は ド イブ 田內 でもを 化で •加ん るに 巧澤 が雜ら をり •じめ < とした 1な± 化で 
巧 巧の囊 を どは 泥 お 網り をして 其 日の 巧を 将てゐ る。 日 ま 東を 巧 在で をへ ばち か 補に をる 
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牛ぅ を强巧 A あるが •何ぶ こんを 巧を 理んで 化が ホ 巧を 立てた かと 云ん に •をは 化が 巧 巧の 持 
つ‘ 其の 巧な の 一巧た る 巧 巧 巧な にょつて 此 不毛の 主 巧の 開 巧を も ホ わて ゐ るので •をく ょつ 考 
なされた 斯設 である- 

そして ドィツ 操 巧な や 染擊な 員へ なぐには 必ず この 化な 毋 巧が 業の 巧 巧 かがが である。 其 化 
一投 的に 化 保と をる にも 化の 巧 巧を 卒柔 して おる 巧は 立 巧を 疾を たかり 料ス巧 八を たる 巧が 泣 
巧 なられる。 一 
日本の 化が 单 巧は 巧が の 巧 府巧 巧に が 在して •滿 拥閲 巧の 巧 ± に 巧いで 永久にを 巧 酷暑と 度な 
クて さなを する せい 「おかみさん」 を 出して ねる。 一 
さて フ ー スべケ にある K ィブの 化の 部な 巧 巧では 
夫 •掠 生 巧 
- 化® 

育 兒 . - 
兒ぶ 巧な 


巧 a 
手 藝 

巧 生 
生 巧 美化 
化 振 中の 注を 
S 餐巧 
看 巧 
を 田の， S た 
F ィッの 古典 

かやぅな 巧 目に 巧いて な へられ •巧 ルの 巧 « にょって 與 へられた が 巧の 不毛の 主 ホに 巧た 入 
& を いれて 之た 巧 巧して 作 かのとれ る 田と なし •又 美しい 巧季 巧* のぞ 化の 巧く 化と もして 
巧 <。 、 

又， 前 おみ 目の ルに 巧 巧 & る H 巧た 作らん ボ爲 にスポ I ブた 巧ん にやる し •特に 巧 時下に 公 




ける 此巧 巧では- ♦! ランド 地域に 卽 なして 共を 巧を なし 得る 化ての な 育 fc して ゐ る。 

今では この 巧 巧に よつて •フ I ス ペケ】 巧の 止 化が 其の 主 巧 おに 迸は しい 巧 巧 計 畫に巧 巧し 
で 年* 美く しい 化な の 手に よつて 閱 けて 巧 < のは •をく 日本の 化な によつて 滿 がが 巧け 巧 <Q 
と 同じ やぅなる 巧と ホ 待と を铃 つて ゐ ると 去 ふまでを る。 

化 化が みなの 在 事 時間は 巧お閒 又は 六 巧 閒でキ ま 生の 中には 化 ±巧 でお婚 生活を する もの も 
ある 夕期阳 やに 巧る 巧 巧 化の 女性たち の 巧つ て 居る 苛 巧を 生 巧 化 巧に 震れ て、 彼を の 巧のに - 
おし 一挂 のを 巧を ぶじる 化のを い 巧な こそ、 麵て乂 まとを り 苗み のま 巧た るぺを 巧と をる 也々 巧 
のがみ とを るので ある • - 

滿 がを 規 おした 人の おによ ると •ホ ザは 巧い と 助いて おた が 巧つ て 見て おめ て 其 庚* しさが 
わかり •同時に 共 主 巧が 肥沃で •どんな 作 化で も 日本の ものとは 大 をい 巧 のりをして ゐ てなべ 
T も 巧が い- <0 

之を 開 巧して 日本 巧 かと 同じ 捏 巧の 田 かとする には •之から 百年で も 千年で も 化* たる もの 
々あり. そこには 日本の 十倍 も 二十 おもの 人口た おれる お 巧 さが 待つ て 居る のガ〇 



巧け 巧が へ！ 、 

巧け 滿讲 を！ 

かやう に 叫びた くを る •との 巧 だ。 おいちは 巧くべし •化 巧 巧の 風 ± の 巧 < おどし < 化が 
も 巧くべし だ。 

日本に ホ ホる 巧な— 巧 

- 

ド ィブと 饲じ やうに 日本に ある 化な が 巧 も •化-おを 公造して 巧に 其が 校で 結婚さず のでは おな 
< •やはり 化が となるべき 化さん にが ま裕 になる やうを 巧 目を お 巧せ しめる ので あつて •いつ - 
ぞやぶ《巧上にな巧人で巧巧された記巧は巧*その^{^*^^!1の中で巧洲關巧邸±へがいガ化さん 
が あつて •共を ホ 望を 巧め て化滿 させた 柏 かお 巧を 責 し •一* 來 ながに 化 方を でない だからが か 
中、 むで 記者が がを ホら せた おおで ある。 がし それは おい 審 ではを いが •日本に ある 化 お# 巧の 
中〇〇みちぞの化お巧巧は巧洲閒巧戰十-を目當として^^^^さサるのでなく- 一 な人に«いで化 
おとして ながを 狼を 化 立 上げ やうと おんので •班つ て# 學 巧の お稱が 「化 お 巧 校」 とは おはな 



roo 塵 寮」 

この やぅ 忆寫 けを ••ト ィツ？ ぅ忆雾 Q 訊が は 保く 巧く 累つ T ゐる 拳で—。 か 
ザを して 云は しむれば •李ろ 巧 巧 的に 巧が を 目的と した 花な を 巧 巧す る 巧の 目的 下に やれ，^ い 
いとな ムタ 化が にがては 何だか 物 おらぬ 氣 がする 夕典日 ま 化 おが 巧を 紹介して なろ 
00 お 庭 巧 おな の 巧 旨 

ホ舉巧 SS 大夕 &Q ホ 子は 震に が 5 庭 生 雲 K ま 掠と」 了 5 とし TQ 巧 巧を つく 
る ちな菱す る-^ でを KT か •ど ajq 震で も • CQ 大切 堯巧 S 舊を を擎る ことは 巧 
巧に 南 巧で あろ 一方を 見れば ホ囊 なぞに ょつ て 常激 のぶ 巧は つくを てゐ てち 巧が 
に 之を な 用 するとい ム 訊が とまを 爲人 として 巧 巧 摸と いム ことは ホダみ 巧 人に な 底して ゐる 
とい ふわけ K は ゆを を • C れら ミと を是ホ ミた 巧へ をけ なをらない。 この ホな 
に 大切な ミで ををから •を 庭で 思 拿 5 亿効累 《げ 巧い 巧 f 卞 る？ 女子と しての 
覺 ちを 巧 ひ •わる 措を ホでの* な 的な 生 巧 巧 巧を 與 へる ことを 必巧 として 本 巧を なけた ので 


わる。 

•呈が 養な 蹇で •さ 了 どんな 累を どんを 異 へて 居る をなる に 
修 ホ公巧’ 

作法. 

田 巧 
を 巧 
.を を 
をち 巧學 
巧 そ 

ホ 巧 • 
巧 ル 
ホ お あを 摩を (採 ル) 

ホ 道 華道 ぞ ピアノち 巧手 巧を お缉ヲ 巧な 巧 目 トシ チ か巧ス 
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かょぅに 列んだ 巧 目を 兌る と •化み 庭を の 目的は 月を ホの 花嫁を 目 巧と した もので をでは 滿 
洗 巧には をらない。 そしてが 巧 年 化は I ケ 年で •巧 可々 生と して お居す る ことを 本旨と して ゐ 
る。 こ、 では 化人扔 巧で ホる から. お柔巧 年な 巧 二十 圓を窃 化ず る。 

こんな a を 巧を を 巧つ ホ 庭が がを 巧に 一ニ ニケが あるが 》 何れも 大巧 小異で ある。 

この かに 東 巧 巧 や 束な 巿の 巧技で •本當 に 滿洲お 化の 目的で ホ 子を 訓 巧して おる 訓巧 所が 二 
ケ巧 ある。 

クれは ド イプの をれ と 目的を 时 じくし •化 目が も 巧 巧で あるから 之 こを 巧みの 花な 巧 校と 云 
つてい t ので あらぅ。 ， 

しかし 府 にも 巧べ た 巧り ••トィ ッの ホモ 訓巧 がは 巧 巧 的の 目が でな く •が 巧 « ち ナナス 灼お 
の ホ 子と して 修養せ しめ 之を 訓巧 ずるので あるから •政 巧の ホ かな かに 俩 人を 設 めない ので あ 
る〇と 云つ て 自由を 巧 巧す るを 巧では なく 凡ゆる 待 巧を して おる。 

满洲巧 巧の 巧 ♦生 


大陸の 化を 含 地で 巧 巧し ょ 5 奎るセ 月 北 安省袭 s ? 阴 f れ わ襄襄 (開が 巧) 
は冀 女を Q 巧 力が 報 ひを T •いょく 近く 巧 一回！ 牽 一二 f 巧が 芝 化な としてを が 

す ことにを つた ゥ 

ネ萊 生は 替 •山ち S のみな から おつ て來 たかさん 達で •何れも 協 か 會寡寞 巧の 斤 
おりで 明治 S — を卜 して 十一 5 百 M 基で 巧 一回を 同 結婚 ホを 巧げ る。 

雲 f 作つ た赛 Q 襄 さん 速 寞幫伴 •巧 巧 依 行を 策わ了奪-わ 幫大 S 現 化た 報 
字る 計畫畫 て、 居る。 基を のこ 1 スー . 

一 結婚 事 楠 

巧 巧は 巧 巧 巧 

畜だ S でも 因が を增 望-^ め •な 巧を 法砍サ しめる 巧は 寞 として ゐを をながら 
度麻自 抱が 大に必 sK 基 れて& ると && いと 莫 C 力 0 人れ モ忆を ses がわら ゥ 
♦舊の やぅに 年* 人口が 滅 少して 巧く 累 がかず しも 巧婚を ミと 云 ふ 理由れ りでは & 
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く お婚 して ホ #を 巧に 入つても n F モを ホむ 巧を おける やうでは お 巧は おな を 巧の 巧で •巧 ホ 
の 快樂の 巧な にを つて をん。 だからと 云つ て フランス 政 巧は 化 お 巧を を 止す る 法を は 出し 》 な 
いで ゐ た。 

化の 現象は フラン がが 庚 的に 將又巧 ま 的に 目 巧め をいで •俩 人的を 先にした お 巧で あつて 
今度の 化 巧の 巧 因は 夕 * あらう ボ •化 お 巧 巧 駐も相 巧ち々 な 巧 因に か へられる であらう • 

ド イブは 巧】 ホ » 洗 大« ザに がて 巧 < 勿れ 1 二百 巧の 化 下を 巧 巧せ しめたな •かで も 巧 女の « 
は あにわが ホ < •結 婿ず るに もが ホがなかつた かがに ホつて •自 なお 巧な がかな ホつ たが •ド 
イツの 毋 ホが お 巧し をい 巧 € は大历 左の み 巧に ょるとを はれて 居る 0 
1、 巧みで ゐて もせ 間は 何とも 云は めし おぶ もサ氣 である 
2 •お濟 上の 巧 西 

ドイツの 中 ホ 安を を 巧つ には 其 お 巧 お 用は ホを で 二 千 マ ー クをか 巧と ずろ 化 《用を ♦ 
古の 巧 ホで 工面す るには 巧を の 年月た 巧す るし 父を々 と化來 ない と I 古 ふ# 巧 酉が わる 0 
3 •お 巧す ると】 ホが％ に！！ れる 


巧 


ドイツでは 一人 一巧 一换業 ホを で •日本の やうに 文を 巧を の 恩給を 二つ 巧いて 店る 人が 
含 社へ W て 音 巧 も 二 巧间も or 給を 巧ん やうな 事は 曲 巧を いから •お 巧と 同が に 一方が 巧 
巧を化-^@各化るを|^んが道に试少卞&」、 今迄親~^んでホた战と圳化る5巧と 
& く 人生の 唐を がない やうを おもす る • 

4 •巧 ホの 脚な の 巧 合が 隨 がで ある 

ドイツの 巧 ホ 脚 巧は 巧に 淡白で わる だから 改めてな 婿を ど 大巧な な 巧 まを せ ホと も 巧 巧 
しを 一人は お 同 生活に を •そして おしを 志に？ づい 巧が 裘 たら】 一人で 解の 上さ ク 
さと 離別して 胃は 他人 横の ホ 房に & つて 妾 ホの 巧た は 何とも 落ぬ。 
f ィブの 夕子の 貞操 巧を と 日本の ホモのと はを くを つてね る。 ド イブでは 巧た が 夫が を 巧に 
入る のは 蠢生 巧を して f 困を の雙 とずを ホつ て’ 畜が蓄 と 一巧に をる だけの 巧で 
あつて •必ずしも A とまん 巧 子で をければ ならね をはを い。 巧 ホが 巧を であれば ょい (匆み 巧 
巧で なければ お 巧は しを いが】 ので ある。 

日本の かモ Q 相手 Q 巧は 何； 云ふ季 K 髮 されて 居 0 •ちし 其 人と 巧ぞ て其累 巧ん 



だ なれば 巧して 化の 巧とは 夫 疑 生 巧た しない。 巧ち 「二 夫に ちへ ず J と 云 ふので わる。 さが 日 
本の ホ 子の ち 巧な をで ある。 

だから ド イブでは •をい 結 あ 生 巧に 入つた 夫 椿の】 ホが 永い 化を して おる 閒に 夫が 他の ホと 
同を したり •まが 他の 巧と 巧巧閒 係に おつても とはが めを いで •巧つ て 夫を 父は おた みい 閱冷 
て记 いた ホに 巧が あると され 》 むしろ 世上から 巧な される。 之は ドイツの な媒 巧を と 日本のと 
はちへ ホが をな 違 ふからで •ド イブに 云は せれば お 慾を 有する 人 閒の巧 巧 ひ 方が 閒 なつて ゐる I 
と云ム ので ある。 巧つ て •人倫 巧を 等 も 日本と ドィツとは 相を の おが 多* わり 巧る ことで あらが 
ぅ。 - 

ド イブは •巧 一々 風爭巧 民族の 增 巧と 巧 おのな 巧と に 迫られて 人間を ホさねば をら をく をつ 
た。 巧 も 其 人 巧た る や 患を の 巧い お 巧 柏 のぞで をくて はなら ね。 

そこで •紀婚 におして もな 巧では 一千 マ ー クを化 度と して 巧 用のを いものは 無利息で W して 
やる。そして巧】ホモ敎巧のまおをお巧に面いてゐる。 ヒブトラ》は 

巧ち 國巧 ノ其ノ な育ノ 目唐ヲ 巧レタ 肉ほノ 育が-- オ ヵネバ ナラ ヌ。 ブ レ デみ カノ 閒« ハ其ノ 


々 II 谊 カネバ ナラ ナィ。 舉巧ハ 現せ ノ なぞ 抑 ホ ボ巧ブ ティル*" リモあ ♦二 多クノ 時脚ブ 「巧 
ポ ー ッ」 二 巧 ゲネパ ナラ ナィ。 ッレデ コノ お デ タク ノ封巧 まを 巧 達ガ巧 巧め デ 品かガ ナイト 
ちへ ルを 巧モ 又爵掛 サレ テ ハナ ラ ナイ 攻擊巧 神 ブ巧巧 スルが デ 《•ィ 々ナル 「スポ 1 ッ」 モ 
祭 巧-一巧れ シ ナイ。 • 

この やぅに ななの 目的を 第ー ホづ み 巧を 作る 巧と したのは， 巧に 餐化 である 〇义 ヒット ラ ー 
は 叫ぶ。 

を 者ノを ルを れモ此 目的-一 お 合 スル ヤ 々ュ作 ラネバ ナラ ヌシ 女子 ハ 自分 ノ麟 i ブか ル卞ゥ -* 
がを ♦レネ パ ナラ ナイ。 

今日 阳隨 的ナ美 シサ ガ 大巧を ナホけ み ノ巧ュ 巧を ュお シャラ レ チ イナ カッ タブ 幾 十萬ノ ホモ 
ポ巧 阿/巧 巧 スべキ 「ユダヤ」 ノお 生兒ュ 3 ブテ誘 お ♦レ ル コト ハ 不可能 デ アラ々。 

袭ボ巧 巧ノク •メ -- 生 ミ 曲 サレ ルヤゥ ュ おモ美 クシ イ巧 巧ポ巧 冗ュホ メ合フ 3 トゲ 巧ち ♦レネ 
バ ナラ ナイ 《 

をは ヒブ トラ I が ド イヴの 靑 年は 其 巧历の 力と 熟 巧と によつ で •巧び を •ト イプの 無れ さたな 



ずる やうに お 育され ねばならねと 叫んだ 時の 宮ザ である。 

ドイツでは あ* 結 巧す るを となると •巧へ ば】 貪 巧の タイピストと 巧 負と が 巧が かを すると 


結婚 通な 

を 回 A 巧卜 B 巧 トガが 巧 スル コト ュ ナッタ 巧 テ 八 化 お 措 三 巧 巧 ノア ル 
人 ハ 何 H 何日 迄 二 其 理わヲ な テ 異な ノ中淀 ブス ル コト 


ザ 


月 


白 


S 人：？ 


巧 稼を を廣吿 がが 巧され る。 をして 共の 異蔚申 热巧巧 かお 巧しても 巧 巧を おへる をが おい# 
合は 天下晴れて ホ 掃に をれ るので •巧 巧 やつと 抜し 曲した 化 嫁さん も 化巧吿 にょつ て ホ ホが 現 
れた 巧を はか おしと をる 始ホ だ。 お 巧れば 品 かは るで ぁる。 • 

ドィッでは ナナス お 巧 おの 人と おおす るには 巧で 開 訝して ゐる 化な# 巧ネ萊 おでを ければ 資 
格が をい とおん A に •結 巧に 说 して ホモを Ka ずる 巧は 日本と 同じ 巧で わる。 
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ヒット ラ— のが 巧* 

せとち 巧 

巧が の ドィッ 爲巧 をの 中を 牛 巧を 政策を 示す •また 則の 例は W おの 巧るべき 道 笛め 巧が とや 
巧して 巧 ホの 巧 巧 的 巧 巧の あるべき 當 をが どんどん 大きく をつ たとい ム ことで ある。 

そこで 撤 おは 到る 度に 镇 がり. 邮 巧を 夕は田 巧の あらゆる 地方に 巧延 した。 

巧し§ 巧の ドィッな 巧は 特に* 墙に閒 する 化り •巧 や 巧 巧の 態 ホを とつた。 

この 巧 おのな 旧は 巧】 @ 巧の 班が にあつた。 巧* のを 巧の ユダャ 化と なみ 能のを 径 化は •角 
神め にも 巧 巧 的に もがな 的を が 巧 を々' だし •ホの 時代を 巧つ て 立つ ベを 帘 年た 巧 巧に 巧いた。 
おおが あまりに 巧く 金链と 結びつけられて しまつた お 巧は 血液の 巧 巧を 巧 米した。 なせ をれば 
どこの 百貨 巧で も A ダャ 人の ホ 巧 旨は 「股下」 の 巧し 化を ホむ に 巧まで わる 化に しか おへられ 
てゐを かつた わらで ある 0 

この お 巧は つねにを をな 巧 巧で ある 《中 路) 



巧 巧は それ 自身が 目的で あると 考へ てはいけ をい。 巧 お をれば 結 巧には 巧 度の 巧 帝と 巧 持と 
いん 大きな 目的が あり •をが 結 巧の 巧 一のを をで ゎる。 

お 婚は巧 巧と « をに おする 两爭の 巧 一段 辟た るち ホで •巧 給の 引 トーげ を 巧 ふこと によつ て 現 
在よりも をい 年 おで もつと 簡 巧に 巧 ひぅる やぅに せねば をら た。 

今日 •トイ ッ がを 生 巧のを 巧は、 巧 的 巧 念と 性め 网 巧の 沿 ホと をつて ゐる峽 巧 や 的 巧の プ 》グ 
ブ A •南 巧の 浆化や ポスタ ー •'おお 巧から 巧 如 化た 速祀錄 •これら すべては 巧 年に とつて ち 毒 
な 巧で あり •共 結 巧は 巧* のモ 巧の 間にな 葦を 傳 おさせる あおとな つて &る 《 町の 巧 倚た 巧 じ 
て おおのな なを 與 へられた 多 » の 巧 年が •巧 巧め にはが 巧が 侵され、 巧 神 的には 巧 « に 巧して 
ゐ るのを ちる ことは 巧る ベ さ ことでは をい わ。 (る*) 

尙 ，ド イプでは 見合が 巧と いふ まは 絕巧 にしないで •大巧な 巧を しには お » はしない ことに 
& つて ゐる〇 巧つて 社 巧 巧知た る ダンスに よつ て 化 巧 巧が がかされ る 寒に & る。 

ドイツの 巧 巧ち 宮俗 
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ドィッの 夕< の 化 ホでは •結婚の 巧 まに なしな 侣が夫 巧の ホを なをせ ると き- § は ホつて 
上の モ のな 面を とらぅ とします。 * 

同時に 化 婿の 方 も 同じ やぅ & ことを がみ •巧に 巧 女の 二人の 手の 巧を る 学 ひが 搜ゥ ますが 》 
結局 それは 低 侶が 巧の 手た 卜：た 面 かせる ことによ つて 目 化が'^ のみ 巧と をる。 

夫 短は かたす ベを A ので あるが •巧 時に 相 巧ん もので あり 爭ひ によつて 义か 合が あ* 巧 めら 
れる もので をる こんを 之ら の お 巧が 巧 おは 巧 如に 物語つ て わるので ある。 

' I 母親 學校 

ナナス 政 おがを も 力 たんれ て ゐる化 巧 巧 巧は の 巧な によつ て •サ 巧を W 軟存 ホに 巧ら しい 两 
巧を 巧げ かけた ホは 女性に とつて 大 をるな 巧で わる。 

化 巧琪巧 巧は 阳〇の 巧 合に がて 巧親舉 巧たり 巧る ので わる •巧ち 
一， を巧巿 にある A ブク I シ * レン 
二 •みの 的せ 搜巧巧 
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一一 「ム ブタ I ハイムに がける 巧を をす 
内 •《ィイ デヤ 1 M - s • V 

そして ドイッ 货 巧の 郁み や 田 舍のぽ 別を く 巧と なろ べき 巧さん 速を 牧 をして ゐ る。 

巧# ホ ホと か ホせ 巧を とかぶ つて •巧 かの 巧 巧を ホつ て ゐる瑪 をで をい 〇 ヒット ラ— は その 
著 r 巧が 巧爭」 にめ て かぅ をつて ゐ る。 

推 巧 3 9 モカ ゴ巧 K ん隨 レ-- が » サレ ル女ガ 

巧 イザ ヲま巧 スル ヨリ モ 寧 口 强イ 巧-一版が スル コト ヲがム 卞ウユ 
♦ことに ホの む 巧 t 的 巧に 裙り •之を 道 巧して ゐ る。 さは ホ 巧 計りで なく 巧 巧 も ホ かやぅな 
’公 巧に まがされ て 巧く ものである 〇 ヒット ラ I は义 n く ， 

大ホ ハな 巧を ヨリモ 指 顿おヲ を スル モノ デ アル ， 

々衆 ハ 巧ぶ 的ナ 自みヲ 巧へ ラレ ル ヨリ モ 李" 巧ヲ ホサナ イ かま ヲ 々プ モノ デ アル 
巧かナ レバ 彼等 ハ 目 ホ ヲイ カ-一巧 フカ ヲ巧ド か ラナ イノ デ 自かヲ 巧へ ラレ ル トス グユ 見 巧 
* ラレ ♦卞 ウナ 不みヲ « ジル々 ブデ アル 
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巧が おとして のじ ツ トラ ー はが 揉に 大 あの •わ 巧を 自由にず るに 巧 巧を 黄 巧を れいて & る。 ち 
しせ 巧の ほ 人 大巧 巧 をら ではと 烦 かしめ ろ ものが ある。 

この 調子で 巧で も 女で も 大人で も コドモ でも 巧て は 巧を を 巧を 巧に 巧んで か函た •やがて ィ 
<9 スを ••なして をな 洲 におな する ので あらぅ 

巧ち 化 匪 

さて ドィッの 巧 親が 巧に 巧て は 小川 巧 氏が 

—— あむした 巧のを 校が 師巧ホ 所 —— 、 

と 酉す る糕 入* が 九月 おに 巧 巧の 一巧を 巧 かしてを よぅ 0 

ベルリンに 巧 巧 中 色* な 施設を をて ホいた が •掠 人に 關 する もので】 蒂 巧みに 巧つた のはべ 
A リンに ある 巧の 巧 巧の 巧が を 巧 所で ある。 

巧の ホ 巧は 人口 お 巧な 上の 都# にはを ず 巧 かれ •今では# 巧が 一二 百に の だつてね るが •をは 
•トィッ^ 巧 w 巧 人み とで もい つてよ い 巧 巧 化み 巧 人の g 巧の 一つで ある。 

巧のを 巧 〇 ホ あはを 助で S 千 人は 上 あるが •か 巧の よい か 卸を 削 ホして 巧く 巧に 备 化で 一巧 
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りな 育を 受けた 人の 中から 二十 五 巧は 上の 巧 まを た 巧め •一一 巧巧づ t お 卸と しての 巧が 指 巧 
もす る ことに & つて &る《 

巧 負ち 一十 五 人で 一巧 間 S 十 時間の か 育が 巧 はれて ゐ る。 大規 巧では 众 いが 其投備 のを 巧な 
こと •巧 巧た 得た 巧 巧が ゥは規 ちに ホる 人々 を 巧 巧 さ ホずに はたかない。 

化 閒に修 巧ず る 巧 目は 巧 一巧 兒 •これは 子供の 生れる がの 注をから ザて 上る までを かかく 資 
おめ におへ る。 ホ报 やぶ わは か說 •逆び 巧 巧 やな 具の 憑を 法^で がか へられて ゐ る。 - 
ホに 巧 お •两巧 •巧 灌- » が 等のを ま 一巧 •これは お濟的 合理的と いふ ことが 丰 联に& つて S 
ゐ ろが •だからと まつて 巧 ほな おじは 典へ ない。 倚 巧で 小ぞ つばり としたを 巧の 中に •いつ - 
も 一涅の ゆとり や 美が をる。 巧へ ば 巧る お 花を お 巧に 巧つて & た。 このは わ H 巧經 巧の 巧 目 
も ある。 それは 巧の# 巧は •た r 家 持 上 キのお 人を かる だけでなく •みち 生 巧と H をとの W 
がた はつをり から ホる 巧が であると いふ 巧を 巧が ダて、 わる 0 

化 巧 巧が 巧は ベルリンの はかに ドィッみ 巧の 巧會 にわつて •一九 S 六 年には 苗 五十 巧と &P 
巧 ホでは 6 に 四百 一二 十を おへる が •ヴ H デ ィングに ある 學 巧た 巧 巧と して ゐる •そして 小川 巧 


の 話の やぅに 巧 巧を 巧の ながたち は 巧 化に 本 巧に 巧って •二迎 拙の お 巧が 究 にが 事し 巧 互にる 
巧 巧舊 の巧吿 •かを の 巧動材 巧の 巧 巧を どを 巧 ひ •風 主 •人 巧 •お 巧 的 巧 巧に ょって 巧った 似 
巧 刖* な 巧 力た 一巧 的を 大方 かと 巧えず 調 かさせる やぅに して ゐ るので ホる。 

此ヴエ デ ィングの 巧巧爲 がに ああな 千モ不 满のヒ トラ ー が 巧への お 曾 

『巧 ハ ホ ガ巧誤 ゾまお ナリ」 

右の 一巧が 码 げられ て わる n - 
この 巧 我が 巧は ドィッでは 「巧の 巧 巧」 とを なられて おる が •巧へ る 科目は 化が# 巧と 乂« M 
巧 じ もので、 一 
子供の 摸け 方 
まみの 巧理 
ち 兒 
な か 
街 生 


巧 m 、 

巧を 巧 座 
巧み 巧を 

巧が 巧壽 され •敎 ザ！！ 座では n ド s ' む惡が 大巧々 を 占 《て 居て — が ホに 巧し むか- 
が ホに ぞか等 S いて 例話し 巧 計を 巧々’ 凡て Q 角をから 巧？ るし •玩具 0§ で はコド 
モが 自ら 巧 巧す る やぅに 简 みを 材巧 によつ て おおせし める。 

化な 巧 巧は 女子と して S される 援し •此裹 で 富 親と し 了 0 をが が 貝 的で わるを. 
力の 人れ 方が をつて 居る。 

み 生に しても 2 Q 妻で ぉを ら慧 巧へ も f •よりよ さ— 署§ とちん 裹の自 

巧から がずに も I 生 おなで ある。 

又を 勘 的巧冀 巧ち 田を の 山 閒や沒 がへ 巧つ て パルタィ ハミ i のぎを 巧を として* 
绞 が！ 初められ • 

义化换 巧 
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幻 9 

をに ょつ ss をち 化 養を 覆す 富 &は愛 ま 部で 望」 了蠢 s 令を 巧け る 

议 かにを つてね る。 

かくして 巧 巧修柔 の韶が 終へ るち 現 蒙 幸 おと 改 巧して 巧く 裘の蠢 への 望みを 拘一 
ぱいに 抱いて 歸〇て 巧く— を 母 おが •ドィツ 寞2忆 カーは いで 白ら sf 塞な もの 
にして 巧けば 行く お J ツ供 おは 葵 £2 巧 か。 巧 《をて 進んで 巧く 0 である。 

ー ナチ ス國 家の 要求ず る 母親 

をの 掠 神！ 

ナチ K2 ま ^ 迎ち ヒト T その 人の. む S 現で あるから •同氏が 巧な のま、 にある 巧は 卽ナ 
ナ 'K 田考— す 臺|。 ミラ， is 柱た ミき 咬— と」 S 求して 居 
るので わる 0 

云 ひ お ムれぱ 寡な 時代から 巧に をる § ナナ X 妻に ょつ て襄 系され た裴 神を なて 
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寒 庭 s つて 華べ てを. 囊 s 性と する— をが ヒ ►ラ， 宴へ c 護で ある。 

ダから 寡 歌 契羣 S 農 冀 sf を & しつ、 ホ 奚や季 を— 至 ミホ をれ 

らとて •まは 巧は かして おおを こで •戎は ホ S 巧は 流さない。 をが ろ 自分の 累 •巧が 子 
が ナチ K 養の ちに 巧せ とを つた ホを 本 巧と •む 巧 お 巧 のぞ 巧を がした でゐ る。 

あの 危 おな 閒璧 をが 下蔓 Q かれ f 化 をげ？ こ ドン 攻 《をがお して ゐる〇 は. 巧れ 
も 十六 セ 《から 二十 SQ ドィツ 羣で 至が •そ SS 子 Q 化 盛 C おして 
あ、 神よ 

巧 中に よつて 其 巧 章の 巧 おのよ ク 
巧 犬を らん 巧を 茜り おへ 

かやぅ に 祈る とのまで あろが もが々 かを おて I もちを 荒 巧の 巧は かしてを か & いの だ。 化 
ホ 丈夫の 巧ち と 也 巧と 旨 ま？ お通して ゐる〇 がは 
ナチ スま 费两 おの 爲に 

をは 


W 


天皇陛下の 巧 島に 
日本 巧 S の 巧に 

一一して 

一み 一巧の 名 春の 爲に 

-ヒ トク i — ま 「—if — liit た 勇を 脚い 
で 非常に 管 人つ わ ミ？ わるが •彼と？ 富 親 望は 斯 株を 填 合一 覆 筆 妄い蓉 

、むの ある まに 試ち は巧づ かる i であらぅ。 

ナチ スは 一 そし ミ； 1 は 皆み 的 冀を是 要 ホして ミ。 

ホに 庭 的 ホ 商では 蠢 のま おとして ホづコ •トモを をむ 事で わる それは 一人ょ 一 

二人ょ ゥも一 二人 否 ミ 人 f を tut 了 f S — 畫 •堂に 

み—— にせず 雙ず 丈夫で 養で 生； した— 滿 ちて— である。 

るので •ド ィブに 生れた 女子は 诗こ S おたたて 巧に 巧まして ちち 


ナチ ス 田家は •右の やぅな， む々 共に 用が をな も をれ が 待な 性を 巧す る ものを 望んで なる。 そ 
して それが W 菜 不« の榮 ホの さに® ひ 巧け て 巧く 事 をれ して 巧く 拥 なして 居る ので ホる® 

I 母親を 保護ず る 施設と 法律 

A ツタ 1 ハイム 

ぶを の爲 n ド モの爲 ひいては 巧 おの 爲に 巧は 巧に I 冗 おでぁらねば ならた。 しかし 何時も 巧り 
つめて 荣 をの 巧に をり 典 まに が 巧し 加へ て 巧な のちに •むみを 巧して ゐる 巧は 巧れ 巧が で わる 0 
この 波 巧に か 養と 思を とを 巧へ 元氣ょ < 巧 日の 巧 動を を さしめ る 巧に •は 巧では 巧の 化を 巧 
を 設けて ゐる〇 

こ、 へ ホた 巧は 共な 日 わは をが ミちと 離れる ことが 曲 ホ •.且つ 充分に かむ ことが 化 巧る やぅ 
に巧設 されて ゐ る" 

ス ポ—ブ のがを な 人は 1 
舒 巧を S きたい 人は 一 r 


を 巧みが 開かれる I • 

映 巧を が 催される 1 

みなみ 自 のかむ 度に 巧つ て 慰を もとる やぅに をつ て &る® 

巧ぅ して ムミ ，ハィム や •を 資義累 に累 巧つ セ 後の蠢 ち 人 S ない 巧には アル 
パ 1 ご？ \; (巧 倒 秦蔓) にょつ て專 居が でを て 母親が W る 迄 何 一 S 话 0& いや ゥ 
に ザら I * 昆 窠さ 化て 行く を 母觀は 章む」 了、 む 巧く 迄 巧 養が 出が’ @ 沿わる. む 身 寡つ て- 
が つてが ろ そして、 化 4 ッタ 1 ハィ. 4 は 大巧 まら S いお がを 迸んで わるから •向 巧の 巧み W 
をむ ゆく 迄 受ける こと も 田 ホる。 - 

この 期 閒は云 迎训拉 だが、 巧 おはを 巧 ひる 程 元 氣たホ 巧して ねる • 

この 洗設は 巧る 巧に ぁつて •雲に が 女と 体す と美へ るは かなで わる、 が •之を 通して 畫 
面 か 蓋は 色 A Q 瞬 級 C をろ 巧 か 巧る と C ろ らを KK 色 を！？ 題を 研 巧され まは か 满の义 
換 とを つて 家庭が 巧卜： して 巧く。 この 一つ一つの おちが 巧 上して 巧けば W 巧が 巧 おして •ドィ 
ッ巧 おの 乂 なる 進 あの お 巧と をる ので ある • 


，巧を » る まを 

f イブ 政 巧では 巧 や 括 人に 阴 して 色々 を 法 かを 公 ホして 之た 巧 匙して 居る •例へ ば 
1、 巧寬お 巧ャ巧 巧が 巧 業 ナドデ ホ 子 ノ巧倒 ハ 巧 シク 胡 巧 サレ テイル 
一 •ま 巧 ヲ巧グ 巧 合 ハを ち 限を ボ規お サレ テア ル 

r おが 工場 二が ホ K ル 婦人 ハ】 お時ヲ オイ テ 巧師ノ 診巧ヲ 巧ヶャ セル 
一 •街 巧-一が テ ハ 掠 人が 货ヲノ を スル 的 アル か 菜 ニ ハが を ホセ タ 
一 •推 掠 ュおシ テ ハ 耗圳ノ 保 薄規を ボア ル 
1 •颗 場ノ おを ノ考巧 
2, 巧 倒货株 ノお试 
3 •巧を が 適な ノ 時期 二が 暇ヲ與 ヘル 
4 •な冀 不能 巧 閒卜雖 モ巧巧 的な 證ヲ 典へ ル 
一， 持 人な 卖 がが ガ苛巧 ナブ ヌ货を お 員ボ巡 巧スみ 
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】• 公正 貧を ノせ巧 

其 化む 巧は 特則 のちた おけて n ド モと巧 巧の 巧 巧を してね るが. 妍 へば コ •トモを 誤 巧を どし 
わ おには 度に 及 巧に 巧す るから 巧ぅ まふ おい 人間は 巧々 する。 

又 巧 おのせ 規が 巧に 巧して は •..がれり 巧 せりの 方法が 誤 ぜられ ，無 巧で 田 立 おおに 入 おせし 
め •お ま 分を 巧へ て ホか焉 巧を ずるし •ちし 化 巧が か 案を 持つ て 居る 人 をれば > みを かを の 巧 
がは ま 給され る。 

义战柔 な 人た る 巧 巧が 出產の 場合は 共が 巧に 休養 巧閒を 典へ るは 勿論 •コ ドモが 出が て议お 
につけを くと も 月 おはま 巧 はれて •其 生 巧に 其 n ドモの 保ちに 差まない かを が 巧 ぜられ る。 
日本の 巧で 保 巧を は 巧と n ドモ との 巧 人を 巧 巧す るが. ドィッの 法律は K イッ 民族の 巧 大の巧 
に —— その さで わつて 何も彼も 
巧 家の 巧に 
ド イブ 巧 族の 島に 
色* とお ホされ てた る 0 
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なし 巧 我を は 化 巧 ホを をけ をく ともな 巧に 巧け る やぅに 巧 力して ゐ るが •をには 
健 巧なる 巧 巧には 巧を な n ド ♦が 生れる 

之を モットと して •せおに おたな ム ことは ザに 用を 巧 巧を もので •巧に 日* のを 构 のが 巧を 
どは 巧が を陌 t のり， 手 巧の 巧 巧 がをおに 上る。 

日 ま 掌な 宙ま ( I 巧た お がぶ) 

巧 一巧 十 S 巧な 下ノ モヲ堯 スルせ 巧困ノ 巧を 巧 スル n 卜お 《ズ又 ハ 其 ノすブ を 巧 スル n 卜巧 
《ザル 時 ハ 本を ユ ヨリ さヲ巧 助ス 

巧シ 巧-一拓 巧 ま 《巧 抗ヲ ナサ ザル モ 巧な 上が 巧 銷巧ハ 巧 转ノ巧 巧ュ アル モノ ヲをム U 
下 同ジ) T ル瑞合 ハ此巧 9 ュ おラズ 

巧 •巧 巧を アル 巧 合 卜巧モ 其 ノザボ あ ノホ巧 ノー-一巧 巧 スル 時 ハ 莉巧ノ 規をノ 適 州占 
ブィ ナハ巧 ハ 巧 巧 お ナキモ ノト 見化ス 

一 •巧 神义 ハ々 巧ノ 巧ち-一巧 リ 巧が ヲ巧フ コト 能 ハ ザル 時 


m — 


二， 巧 ホ ホ 巧 ナル トキ 
ゴ r 巧 令-因 リ 柄を セブレ クル 時 

四 •巧 モヲ巧 ホ シタルト キ • 
第二が 本が ノお用 ニプ ィチ 《十 S 巧は 下 ノ孫ヲ お スル 祖巧 ュシ テを 令 ノなム ル モゾハ 十 S 歳 
な下ノ モヲ擁 スルせ 卜 なか シ共ノ 巧 ハ 共 ノ子卜 ち «ス 
巧 一二な 巧 5 ノ 巧を 二巧リ 扶巧ヲ をク •ヘキ 巧を 卜がモ 巧 ダな 巧 其化ノ まめ 二 因 リでヲ 養 ザス 

ル ニ 適 七 ザル トキ ハを ヲホ 巧七ズ 

巧 四が 巧 一が ノ規巧 ュ巧リ 扶巧ヲ を クぺキ 巧 合 卜巧モ 巧 ノ扶ま 巧沒を 及 其于ノ 扶養 おが お 共 
ュ扶餐ヲナス 3 トヲ巧ルトネ ハ么ヲ巧巧古ズ 
巧シを 迫 ノ巧情 アル トキ ハ 化 化 二 在ラズ 
巧 五が 巧 巧 ハ 巧ノ巿 巧な 長と ヲ巧フ 
巧 六が 扶助 ノ 插巧バ 
生 巧 巧 助 



巧 


巧 首扶巧 
生 柔巧巧 
巧 持 巧 トス 

巧 巧 ハ 巧 ノ生巧 及 モノを 育三 必お ナル 巧巧ユ がチ么 ブ巧フ 
(を 巧 ナキが 巧 ハを 略 スー 

巧 十條扶 巧ヲを クルせ 左ユ巧 グル ま由ノ - 一一 巧 當 スル トキ 《ホ 町材を 《扶助 ブ巧ナ ザル 
ヲ得 

一 •本 巧- 1 お キチを スル 命令 ノ規 を-一巧 《ザル トキ 
一一， な ナク扶 巧 一一 閱 スル 巧 巧 ヲ巧ミ タル トキ’ 
iir 巧 セが ノ規を - t 巧 ル 市町が 長ノ 注を ユなハ ボル トキ 

巧 子な S を 施 巧を 

5 —— ミ條 迄ち 》 
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巧 叫 おお 巧 巧 

扶巧ノ 度 止 •巧 止义ハ 巧巧ノ 場合-が チ 扶助 ヲを クルせ 己 ムブ巧 ザル 巧 山-* 因 リ的化 
シ タルを 錢父ハ 化な ヲが 消シ义 ハな 失シ且 お进ノ 資カ ナキ トキ ハと ヲお遺 セ シメ ザル 
- f 1 トヲ巧 

巧ぷが おお 巧 か ハ 访ノ生 お-- かお ナルを を おみを がノ給 典を ク ハが 巧 ブナ シ义ハ 生 お ゴ かお 
ナルな 巧ブ授 クル コト __ がナ么 ヲ巧フ 

巧 十一が を 葬 ノ爲を 化 スル 巧 用 ノ化巧 ハ 十 闽な巧 二が テ か 方 おを 之 ヲをム 
化條は 十四 化まで ぁり ルに 

巧 モ巧設 法 巧 〔巧 則 {| 教結 SH 。 田 2) 

右 十 I 條 にょり 巧 巧ぶ ホの 巧 巧が 規 をされ 巧 子 t 巧 巧す る ことにな つて ゐる • 

一 母と なつて からの ドィツ 婦人 

さ y つ A たを ホ 
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ド ィク 爲 人は 元 巧ヶナ だと 一 占 はれて ゐ ます。 なしを は ド ィブ 持 人のを 巧が ち 巧 的 巧を にない 
巧據 をので ある。 / 

がい 巧が 日 おの 頁 わにしても 巧して*! つて 來る卿 用き I には 命じな レで •巧に & ると «巧 や 
バスを 利用して 手 推 巧を さげて ボ 巧へ 化 わけて 巧 < c そしてな 巧のを 历に 巧る をが おのな 巧 表 
にょつて 1 巧で もモい 巧へ-^ と 巧 かける と 云ム抬 巧で あり' がな わの 買 ホ も お 巧を 吟 巧し • 

目 ザ もの をれば】 々でもを はを いやぅ にち々 で 日 巧に 巧を すると 云ム巧 巧で わる 0 - 
又 巧 かめに •ーヶ月の ち ホの 巧 巧を 立て、 巧く が •化な なやの 一巧は ホ 初から 巧を して «< W 
が •ち 化の 上手の 巧に 巧つた をを も片 ホに なつて は 一二 面 お W み 巧を 巧 巧に 入れる と 云ん あで わ - 
る 0 

又を 巧 巧は 母になる 迄の 間に 巧理 と* 巧と を充 々に 巧 ひ 巧え て あるから •一巧 專巧 巧の 巧 巧 
がと 同じ M 前を 持つ て 居る ので •お 日のを# に 上るな々 も 街を 的に 且巧巧 的に 巧 巧され •ホ 人 
や 一ぶ 巧の かむ やぅに け、 がして 巧べ ると 苦ん わ 末で ある • 

わやぅに妻が巧が巧巧巧のやぅを手历^巧まであるから、 ホへ巧てをべても{!^^^ホが巧つて 



々マイの だから 食事の 時を 巧し み 一 寒 田 巧と なる のは イ 、ち 巧では ある • 

日本の 巧 庭の やうに 巧 巧の む 得の 不充分 & ホ 巧が •力 "— I も 巧を もな 巧 も 一巧 お# ひなく 
巧き 當り ばつたりで •み 日々* を 巧な 化す 巧理 とは 巧つて •ド イブの ホ おの 巧 巧は 巧 おめ にな 
巧の 巧 現 表が ホ 巧して わつて •渡を 巧 分の 宙梅 や稱 巧の 配 かがして わるから か 巧つ たを みを 食 
ベを く- JJ もい、 まに をつ て •おを がない。 

义 まに 女中が 居ても R 巧の 貫かは 斐 おが 巧 かけて さを 女中に 巧して 巧 理をさ ホる と ミムまで 
ホ やは 女中で 巧理 I まを 研究す る 巧に 一生 恩な に 化 巧して •奥 巧の な驗 にを 格ず る やうに 巧め 
ると 云ん 有様で ある。 

化 化は 日本の ま 操 •.巧に 化 お 時代の 娶 がが 大 にかつても のて# ぶべき 巧で わらう。 

をれ か あらね かサ 巧な 人の 中で 「世話女房 J としての 巧 巧の ホは 「ドイッ ホ」 と 云 はれて ゐ 
る。 肪 •横に ド イヴの 掠 人は 巧 巧に 目 巧め •一美の 寒がを おれを しに やつて 巧く 巧に 硏究 しま 也 
L て 居る 0 • 
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巧の 9 きぶり 

，ド イヴの おを のち 掠は •巧き やで ある 巧から が* で 寸クの 巧が をい 措む と々 巧と を 使 ム， 

そして 其のが 關的 巧を が ぉがで あるから •例へ ば 巧 巧時閒 はかに ホ おを 巧 わて 巧っても 遇へ 
& い 巧に をる 0 

日本人の まを の やうに 日 蹄 円の 化 日に 一み 捕つ て か 出しょうと ぶんた ホ' 巧 間 されても ル か I 
を 差を へて 午が 中 も活这 むと 君ん やうな 巧は をい。 义 巧* の円瞄 H にお づれる 人 もを いのでを^ 
る。 一 
化が について 巧 ザが ド イブ 掠 人に 巧いて 庙 もした 巧ぜを おさう。 
それは化の本4^^4!!:く巧に巧惠大巧化を訪^:した時の巧でホる。 

巧 おが々 妊た 申 a んガ 巧は •ホ 子 巧 年 曲の 巧 巧を として ド イプでの 巧 巧な 悅 担に 巧る 人で • 
日本な ホ t 命ぜられて ゐる ホで ある。 

巧 譯のホ 巧から わ ホいで* ふと •只 か 巧が 中 だとのまで ある •でみ 巧に 巧いて た々 巧を ホつ 



でゐる 間に s 回 迄 訊いて 巧つ たが 矢 巧り 手ボ せせ ねとの 巧で ある • 

かう して 二 時 M を 泣して 巧つ て & たが 巧* みへ をい。 化 時 巧 氏は 

「ド イブの 人は 時蝴 的に 化 事を してね ますから •，訪問 時 柳は 外の 飛 入りは を 巧の ホです が 食 
へを せんょ」 

巧を はなむ して 後日の みな 日時 t め 巧して 引上げた が •かう 一友 ふ 風に ド イブの お 人が 巧に 時 
閒を说 守す るのは い、 巧で ある。 之は 巧に イ 、巧 巧で ある。 

日本は 背から 「日本 巧閒 J と 云つて ザ か 十 時を をが とすれば 少< とも 午が 九 llWf 合と 云ん お 
巧し をして おいて 4 .巧 的に ポツリ {とが， V なせ •み* 問を する のが 十一 時 少し 巧つた 巧で わ 
る。 化 一人一人の 巧蝴 のを かは 化かを もので あ义 が， 十 人の 二十 人のを 巧 時 閒を持 計 すれば 巧 
に 巧 おしなければ をら をい 巧で わる。 巧し 化 巧の 日本の 沒 人の 會 をには 灼お時 削が 皮 ザされ て 
な 持ちが い、 0 _ とれは 持 人から 巧 子を して 左に 巧は しむる やうした いもので わる， 

さて •ドイツの おを の 巧は 寸 みの R のをい 程ょ くがくが •用事が をれば 何もな もちれ てし 4 
C て莊 ぶ。 つ 4 り 


U0 


ょく 巧いて ょく おぶ 

ホに そ ホのを 庭が ぞ のが 巧は •ナナス 政 巧が 苗 まのを 巧は そづ 寒を にある との 巧 巧みら 化 巧 
して •その 巧 おの 療 みとを るべき 朵庭か 巧は ホ 常の お ホが 巧 はれて 居る。 

巧 1 モ ホは 巧 家の 乂 巧な 一- < 1 人で あるから 么を化 巧に 巧て わ ば をら めから 巧 生に を 巧し- 
父 も 巧 もを おおが K n ャヵ である 事に 巧 力す る。 班つて コド モの 空の 逊巧法 ホを に 到る を か、 む 
の 加 巧と 巧を とが 巧 はれて ゐ る。 

日本の やうに み 巧な ちに® をして 居る おお. 小# 巧の 生 巧に 苛酷を 巧 巧の 巧留を やらす 巧に 
無理に 化に 巧は ホて 本を 讀 ませ# 術の ホ 否を やらす を どの 巧は 巧して やらない。 

ドィツの 切 現は •を 一人 かな 上の 巧 我で わるから •モ ホの おを にはが 師 としても ホ 分の がが 
を 持つ てゐ るから 》 巧 巧の 巧 巧に でも 滿 ちの 巧 ホる 解を をして やる。 ぶは ば 之れ 悅の巧 間にを 
への 尚來忠 いやう をな 人は 巧と ならを いので •巧に 角 填 巧や义 おや 巧 巧が 巧め るから 不せ 巧な 
巧が お 巧して 毋と をる やうな まは をい の だから ぞ もを もむ である。 

かろち ム曲 にがては •日本の ホモ 教 ザ も 大に考 へねば をらぬ と 巧么〇 
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巧と 云つても おを な 育の 中む はかに わる。 巧の 及 度を をは 子女に をに 反が して 之が 咨 ひせと 
& つて •巧 角の 天才 兒もモ 凡に がる 事になる。 

一ニ ブ兒 のがは 百まで 

この 言 おは おおな ちの 巧 化を 言 ひ 表した す 喪で をる。 むすべき 巧で ぁる。 

健 巧 美 

ひとり 切 ばかりでなく ド ィブの 孫 人は •を 化 巧に よる 美を 美貌を 株して おを 生地の ま、 の自 
が 美に おして 巧 力す る。 

を おのな 人で 巧を 通の 人の 話に よると •を 庭の 巧 去の がには 化 巧 道具が おい。 巧た まぁれば 
香 ひのしない 化 お 水 くら ひの もの ガ〇 

日 よ おい 巧の 热臺ば かり^を い 四十 も 五十 もの 年を とつて 十 セ 八 歳の 始を 持つた 巧の 巧臺 
を なれば ‘ 

む 
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4 白め 
化を 说毛 

クリ 1 ム 

をの 道み】 式 

まるで 小さい 化 巧屋の 陳列 巧 ほど 色々 を ものが 巧んで 居る。 

そして 一時間な 上 も か A つて 加工し がめ て ベタ をの やぅな 化が をして 其の上 ヶバヶ 
バ しい 年より 十 年 も おいを おや 巧を-て 闲 かける むは 餘 りなと もよ くを い 巧 だ。 

化 巧 用 だけで も 中 巧の み 庭では るら く 巧に む 凹は か、 ると おム もの •なん や 之を 巧 貫の やぅ 
にして ゐる 上み 掠 人達が •を 巧と' 時間を さ 巧ず る 事は 巧に な だしい ものが ぁる-とは 化 防 巧な 
したい ものでぁる。 乎 女が 巧の 巧に 巧 义ま庭 巧 巧の© に 進んで はがが 美の 併き の爲に —— 0 
ドィッの 母は な 勘に よつてが 神 的 •が 安に よつてを 物に よつて 自己の 铃つ自 巧 美の 贫试 にお 
め， 巧巧美をちき上げてゐる。 だから， 化巧のま>.の美に巧々と轴むはが^>0^巧美はお滿でぁ 

ろ 
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ドイツ お 人 だつ て 百 人が 音 人を 芝た A ばを ではなく、 2 雲 ざ 卡&惡 0 人 至を 
何れも 加工 的 全 的の 美た 巧 ひ •自羹 養 美に 巧れ をな ホる 葬に 力めて わるの ち大 にがぶ 
べき# ではない かり 

巧せ 愛 

燒 巧の 巧 乎 夜の な 子を 化ん 親、 むで あろ 山は おけても 山 A はかを •沿 《て をげ をい •モ がを か 
ピれた 巧な はました 巧 子の 房を' 坦 めに ホる。 么れら は 之れ 巧が の 巧せ 巧で ある® 

巧 巧の！！ 畏 たる 人間の 巧を 巧は ち 目的で あつては をら をい ので ホる 0 

ドイツの 兒巧巧 巧 おとして かられた ヒルデ ガルト •へ ツツ T は 「巧 性を」 & る まを W してね 
るが •化のを はるを ■作 氏に ょつて M 譯 され •刀な 巧院 から 巧 巧され て 居る が •共 中に 「巧な 
爱 型」 が餐 きつ r ちれて あるから • 3 も 多 考 にして K ィツの 巧 載の せを 巧を 採ら ゥ〇 

子供は た r 生れた》 けでは 畫 K 寡 Q が菱る 富を 器-^ お そた はどぅして t 

巧 ホ わるせ をの 巧 巧が がが である。 同時に 一 W の 女 巧が 本 當に幸 W を值 貪な 曲 巧 生 巧を をむ 



ためには 是ホ 

子供の 巧 巧 たれ 
それせ にこ そ 

な 人ょ. 呆 庭へ 巧れ 

とい ム 現代 ナナスの 两 巧を 巧と して なても 亦 このまの 巧を はまこと に I ボ ゆに 南んで なる。 

. 々巧 SiB 度 - 
巧 巧の 巧 性的 遮 度は どの 巧な も 巧】 である 譯 はない。 が* の 巧 K •生 巧の 巧 命 •巧を の 程 故 
/ 度 •サ界 巧を どに おつて、 巧 其 化 ♦くの 見 かからして お 令 どの やぅに 巧 巧して ゐて もせ 性 - 
的 態 巧は それから 生じて くる 巧 性的 擧 巧の ホに 巧 べんと ずる 巧つ のぶ 本 お摇に 則れる。 

1、 巧 巧 巧 巧を 

この 巧の 母性は •一口に 乏ムと r 良き を 母さん」 である。 をして 自 みの、 むにを 巧が あつて お 
庭 的に もょ く 調 巧し 回滿 である 〇 そのを 巧には 巧な たる 旗 巧を もつ て なつこと が W ホる。 
そして どの 子供に しちても お！ ところが なく •夫に 対しても ホ滿 をぶ ぜ しめる やぅな が 



をく •結婚を 巧 も 幸駐で ホる 。 n •トモには 巧 巧 傑く •子供は 円々 勝手にな ム もので なくを 
ねられた 共同の 巧と 巧 •とれに おして 資 化を 巧ず る。 そして 子供 建の® 巧に なち 入つ て 世 
託を しながら、 甘やかしたり ホ 射に したりす る ことなく •又が ぞ間 酉に 巧ず る 彼女 等の 渡 
巧を 巧る と •俩人 ホを 的を ところが なく •み 巧 的を 銘 規範を 守りち 巧の 巧 巧 傅が をな 盛し 
なも么 等に おして 批 が 的で ある •而 して 一巧の が 神 的 巧 巧と 巧け 力と をが 巧と しては ゐる 
が •巧し それは かして 所謂 ィン チリ 斤に® して ゐる とち ふまを か 巧と する 巧 ホでは をい。 - 
別に 何のが まもない けれど •自 巧に さぅ し セ 巧 ホ おの 巧 巧と して 理 巧が 巧く ので わる。 加 

ir 無秩ホ 型せ 性 一二、 巧 神固臺 巧 性 巧 巧 動 巧 巧 巧 養が) 一 

は 上の 巧 おに ょつて 產み 田され る 巧 巧を が 本 當の人 肺の 巧性爱 であ 0 •ド ィブの 理巧的 田を 
を 逆る コ ドモ のか 巧を 巧で あると して 居る 《 巧 達の 巧 曲に も 化の 毋 性を たはを なへ た爲 •巧 人 
しわ 息子の 巧に す 用 巧 ひに されて なき おんで 居る 巧を 巧る ことがある。 

也すべき ずで ある • 



生 巧ち 化 

•ト イツの 化 巧 巧 巧の 巧 目 中に この 生 巧 美化と 云 ふ 一巧 目が 見 巧され る。 

がし 化 美化は かお 美 やが 饰美 のこと をを ム のでなくて、 巧 謂 美 ホから 兌る ホ 美 巧 巧のまで あ 
る。 例へ ば 住を 內 にある 化丰巧 等の 家具に 巧る 迄 •む 巧に がて 其規 巧を 美の 巧 おから 巧 出して 
そのを •おや 寸 ホまでを 規 をして 巧る。 それは 何れも 技巧 用 巧を 巧 じを 持ち •且索 かを をが め 
生 巧ぶ 巧に 滿 ちて ゐ るが' とを 度 巧 巧と して 进つ たのでは なく •ドィツ 拐の 都會 やを 村への お 
則が なく •巧 W 住宅への お 具で あるが 調 か 美が 備 つて ゐ る。 

日本の 上が 家庭の お 接 間にある 机や戶 巧を どは •巧に 千を 萬 おを 驳 したやぅ & を级づ < め や 
さを くば 一物 千を を 川さねば 得られを いやぅな ものを 泣いて なて 誇りと して 居る のと 較べて、 
をく^< l ^ ss のおがするが、 日本のおおはをれだけ餘おがありとおへぱそれをガが> ドイツでは其 
化生 巧 上の すべてに 巧て 美化を す、 めて 巧な にがて 之を 软 へ】 おして & る 0 

を铅 におく 1 » の 花 もま 婦が 巧の 巧で 作つた 草花で あつたり •苗 巧を ち 巧して 見る から キチ 
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ン としたを 巧 美 t なせたり する 隨は •髙 巧を もので がりつ くした 室ょりも キリ 9 とした 美 あた 
巧へ る ものである J 

R 霎 をの 上で も お 化を した 巧の 化で をを 入れて 摘み 出して は 同じ もので も マ ブイぶ じがす 
る。 をを 皿に 入れて おょく 切つ て 並べる とか •同じ 盛 上る にしても 巧が としをいで 菜め にな ひ 
上げて 齿甘 ばか 何にも ゥマ さう に 巧え る ものである。 

同じを ので もウ マイと 巧 じて をす るのと •之け マ ブイと おひな がらを する のとは 大巧を を 泣 
で •其 巧 神 的 作用が 消化 や 滋養の 上に も 大きい が 巧の ある 巧は を々 を 例で 立な されて 方る。® 
ち おがを ムと 1 K ム 巧は 生活 上の 巧 巧ち 巧に、 むすべき おであらう 《 

日 水では 今 •生 巧 巧蒂閒 巧が 叫ばれて 居る が •ドイツの やう おみの おや 寸法を 規 おしてぶ をは 
巧の 規巧 として 巧 巧が 一を すると ころ 迄 進んで ゐ をい。 ホに 巧を のをのに しても 
1、 ふだん 巧の 巧 服と 洋报 

夏 巧 •を 策， 冬 清、 オ—バ ー •おお •インバネス. 

2 •外出 用の が 化と か报 
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が 同 おの 用意が 必巧 
3 •侮 ま 用の 洋服と 巧 巧 
が 同な の用廣 がか 巧 

巧みで さた もが 祀の やぅに 云 様が 必巧 でぁり •それた せを や 靴下 や 手 巧と 云つ たやぅ にか 何 
にも 不經 巧を がかで ぁる 0 

巧 巧 因 巧 おの 巧を が 間 西に 友つて おて を* 夕が度 巧を みたのは 真し い •此报 巧の】 巧に ょつ 
て 生 巧 巧 香の 乂 半は 其 目的が 津 せられる たぶん W み 他の もの も 巧 巧 巧が 化して さに 巧 度な 矣化 
を すれば い、 と 思 ふ 0 


% 
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結婚と 巧 性とは •ホと 
I してのを 為の 生活では わ 
^ りまず が •驳爭 はた •、ホ 
を 巧なる 巧と してみ をに 
のみ 生きる ことを 許し ま 

W せち 

I 女性は 母た ると 问 時に 

, ，巧 おにと つても 亦 一人の 

田 巧と しで このが 巧 時には •その 手を 巧 ホを まず •巧し ザら 女性と しての 力を 喊 おにさ、 げ 
るが ホ 等 も •巧と 村 じく 两を荷 ひ 巧 巧を がづ くる】 具を のでぁります。 巧 巧 文明 闻 にがいて は 
巧が が ホく Q 人手に でました けを ちその 反 商 どぅしても’ 巧仿 力に おわを ければ ならを 
いのでぁります。 戰单に 化り 化され セ 巧 子に 代つて •か 子の 巧 か 力が 目下の ドィッに とつては 
不可 かを ものと して 婆 ホされ ておりを す。 か 論 これは •ホ お 時 柏 かとして 一時的の もので わつ 
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て も •お 人を は •巧 巧 的に も •智能 かに も、 男子に おらぬ 立 巧を 巧 巧た あげて 括る ので あ o を 
す 0 

ドィッの な 人は 一巧 的に •巧 巧 的 お まが 高い ので •巧 爭と巧 時に 技師と して エ 巧で がいて 居 
る もの も 巧 山 ある 0 

•ト ィッを おとして は 百 二十 巧 人の 女 おがみ* をの 化 巧に ついて 巧り まずが •其 中の 二十 お％ 
は 工場で がく 婦人で ホり. ます。 かぅ した 百 二十 巧と いふ W がの み 巧の ために、 その 巧仿が 件を 
をく しを ければ をら をい といん ことが •巧く 巧 西に されは じめ •ナチ ス がな ホを 巧 巧して は 米 
「巧 逸巧掛 巧が」 のな 巧の 中に 「女子な」 がな けられて •巧 おお 人 t 掠 人口々 の 手で 巧 巧す る 
やぅに をつ たので わります 〇な 人の 巧 巧 お 巧に 巧が しいな おを 化を したり •巧 間 巧 菜のを 止を 
したりを どす る 巧 規の巧 目は •お 材お人 自身の 手で やる のが ー ホ 正しい お 巧が なられる ので わ 
りまず 0 

例へ ばが 掠の が 巧と か、 子供を 待つ 巧 巧 並びに モ 化の 巧 巧を ども 掠 人の 手に ょつ てこを 巧ら 
れ たもので あります 0 


— 巧1 



がな は 化 巧の 割を てに おして 特圳 のちな がが はれます •巧が のを 推は 勿論が 满 されます し • 

巧 まがには 適を な 休暇が 巧 へられ. 巧亲す おのが 脚 中は お 巧め なが 强 さへ 與 へられて がります 
かぅ したお 人の 巧 場の 巧を や。 工場 規則の 制を などに あたつ て •巧 巧の 巧 巧を もつ のは 「持 
乂監規 員」 であります。 掠 人 監戲员 は > 夕 なの 巧が 搞 人中のを 頭と して 工場 併の 巧 求と 搞人從 
柔 員の 希望との 閒の 調を をし •共 他 掠 人巧仿 をの 巧谋 相手と をり' 额 々の トラ プルの おかに を 
りを す 0 I 
側々 の 工場では •婦人 巧 おおは お 日が しい ミルク. か 後には 咳い ス I プや バク I ぶ も 用 おさ 泌 
れて •巧く 掠 人には 快く 可から ざる 巧 まとして おへられ てね をす。 掠 人の 巧く 時節は 进四 十八 - 
時閒 から •例 かとして はぶ 阳時 削を が おエ 巧で •巧* として 巧を のために 化 巧を ぶは 巧が に 巧 
いて 馈い ております。 

がし 乍ら 工場での 化 巧は、 ホが に 15 がでは あつても、 それが をず しも 彼 の 生 巧の 中 倍な 
ではありません 。その 中 公の あ ひは、 何と まつても •その 家换 にか I つて わます® 卽ちホ や • 

子が のこ どに •まは を 事の 世を とか* 巧« とか •夕の 中の か* した こと も •巧た のな ひを 巧へ 



る ことです。 戶 かのを 巧には トマトが 色 かを はじめた でせ うし* 巧ん 巧 も かりとられなければ 
& ら をい •それが 巧 かまの 現を の 巧な をので あ 〇 ます。 ‘ 

けれども 工場で がいて ゐ ると •巧々 にさう した •樂 しい おちの 仕事が 化 ホを せん。 そのため 
には ドィッでは 「巧 人 救な」 の 組 おが あるので •さう したな 力のを い 持 人は •充分を 時間の 化 
巧の ある 掠 人の 力に 巧る ことが 出 巧ます。 B •む - M の少 かまは ょろこんで、® くが 人を 巧け 
s す" 义生 巧の ために かを なな々 をが もつ て 化 巧して わくと •ホダには •工場から W ると きに 
はち やん と •注义 なをが 化に してを いて くれます。 

エ 巧には •どこでも 巧兒 所の 附設が あるので •巧 我 逢は モ がを 連れて •エ おに まゐ ります 0 
巧兒は 巧の 手から をち にが 姆 のぞに 渡されて 母の® いてね る 間を 巧し くを び •夕方な 母に つれ 
られ てを にがる 0 

お 巧 巧は 二 巧 脚に 一日 巧 巧 日と 名が けられて ゐる化 日が あります 。日ごろ エ 巧で 巧试の お 巧 
とを 唐との 中に 巧に 夕 じつて 巧々 しく 化く 抬人も •この 日 ばかりは •巧 まとして やさしい ホを 
にかへ ります。 


的 化 中の ホが， もし 戰 なから 巧収 たがて がつ て 米る と •巧 為： 丄 おに 巧いて ゐ るな ホたち も ホ 
おおを 巧つ て 家庭に をつ て •夫を はげまし なぐさめる ことが-:: かるので す。 

其 他 化 日な しに エ鸿じ 仿くお 人が •仕 ホに 化れ •がまを 巧ず る おを はなちに 化を が かられ ま 
す〇 をして ムツタ ー ハィムに S 週閒 乃至 四 巧 W の 巧 化が 許可され •をの W エ媒は 勒巧奉 化の 人 
人が 代行し •おおの 巧 巧は •掠 人 W 巧の 人ぶ は K • D -M の 人が が 巧に 代つて 子供の 世な はの 
おみの 中の 細々 した 化 事を して くれまず ので •化を 中の か觀は 少しの 皆 把 もを く充 みに •化む 
ことが 出 米る のであります。 

其 巧 巧 巧 生は 巧の ：丄 巧の お 人に 代ります し •巧 化の デ ザ イナ I は その® ホを お供を 川 ひて が 
巧な 01 たす る 巧 合を ども あつて •それぞれ 巧 あがの 化 寒を する やぅを 化 化み にを つて おて 
f イツでは ち 巧に を 人の 能力を 伸展 さ ホて 巧 まの ために 盤す こと たもつて • W をの； S がの 巧 進 
が やがてが 化 人の 幸な であると ちへ を两 おを あげて •一を 函結巧 巧に 巧 逝して おり i す。 

.1 巧と 子の 科 學敎育 (座 度 會) 



束な 巧 日 巧 助な が 化 ホ 面の 巧 巧 おにょ つて 座談み を 惟し •共 人々 の 話を 巧* して お' ります が • 
其 記の 中で ドィツに 巧れ た 部々 を お 香して をち に ホし ホず。 

日本の ィ おおで 巧 字た がへ る 事に かをりのを、 むと 巧 削が 巧され る 〇田中 巧 巧 + •を どは n I マ 
字に ホを せょ と 叫んだり •共 化 漢ず制 化 油を どなみ やかを しい ものです 〇 化が > •でもが 大が 
をが 究 がの 山 本 峰 巧 巧は 

.ドィツの ルみ 巧な どでは 字を をへ るのに えづ 音から 人つて けく • H ずの 巧が とはを な 化 t 
がな つて ゐ るんで すから 化が ば H 本の 义が巧 だとい へばい へます。 

ホ 髙師附 《 小 巧 主審 巧 七 機巧は 

田 中佛巧 ± の n I マ 字に も 巧理が ぁると おひまず 〇と いひます のは 日丰 人は 泼 字を やつて 
ホた 齡 巧から 巧に 角 仮名です むと ころを お理に 漢字を ぁてる。 又 削韶な ども 巧みを つかつ 
て 巧し い 曾 おを を 巧な ルのと ころに 能 < つ かふ •をが 备 ぶが；！；^ かを わざは いを 及して ゐる 
例へ ば 

r やが をを のを 中 さとい ふ」 ィ 


を どと を 巧し ます。 (巧を) な も かう した 雞 かしい を 巧を 授けて なえさず ると をん 審が小 
巧 巧から 中# 巧の 敎 巧には ホ 常に 夕 いのでず 。それて おおむ しろ お あの方が ょい P 1 マ 字 
の 方が ょいと おム 巧を も 出て がるの だと おひまず 0 
ホに 本 巧の ホから 

ドィツで も 小 巧 おは 矢 お ゥー 人の 先生で 何んでも 巧へ まず か 
巧 髙師附 《 ホ 承 

ドィツで も ほ# 年は 矢 狼り 一人の ホ ホが やつて ちます が. 上 巧の ホに をる と 分れて 居る や 
うです。 

文な 巧间 をを 修を 篇 がを 道 氏 - 
巧を 巧 化になる と 少しは 分れた 方が い、 かと おひます。 

巧 氏 

文な 系 巧と 巧 巧 あが 化に みけた 方が い > •でせ う 0 


最 巧に 家庭に がける 冀お 巧に つい s なた 巧 ひまて ル# 校に？ い < らお 巧な すゎし 
て も お 庭で そを ぶち* J わす やうな きかみ つては をを もな ゎ* サん から • 2 とを 巧 
の 速 費ち それを 兒 f 正しく？ 島に S の科嘉 巧を 巧 上させを ければ をを ザ 

ん〇 其方 法に ついて 

ホモ お 巧みけ 巧 巧な 畑を 阿郞巧 

現代の ご 择人奚 を 墓す ち どうも 科# 忆お ずる 助 > む •理解力が お 0 をい やうで •巧 こ 
ホな 計 直な をは 乏しい やうに 思 はれます。 

囊 計、 备 .话メ t ての な ホを 生 巧に 巧て f と 巧 どかつ て 括 ミが ゐ ませろ ま おとし 
てみ 庭に 入つ を 場を ガス S のメ ，卜 凡を 巧る とか •お 物 等の' 蓋 蓋る とを をぐ 必巫 
な ミです がな つて ゐる 人は おんど ゐ ませち でず をな 達は おの 视 をを おり 巧に 入れさ 
せで •をれ わらみ 事の 研究に 移つ て 巧く とい ふ 巧に して ゐ ます 0 
现 を やう 某 巧が 切符が になり ガス •養 •水道 尊の 巧 用 泣め が 叫ばれて おる 時代には 
が 巧メ， f 蔓 のみを が 塞で て H まみを のま おの 巧つ てゐる 目々 量 や •このを- 
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まんち が SK がける 科 豪 龍を 非？ 擊」 了ゐ ると をは 思つ 了 零て 
化 時局を 巧資 •もつ と蠢 S 掠が冀 替をぱ それだけ H 本を 拉 8累 水が が 上 
つて ホる？ スホ 掠が 冀的 にを ばかず ュ ド* も ホ 葛め になる もので ず。 

巧累囊 S をから 囊 5 了 S を だ も？ て是蓋 SS 0 寡へ 等に を 

をましても ドイツ C 婦人 等忆 比較して 劣つ てゐる やぅに 思を をす。 

がの ホ* 今 •トイ ツ忆席 〇 まして. 時 5 ゥ をを 越します が •巧 雙載 前にしても 

イツは マツ チが ルを かつち をれ で ド イヴの 婦人は マヴ チを 一 •へん 巧つ た 後で も 村 木は 
格て をいで •そして 義を •どぅす をと いひます^々 巧 (マツ チの ホに つける 菱を 
蠢で一 ぺん巧 用した マ ツナの 軸木に をつ て 一 妄一丢 と 巧 ひます。 

化 巧に ついて なは わる 新監 から；：^ まむ まして 共 達 法を 帯 さました 處 •ミ 巧閒 化から 
餐規な G 方へ 蠢 ミん を も Q を 作つ て 達しても ょい かと 問 ひ 合せた と C ろ 許 W になり 
ませんで した •つ 4 ゥ 日本の おおでは 

ドィツの 美を で 巧 段 k {つて 居る 藥 なさへ を おとがを される のです 0 
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ち 局 それだけ 

* 

ドイッ sf り 日本 Q 蠢は襄 墓が 劣つ て 居る とい ム享に & ミス 
おはの ヒユ I ズが 切れても 日本の 巧 庭の ま 格は をせ & いが 
F イブの お 庭の 主 掠は 皆ヒユ ー ズを 巧つ て 立 汲に 直しを ず 0 

人手を 省いて 自給.！^ おの 話を ちつても 9 云ム 巧が 巧 本 的に をる 大素 辜ガ とお ひま 

て ‘ 

山 本 巧 

f イブの ま 輪の 託が 齿 ましたが •を も •ト イプに 居 0 ホした 時 ドイッの ま 掠に ついて ぶ 公し 
たかがあります 0 

ベルリンと 1 K ふを は— はな 流 も あるし 巧 流 も ありまて 各 S に 百 ボルト ニ •な ボルトと 
1 K ふやぅな がが 义 つて ゐ るす 0 

化が ヘルリンに 居た 時’ 共 宿 Q 宽活 の ヒユ— ズが切 挺 ことが を ましち ところが 碧 
め おかみ さんが 股が 惡 いのでを に. ぅちの 巧 おは D-C (直 巧の 二百 二十 ボ トガ わら • 



ちょつ となて くれを s ん でて 巧、 む もし ミ？ もしました 。又 表に 護 かを をて* 
いて ル 掌る 時 をん を •其 表、 S 暖かを 見て •今日は 整》 を • & S かを 巧て 巧 か 
ク とた 《巧 だから 夕く着 やうと かすし やうと を かめて 受。 

だかを をてから A す ダたり を卞ぞ をし 了 困る C とはを い 巧です* 

tV れ から ホ授巧 姑さん のい をた マ ツナの ことは f 庭し ましち 又 最近では ミ ガイ 

♦の 巧 も 拾て をいで 色* とエ 度し が 用して ねる さう です。 、 

卞 t 

ドイ^ち ついを あ ジャガ 巧の 葉 や？ 巧を かり •その 巧で 作つ た S を授 つて f し 
たが •を か {どゥ してな 汲な ものです。 

巧 巧 金9 が 巧 

ドィツの 掠 人たち は スフに しても 日 ま 持 人を かやう にが 平た 云は ない •そしで 蹇 善の 
巧 用法を 研 交して ゐを 例へ ば スフ S に アイこた 當る にしても アイこが ー ホ スフに 
时く巧 をた 巧 巧して •そして おはに お 度を 巧は ずち 受 ダて 奪を 巧くて 巧を かっ 
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たりす る ことのを いやう にして ゐ ます。 どの 化が スフの 田 巧に 碧* かと 申しまず と •アイ 
ロンの ミ 何 か 固 お 物が 人つ て ミし T 蓄 おかが 巧 了 巧べ たス 7 sf で 巧る と游 

ける やう 寡 0 ミ まて ミで 幫為 ミ定」 了み たが 浮か、 る 泛をば ぶれ 

C 上の お 量は いら c と 巧氣は 止め i ず •さ ホ さう まつた 薄で 

ドイツは ミミ 調子で！ Its 巧ょ く 何 寒 も 科 摩で 裘 してを りまず。 

巧 巧 

十 互年稻 前の 黄です が •私が 蓄や ドイツに 參 りました 時 マ ツナを 切 《に 一本つ けまして 
それを ガスに つけ 其ポ K の 火 ts の やうを もので ホ々 へと つけて ゐホ しちみを 節め ず 

ると 云 ふ S で宮ま 應は大 5 葦る 基が をり ホす。 

日 ま蠢 では f K 」 T 畫 Q 節め と 2? 喜と 云畫と t 誇し 了&る をない 

でせ うか。 

日本は 今を 容に巧 まれて ゐた とを ム巧垄 へ ホす • 

の 本 巧 


ドィツのを育と目^4^ぞとた比校して見て、 お局 ー ホ日丰にたけてゐるのは何とをつでも 
をの 巧け 方が をが 巧つて ゐる〇 小 巧 巧の 巧 本に しても 巧 おにしても 
•ト ィツの 小 巧 巧と 比ぺ ると 巧 違 ひの おがします。 小が 巧な 巧 的 巧 お 巧と 去ん 巧は 田 おにと 
つて 巧に 巧大な ことなん ですから •もつ と 映 巧 か ザに しろを たかけ て やる ベを だと 化 ひま 

• て (中 5 

文 郁を 岡 醬をお 官巧ホ ホを 氏 

巧 巧を 晚巧か 巧 論を に 云は ホます と •映 書た ホ K にして 巧 育を やりたい と 一巧つ てゐ i すが 
巧 も 映 書を 巧理 とか a 巧と かに お入れる 巧に ついてはな 巧では ぁり 4 せんが •どぅしても 
映 巧敎ぞ でを ければ & ら ねとは ちへ ま せん- 

か をの 理お 巧す は 巧 ホのと は大 々盛つ ておりを すが •自な ホの 巧み •生態 巧み t 巧な する 
場合 •お 令戶 かに 生徒た 巧れ 化して 巧 巧しても 自 なには 四 ザが わりみ 一が 分し か捉 巧で き 
& い 巧です が •巧 おも 其 巧 合 お 人れ て やれば 四季の 巧 化で も 巧んでも 一巧に 供る といん こ 
とに をり A す。 (中 巧】 
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め 本な 巧 謀 巧を 井 辛-巧 

巧は 雜謀や 新 的 Q お 巧 を 注 息」 T 巧んで 居* すが •現代 QB ま產 Q ま 巧には ミ 
化し 切れない 巧な 生活と 橡の 遠い ものが ホい やぅに おはれます。 

，例へ ば化夕 なと 巧 おとを 合サて かぅ ずれば ょい 〇と 巧いて あつでち ♦巧の まを のま 巧で 
はが やり ホが 巧ら をい と 巧 ひます 0 • 

(中が】 がは 夏の キ： 掠の 巧學 的 かなの® いのは J つは 日 ま蠢制 巧に も 因る とお ひ 
ます。 

星の 蠢豐は ホ 常 K ょい 風を 5 反 las 卜 ：芝蠢 Q 寡は 雙 七 先づ巧 通の g 

庭では ま 掠と いふ も S ホから ホへ と 色 A Q 巧 用 S はれ 5 S 持つ 時閒が 殆どを い。 

お 聞や雜 誌を ゆつ くり 讀 むと 云ム诗 w がない。 (中略) み 庭では 蓄 かれ 悪 かれ •今迄 通し 
て來て居'る巧をかあるんですから共おおを拾て ん巧らしいホ法を採らぅ^Jいムには• どク 
しても 餘り 面倒な 巧し いものは 巧 かを いと 化 ひ *す《 

巧 木 巧 
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巧 肋 や 巧 誌を， も函 巧を 巧 巧す る やうに して g をたい 》 

巧が 巧 

掠 人は 一巧 こみの 巧 本 t 先 《て おへる といみ より 表面上 0 ことた 直ぐ 夕 へる やうで て お 
巧は よく 

なの 會 とか 其 化 Q 色 A Q 會に誤 巧を 賴 走れ* すが •ス 7 0 巧 忙しても 其 巧 本め を 巧は 夕へ 
やうとは# 卡 • 5 Q 石 《は 何が よい か資 方は ど うすれば よい かと 云 ふや— 讓 のこ 
と 丈 かりし か 曲いて くれません。 (云々) 

巧 碧 

罢 人は 一 0 Q ? いつ 迄 も 巧く 考 へて ゐミ〇 も ホから ホへ と 輩く 蠢 して 巧く とい 
ふやう を ■民せ が 巧い。 こんを まが 案 か 巧 學の蠢 と 5 援 たちて 妾ん ぢや ミで 
すかり 
本な 

永い事 わりが たう ございま L た。 (を) ， 
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一 大政 異賛 運動 じ 現れた 日本 婦人 

大は巧 巧を 巧 巧な 兵 伯 R 有 馬な ネ巧 

今 巧 0 大政 冀貪餐 のの 的 まる § に 保 人 曲 *80 ぶに 非常にが かけられて •どう あつても 魚 人 
巧 A 作れと いふ 巧が あつた。 

巧 理の巧 明の 中に お立て、 お 人と いふ ことを 巧つて ゐな いが •を H おといつ てゐ るから が や 
には 爲乂も 巧が 人つ てゐ る。 なての 巧 頃が 巧 子に 照 巧が わる やうに 大 が々 の 巧 巧 もが 人に も 脚 
なが あるから •何も 擦 人 郁と いつて 轉 則に ホ 巧 ふを 巧は をい。 といつ たら 、 

「をれ ではい けを い。 擦 人は 掠 人と して 擦 人な とい ム ものが 則 巧に あつて 特圳に 巧が つし ほ 
しぃ」 

と 云 ふや’ うを おを いはれ たかで ずから •外の 持 人 巧 中 も 巧 おさう & ん でず。 

巧は かつて 掠人參 巧な のが 動の 脚 巧が 巧みに 出た 時に •貧 巧 巧な をした】 人です がが 時分は 
そんな 巧へ を 持つ て 居ました。 
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今 巧 c のな S で 持 人脚 篇も 巧よ なけれ ぱ をら めと 巧 切に なじて わるのは •巧 人の 力を か 巧 さ 
♦ると か •持 人を 掌まず ると か •さ ゥ云ム 息 巧からで をくて •寧ろみ 人に とつて はを 巧を 巧れ 
もし れんが お 人と いふ も かを 度か規 したので は此 は ホみ に 巧 巧 しないん ではを いかと 云ん 
やぅな 巧 じを 待つ て A る。 

それは な 中 巧巧阴 巧の 巧 あび ま巧閒 酉と いふ やぅな もの •所 巧的 巧 お 巧の ホ •曲と いふ も. のが 
をを に 巧 はれて ゐ をい。 巧 巧の 一巧は おは 爲 人に あると あん。 

巧が かで いくらな 巧つて やかましく やつても •みに « つてし まふと 丸で お 力で 大巧 のぞまは 
家に 巧る と 頭が 上らを いのが 夕 いからな 巧 かがを い。 

此閒 も巧窩 をが 

r 面 お 引を やつたり 貴 巧を する 奴は 拓河 におず る」 

といつ たら •巧 人は 

r それは お满 でず がを にを 巧り になつ てから」 

といつ たら •おに W 0 て 見たら みのみ の 下に 炎が が】 ぱいな つて 居た とる ふ。 
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又 巧 巧に 义 # が あつた 時 •巧 巧の 巧 年 曲がを で 手 巧 ひに 巧つ て 色* な 巧のを なび 化したら • 
其 中に 

「ホ 巧が S 十 お あつた」 

をを 見た 巧 年 B はを 引上げて しまつた* 

かう まふ 巧 酉は 巧 巧が 巧ら ぇら さうな « をしても をに it れ ばか 房に 巧が 上らない から •がは 
「わ-云 ふちは をで ちへ たらい、 ではない か」 

といつ た。 

ホ房モ おを 前に おいて や 0 たら， あんを 無 巧 沿の ことは ホが 旧て 巧 & い。 

巧は さ ゥ云ム 魚 巧で •持 人 t 訊な するとち ひます か •敎靑 するとい ひます か •それを やらな 
ければ 巧 ばかりが 巧 らんん 巧つても を荣で 巧され てし 4 ムと ぶん。 

か 日の 挤制お ホと をん ものは •大巧 分 お 庭に 巧 巧す るから •さう まんを ホから 持 人 巧 おとい 
ム ものは 至 巧 だと おムし •巧來 の 日本を せを つてな つものは ホの 巧 合に がても 
「巧い お 人 だと あ ふ」 


さう いふ 巧 かで 之た お 程 巧 巧に やらを t れ ばいけ をい。 吾* 目的の 問な に ばかり おを 上げて 
ゐる 時で をい 《 やは 〇 狩 來の间 巧と いん もの も 十み に考 へる が 巧 も わると せふゥ 
をな 時か^ 巧務 なち 巧を 巧 氏 

をは 其な 結論は 有 馬さん と间 じなんで すが •もう 一つ 生ま 巧 巧に 巧 人が お 曲し で來 た。 それ 
で 巧 困に がける 

r 捂 入の な迈は 大きを 巧 巧を L て來 た」 

お ホは 巧 おエ柔 だけで したが •る 巧に をいて はな 找> 軍需の ホが にぐん < な 人が 出て がま 
した。 、 

お 人生 巧に がても、 大きを 巧 巧 〇巧 み 巧が 來て 居る のでは をからう か •さう まんを 味に がて 
两を生 巧に わける お 人と いム ものを 巧め て 

「こ， れ を 適切に 巧 巧し 巧 巧して 巧く とい ふこと も ホが なに 大切な のでは をからう かと あ ふ。 
お 人が® も 巧が にみ 上て 巧を たい」 

、大反 K 貧を 年 巧 度 栗な ミが 巧 巧 
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それは 推 も 巧 おのない 所でせ う。 寧ろ 
r ホモ 靑 年の 訊 巧の ホが 大巧では をい かと ザへ るので す」 

例へ ばぶ がに 巧つても •娶 巧が がると な 同行 巧が とれを < をる。 それから お 庭で も 今の ち® 
おの お 話の やうに 巧 際 化の 指 巧 またる 奇格 はを いとぶ ひます* 

有 馬 伯 

さう すると 指络 者になる 人が なくを つてし をん。 

因に ゥ 

な 上は 東な 朝日が 访 なが 「大政 » 巧な かを 年の 巧な を 語る」 と 酉す る おな 會で 左の 田# おが 
わり 婦人 巧 逆が 右 採に 巧な はれた。 

W 巧を 

文な ちなず 局 か 畫巧長 巧 化 お 巧 太が 巧 
大反 K 巧を 靑年則 巧ち 西 谷 巧 夫 氏 
ホ 巧 巧 大巧 ホな 敎巧 末廣幾 太郞巧 


大防巧 巧碱巧 巧な 巧 中 巧 正 用 巧 
，を掛 巧が 巧を 郁を な 村 ながな 郎巧 
化に おがが とが 原に とで 巧を セ あで あつた。 



、義烈 婦人の 詠める 歌 

、偉人の 母親 
、義太夫に 現れた る 日本の 女性 
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一 義烈 婦人の 詠みろ 巧 歌 

麵の 巧 —— 

乂巧 巧の 息女 判 宫を經 と 巧を おび •た r ならぬ 身と をり し 巧 •なち 錄 A 巧と すかと なり 巧に 
も 住みが たく •化 巧を の 商 •巧 巧を 巧に 巧せ しに •巧の 是 おみ 此 戊を なぜし を 辨度も あはれ に 
巧 ひ拾宙 がた く •山 化のを にして 同道せ しに •化 巧の 艱苦の 中に も 巧 t かじて* 巧の むを 慰め 
た* 

をを ダに 見す て、 がる おがね の 

がのを さけに 音を ばな くらん 

曲 財の 历 おわり 山に てち おを をみ •みちの < をの 道す がら •お 化の 波 化に ホ t おどろかし 山 
> の 巧 阻には 巧に 巧 おを 巧 巧に むを 巧を その 辛 まこと ばに 巧し がた し 0 
クら から ぱ巧も 也の か はれ かし 

など 巧 人の 巧し かるらん 



もたキ觀|| — 

微かは を 巧 巧の S 爲 巧が ホな 0 •建义 ザ 中 父な 巧 ざん すの 巧に 巧 巧され ♦州へ 流 巧せられ 其 
> もま忆 巧みて 身 まれる 〇巧 がその 時 セ 歳 白巧モ とを つた。 久し ゆぅして W 軍が 夕公比 化 お 巧 
が もと 某て ミの 舞を おそな はしが か 巧ます ぺ しと S にな か •父を 巧され ょと 乞ち しか 
し •尧 へ迎へ sf 曲した が •父は 度に 巧 死み り •《かは 巧し み S ぇず！！ 奪に 巧 さ 巧 
-も玄 り 下 父 巧の 跡を 弔ム 6 

か 巧に ムサる & 人 あわれ 今 

たづれ る まに な もさ ダめ ホ 

* • • —— 

を ま 巧は 巧 巧 巧 巧 ホの ホ 元ぇ 資巧 公の 5 所に 仕へ てを ち & らぴミ 美人で あつち 巧 
田 《を 置ま堯 巧の ホに ホん と 願 ひけ， 0 に W 受巧巧 わつ わ 頃 《お 化條 5 1 ミ 0 局に 

委の者 わ 0 T ミ 妨げを す S 費 •尼夕 Q ホへ 55 けを を 愛は 装 ミ 《づけ やぅと す 
る® 
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は*:^ つめし w か 氷の 巧からで 

とけん あさ 日の なみす く & を 

尼 公に おへ ば壽に 香と な々 •望を が-め ば 至と—。 モホ なくが. 比を へ哀 たたて*. 

自書して 果てる。 時に 年 十八な。 • 

ホぢ さを くモの 日に もれし 巧 邊の松 

いつか ひかれて 者に ゎム らん 、 

抽正 巧の々 

巧 巧の ホ お 巧 巧 川に てが 巧のを •み 首 t をが 尊 氏ょり 送られし とを •镇モ 正 巧 巧を に 巧み 
# かを の ホへ 巧 ホる に 巧 巧みて 巧を をる に •刀な もち 父が をの 前に 可 白 害 ♦ん とず。 

これは 巧ち なお ゆへ おならぬ ものが & い 0 

ホの* を も つらを もな ぷ あひこ そ-- 
公の 道の 4 ことを り けれ 

• Wf ミ 人 1 



化 A 黃門 顏 おは 南 巧へ ホ tIM し！！！# 軍々 を顏 したが，‘— 應 元年 五 巧 Aw 安な 巧に がで け巧サ 

り •其 化の ホは を 巧 山に 居 玉 ひける が 巧 ましを お M の おを にあ こがれ ~ . 

いづくにかむをとめんみょしの I 、 

の、 山を 巧で て ゆ < ♦は ' 

S 

•それから 安が 巧に たどりついた 、 

人の かたみの の孽が 
- 、 夢 もを の 袖の しらつゆ 

それょり 天 王 ホに 巧で 亡き 夫の ま 巧を 弔 ひ •巧 巧 化た も 巧 ひ. 麵 井の 水の 邊ゥの » の 木を 衍 
りで 

> - . 

後の せ 0 巧り の 巧に 巧し けり 

- おぶ •井 •の 水莖 のをと 
かくて 食た 麵 ちて み* かりけ る。 

■ 

‘ そむを でも 巧 をら る A 巧 巧は ： 



ぶ サのル 0 も 0 にや & るらん 

S ミ 人 4 - 

南が 正 平 六 JHE ホ 後が 上な 義 を 路 軍と •：巧 乎 ありで 住 亩ズ王 寺 4 で 巧を ありし とちぶ の 巧 
もが 巧と しでせ 巧を 立 曲て ける 巧 •里に 入て 夫人に 則れを つげ 巧 も R りな ば やポて 巧へ々 ら 
古ん とて 刖る化 時な 出る 袖を ひかへ て 夫人’ 

& にと &< ，むに か〜 る 白 巧の 
• t を わかれ‘ 巧 < 巧 のけし をは 

か < 加れ ては ど ふる 巧 •ぶち 巧 おなれで gR はが 巧せ しと M を •されば じ そ 則の-む にか、 0 
•し. ょ 表 g 悲しみ 後れて 巧 ♦る 巧々 にあらず と •其の 夕 ぐれ 水 巧た しる ぺに 巧が 川に たどりつを 
化 巧た 辭サ として 巧 gw に 身を 化め て AIK を あらは した 0 
• 化 巧の ぐらを やみが にを ふ & ん 
. なつみ か 川に 身 ミめ な ば 

タミ* I — 



• « ち牵 のち 香の i 曼 5 巧して を • 義 巧の 5 たはら さを s ほ <巧ホ ると 
いへち 巧巧にわ&はずみ*味方巧おし巧を琴巧から&|||4*^巧援おは* 化お讀おホミ 
巧に 則 痛 6¢ ちか •年月 ミ哀 Q 5 ミ 男 #^豪 ょ 安ければ 蒙 かは？ みた ホ 

ひ拍 なをな つて W 圓の巧 义主居 巧 おと】 手に をり てと も か < も 化 jj を 巧 巧の 拍 •義 治の 巧を M 
れ たかみ おしみの やに〜 ホ 0 公た & ぐ さめ •巧ち を » じ‘ 一聲 ^ の ホ 萬 里の 圳巧 前の 離 倩の •む 
t しらべ • ft 耿 たれ じて 遙 かに 巧 巧り •そ QI ちおんれ ども 軍のを ぶ 右 もは か^^. しからね，^ 
す 道を 歎を 巧に 伏て 巧® た あらは した • ’ 

4 た來 んと頓 むの がの 則れ 路は 
待間义しさち巧なりけ：〇^ 

SAaL —, 

上 杉巧憲 入道 禪 巧の* ち 巧 田 巧が 少« 巧 巧の ホで あつち 夫 禪巧巧 巧 公の が 興を 巧 〇 ち 
tsi-i て々 なにが 巧 〇 •ホを がかと 其に 大 at かて S ミ さぅ とした 巧 •この ホ これを 篇め 
たが まは 历 かで ネ やを ■ の 5 ミ 衾 A た。 妻は 化ぶ々 し ホと 共に 巧ず で主覺 巧を 5 


1 が 




たが 化密 巧が なく ホた 初め 铃伸 その他 一巧が# を あ 十 A 人は 資院に 入つて 自 穿した" 午は と s 
でと 夫の かにを くれじと •左の* を辭 ホぶ して おを の 巧 刀が なし » ザ へぐ さと W し 俯 化に なつ 
で 巧が てた 0 ' 

さを き ザに おつの さわり & りと 曲く 
‘ 巧よ 〇 むか ふ 巧い かに サん 


— 


を- 


■ ィ ■ I 

« をは か W 六が 巧を の婚 ねの おで ゎつ ち 應仁 ザ年鲁 か W 巧での 芭モ 窗霉蒂 が# 元の 息 W 
巧' 巧が# f 大将と して 巧？ に & つたが •化を 方の 大系ょ サ 双方 义 化た ちらす 装 •ホ 中- 
の 巧 W 山を にむ を 通じて ホに 义を かけた わらの あ モは力 ど 巧て W みぎち のか <攻 入つた 〇巧川 
方の あ 吾 か 人は 化と 列 •へて 鬟 しち お爭が おつて 奠が度 •化 おの 巧 まを して ゐる とじろ へを 
t ホ 巧が 一巧の ホを がかに 供へ て燒 巧し 後の 山の 人 & をと ころに 入つ て自 巧して 相 果てた。 

さめ やらね 夢 かと ゼ巧 ふぅを 人の、 . . 

B とを りしみ ゆ ふべ ょり， 



• 西！ KaQIM —— 

尼 子の 巧 下 神 西 一一 一巧 右 巧 巧は 上 巧 0« 上 にが 巧つ を ±ネ た 巧 けんさ 切な せんと をん に •其 妻 

も 共に 巧 & ん とす。 . 

神 巧を を さとし わめて 曰く 「今 巧 あを たの ± に 代りて 巧ず る 身の ホを な 巧たり と 曲え ては 巧 

おの 巧と も & らん。 をは 落の びが 巧 ホを 弔 ひ 給 はれ」 と あれば な 則れて が 巧の 助け 化ょ 

り 巧に 上り 西 山に おを 結げ を 巧 S ホの ほか 化 巧な し。 • 

なる に 化 庵を < に精哲 法師が ち勾當 とい ムミ同 田のを をれば K まじ < おりかん に •化 巧 巧の 

# へな ちの お 民不 巧将監 とい ふちが々 巧り 化 尼を ムと 巧が め •厮染 》ん 巧を 勾 巧に たのんだ。 

0 

々當が 固 < とを 新つ たお •麻 監巧义 のかく おり 『かを 按 て、 壬が】 且云ひ 巧した 巧 だ。 ちしけ. 
はずょ あつて は 勾 巧を 巧し 4^ で甩も 巧して 巧れ は 切が すべし」 とを ムお W の 巧 おとなつ た 0 
々 S ホが &< 化 ♦を 尼に 巧した を •とても 詞を なて 巧れ る 寒は W 米ない と拓 つた 尼は 「巧が か 
が 百 萬 おのを At 巧へ 二 千が の わみ ガ巧を おむな ひで ある。 今一 二百 « ばかり » め ば乂袁 にお ふ 
•へし J と 日を 巧 レ « を •ま 曰か 前に 巧つ て* おし 夫の 化けの 巧に 
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わくれ 巧く も 巧は 巧は じかね てょり 
- ちぞる 也の 化のぅ てな に 

C の】 をの 歌 t がへ •最後の*! 巧して 西 川の おにいた りを かして 指を A 切りを の 上に 左の 歌 
もぶみめに巧し水ゃに巧#して55^た。 

巧 川 巧む 水 屑 も 浮む 巧た 

みのりの ホに かけて 賴 走ん 、 

6 碁 お ホ —— 

をネは 前の 元 巧の 妻に 巧 ムて芭 節を ま ムサん がち 妻 と共にを か 吉昧に 入つて ちた がま 人の 
がか Ql >^ をを てな けど 叫べ どを 方 & く 人を なんで 巧 巧を 巧し とたを 比に 巧つ たを •巧 川に 巧 
> 巧い 病 巧に 身 を 巧げ て 巧ん ガ 。ホ 人 この 二人を 同じ 某所に 巧郭し r ま お-度 としで 今 K 
餐£ くな のげ ると 苦 ふ • 4 ホ ホの « は 

のこる とも 幾は どのせ たなで しか & 

‘1 にもろ を S の 玉の W . 


ホ 巧* 類 1 

巧 巧は 大內 か慧 Q 曼でホ ro。 を 夏 S をち か 逆 &Q を 肖 巧 山 Q 器 在が ホ滿し 
たので •巧 g もまな ホ f 引 巧れ 巧の 阳に 巧ち 巧 さ 給へ ばが も攀 のか 巧に て 立 巧〜 

占し 巧奮5 た 身 S れや麓 居 S れ 《山接？ 爹是罪 5 お 0f おを； 

遠る に ぞ两が 右 〔Q 太夫が お Q 上 S ひ 多ら ち 大擾を 管け る忆襄 ホ K て 巧 畫 へま 
だな 分す 巧ん や 今日の 命 さへ を* ら& 々Q 番 のおも 哀れで ぁつた。 

やがて 息霎と 云ム忆 f みつけが 等と 寒 おび ゐ たるが 父 i 冀と助 さ • S0 一まで^ 
自 をして 巧 巧て わ。 時に 年 十五 歲〇 - 
，巧つ、 む大峰 化の む おば も 

を やけ ふの 巧を るらん 

ミ廷 々ま —— 

8 巧 生昂 の 伯父 山媒守 R 泛苗 はさ 山 下！！ サの畫 •賽 人に すぐれ、 む. 供に して ホ 巧相闲 
阵の？ には 自らち 刀を もち 皮 者を して 床を なれず 巧を く 其 巧を 守つ た i お累 塞で 



ミた。 

一門 切ち ちは 其 場に 曲で 吝； 曼をも 5— したから 畫 多ら 言 若て* の 望 

II 弄 唯一 公 公 か 無 則 巧 巧 字の 一刀の もとに 生 巧た 切 撕し永 却の 樂 しみた をを 主にを 
がサ 給ぇ 

かやぅ & び をら 幼少 S モー 人 李 一人を 左右 S へ •守 若は S 惡乏 巧び ず f 
ふくめる 巧 子た 憂し おす 刀で §1 ぶた つらねき. ぅつ ぷサて 葉て 美を を 舊に留 な 
のちのせ はお もを はじた も ひ 乎た 
巧みに おへて 巧く ホのを 

WKg をの* 1 

巧 治の 妻 寞正八 S 星奏 助けん 莫長 治は 畜 したが ： f 畜ミ そを 巧 ぞ遲れ 
んや •夫と 共寒縣 の？ になく べしと 5 をち 一一ち にを つた ばかぇ？ たなに 引ち 
♦々刀に て 賽 さんと しを •化 おにち てょり 久しく 子を をを f -" 基らず なけし 一子 ゆ 



へ g 夕 愛し 5 を ミミ sjtQ 千代を て i を樂 しみし 甲 筆 ミ •今 §? 巧え 
& をと を 巧し く 愛 刀 持つ 手 も ゆるち 碧忆曼 Q 情 §く黨 りで わつ たが •ホ受 治 K 
をを r お 子の 宿 《ひとを & らね どれ 期に 及びて i 是が & し •其 巧 か 手に を ホげ 自らを 
もち ふに 是ホ &< おを にも 自分の 手に かけ 自 をして まの 巧を 巧せ に 巧した 0 
そのが 世の R に 、 

もろともに 巧え はつる こそ 巧し けれ 
を <れ ホダつ 巧 ひを る 世に 

妄ま么 ！ I 

を么 進は S 4 E ぺ Ills をで 窒と 15 ち お a 山 名 在 S 畫がお ss 月 Q をを 巧え 
で 巧 & らび & 美人を -> か •巧し も试援 了 f 近くち いかを し？ 含を 一 夏を 
是 か； i をく 昔 反を ssa 」 く 妻を 髮」 5 てた る t 妊 了 •巧 身 U 未だを を 
サぬ蔓 S 」 を寶を S を 奪 S ひ お 5 S か 送び 湾 十月は f 巧の 守ら 
せ 給 ふと 思へ ぱ覆 身は なれず 巧 芝 ま 5 ぉら じ • 3 れ ども 日 Q ? 碧享 51 て 



る まは 巧は しか 何に せんとた めら ひしが •巧と むを 巧して 一 か 淨± へ 巧 巧に 生れん 巧 こを おし 
けれと •一 まの W サを 巧して ホガお 木の 十九 歲を 一期と してみ 下の 巧と 巧ぇ おて た 0 
かを も 巧を ざ 0 けり 梓 巧 

末の 代までの 名を 思 ふとて 

堯 田の ホ 巧 I 

ホな 女は 荣田 おおの 姉で ぁつた。 天 正 十一 年の H 巧 おは 倚 ホを とりた てんとが 柴 と# を爭ひ 
たるが •巧 佐乂 明ぶ 春 巧には こり おおの 下 巧に 應ぜ ざる ゆを 大化 巧と なり 巧が へ进き 化のを の 
巧 巧 も 及びが たく •巧 後の 巧 おもな しおま 上が 六 左 街け といん 巧た 巧 巧 サ化乂 お 我 子た 糸し あ 
ヴ てかけょ 巧 死に まさるを 巧を ぞと 巧む にぞ • t が 巧く <总 ホと 二人た 巧 ひ 巧に ま ダれ て 巧 
ボがの臭 へ巧ち竹田とま へ る巧にいたりて^をネめて义らサまゐらサ手ザくか抱をし》 上村 
は 化の 庄 のな 子を が はんとげ 巧に 出て 巧た が •ホ 日 申の 巧 ばかりに 化の 巧の 天守 曲に お 煙 〇 な 
ち 巧 上ず るに ぞ まつて 么を吿 げた。 宋 巧は •さては 巧 城して 皆* 自者 ♦られ し & らん。 かは 後 
れ じと A ホと 共に 切 B してが 果てた が歸 つて 化 なた ぶ 村は 巧 おは 巧 人の ホを たりと を かし 



•自分は 立 おを 切つて 巧 巧に 义 たつけ 共 中に 巧び 这ん で朵 てち 
历 くもの 其 化 巧に 巧 巧され をはを かつた* 

今 こ-* にむ そじな りの 日の 致を 
只】 時に かへ しぬ るかを 

旅 ホの がせ 

巧 ひを やか 田の 里のを のを 

今 もろともに 巧えん ものと 

# 香 ミ 女 —— 

天 正 十六 年 巧を 公 九州 征 巧の 巧 蠢曼蕃 の 屋お なる をが 裏房寞 曲に なおした ので 
蚕 Ja 川 S 军髮考 けれど* ぎ けれ 蓋す は堯 する ミが 多い。 

そこで 和 陸 をん れて巧 装島 馬ヶ岳 Q 董へ 巧び 滑酣忆 及び 油断を なて 巧 妾 娶がお 巧と 
いふ 3 ホに 向 ひが 房を 巧 ミが f 五十 餘人其 か 一巧 ホく 巧と り ホを 巧に すると 巧ち ♦ 
ホは 左の お 世を 巧を 巧して 巧 化た。 


}扣 


なか*^'^ にき & で 巧 をん 巧 お 

たが 爲 になる はた もの、 ず ’ 

菊 子 

ル 野 巧ず 守の なに 巧モ とを ふ ものが ゎつた。々 ネに をんで ゎた。 巧 巧 ホ 巧 信の 荣臣满 川 巧 ホ 
の ホへ おしてい くぱ くもなた ねに 夫 ホ ホは 巧が に 服して 巧 巧へ 巧 おした。 

巧 子は まに 巧つて おひ 悲しみ •つゆを る、 巧な く あひ餘 つて 文の 中に 右の 巧た 書き 巧 先て 巧 
化に 托した が •其 船 逆 技の 爲巧 破し で おは 化 前の 巧へ ホれ ついた 0 

浦人が 之を あ古屋 のみ 陆へ 届け セ应 •太 巧の 目に 止り なれ & りと 思しな され •巧 ホを » がさ 
八た。 菊 子 ぅれしく 二 己の » を 上 巧に 入れた 0 
巧 あらん 巧 巧 もしら でた のみつ る 
巧、 むを ば たれ わかこた む 
〇 

わごとの なれを 巧む 天つ 神の 
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c I ろに かへ る巧ゼ た r しを 

ft 田の 巧 子 

あ 子は 巧な 巧な 守な 吉の 巧た にて ちかの ル 济巧田 孫 八が な 巧の 巧で ある。 

ホは 巧 巧 巧 巧 五郎 左 巧 門ち 免と 數 巧の 巧爭 をした が •不 なにも 利 あらず おにれ 巧して しまつ 
た* 

化の 兵 a のな 勘で まのを モ はなと をり 丹 おおに * る 事は 巧 ま 公が M を •化 巧】 の 丸に 巧へ た - 
がな 巧た を やかを る 巧に 巧 仕へ サ ょと 申された が •斯 はつた 太 間は 巧の 外 也た 怕 をし •ま 田の 脚 
岳 巧を もを W をな てな どした が 化 ホは を剌爱 してみ 正しく 淸き あを 遺した。 _ 
巧 やすきょ その おにを れ< て 

つれ & を かげに 巧る 時雨 巧 

み 黄 《ゃ i 1 

巧 お征 巧の 時大 明の 大巧 巧 山を 巧し 時 毛 巧 まの 手に がみち 巧々 « 巧 巧す* 

其 臣が巧 時 中な 曲が 時： 巧 用に ついて 他所に あつたが •ま 人の ホ 巧の りければ 巧 R 巧で 



走り 來れ ども 巧に 巧みて た 巧だつた 化 巧を かみを をが 0' 主人の 巧が の 巧で な 十た ホに 切つて 
S をに 迫 かを をゐら ホた。 ， 
をのにあつて此事を历いたまは巧あでないことを路め， まのサかけての突^:^も巧らにはサし 
と ホの あおに を 華な を 也货 かにょ みおり 左の 巧た 超を に 巧いて 自 をし 貞女の 巧を 現は した。 

巧 化の 山な ひて ぞ 巧く 巧り おを し 
巧が 言 おを おのが 巧に 

ル 《左 11 かち 1 

まは 化 田 巧の ホで ある。 共力 人に 巧れ まの 道 も ホ 巧 子に を とらな かつた。 

ある 器 巧 S に & 十 あのを 化が 爱 込ん ち 之を 知つ たまは を 刀を おり 班し 巧を 立てす 
なて 大 ホに 里な をを はせ て 其な お 巧に 入つ てな 入つ たが •巧が 明けて からま 人に ちかかけ 怪巧 
人の お 末を & さしめ たと 一玄 ム程美 おを ホで あつた。 . 

このみは 夫 左 巧 かが 人 巧の ちが さる、 «± ホに ょんだ と 云 ふ。 後れ 中た 棋 上に でのり A け A 
♦がた から S 州 ま 田を で】 巧 巧には サ 下つ たとい ム 勇は の 夫に 劣ら & を 人で わつ b * 
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巧ち ひを 圳れ にしけ ふよ 0 は 

& を々 のな と たづ わても 巧よ 

本 下 glR 子の * I 

なおの ホで 木 下 巧に 巧し ネ粧 ホに おれた ホ 性でぁつた。 

巧 長 お 年 巧を 化 見を お 巧して 協 巧の 身と & り •長 W 子と 巧して か 逆に 入つ たが •安よ その ド 
甲 巧を をを 巧 ぢ且を 菊な 巧で かなを ホり しを おしく おひ •巧は 夫に 離刖を 迫り 巧を 巧つ てず，- た 
送り •目々 は 巧が » と 云ん 巧で g み 院と坊 し 尼と なつた。 

かやは ぅき あに かへ てが ならん 
まみえぬ ちに をく るが を 

義川お 夫人 —— 

巧" か. 巧 器薑は m 長 五 年大阪 玉 巧 Q 尾 挣 Q 留守を 聞 《 IQ た*； 5 ける 夕君 一一 京 
巧 大名の 美 まを 巧 绒へ巧 入れ 巧に せんとし •化 巧へ も 巧々 巧を を 這した が 斯られ たので 巧 お £ 
六 百 人で 巧 巧を W んザ • 


15¢ 



巧 室は 之は 巧て かく あらんと « ちして ゐた 事と てを 人 河 化石 兑 •小 笠 巧 正 巧 等を# び 出し 押 
一 {に义 を かけさ ホ 

正 巧 介錯せ ょ 巧れ 生きて ホみ へ ざ りし 人々 へ 巧しての をに 見られん 事 也ょ からず 
とて 巧に « 面た 巧 かけ 巧を をけ 刀を かに 巧な て、 自窗 す。 

夕人 をを*々 の 間で 切 巧した。 

この ホは 巧を にもと 詠まれし ものである。 

化 巧 病の かがた る 巧 悟は 巧 田に 傅 へられん。 

ホ ザつ は 同じ おりの かに も - 
まさりて 惜しき かな 〇 けり 

は 上は 日本の まが —— なが —— 巧は 巧が I そのが おな 節を を ムサん がちに 化烈 人を なかし 
むる 巧 巧た とつた ので ある。 

日本の 巧 子には 巧± 巧と 云ム ものが ホつて 千古 不 没に 「日本 WJ を 傳へ巧 < やぅに •日本の 
女に も r 負を と 云ろ 季の 《をに 化が & 化 巧を 女を が# 道と & つて 巧せ に 巧つて 巧〜 かぅ 
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L で 日本の 巧 子には 化 田に！！ る 思想が 存 巧して ゐる曲 > 

日本 田は 巧え ゆく 

永遠に 巧え 巧く 、 

- 偉人の 巧 

古今を あじて 巧 人と 一 おはる、 人は •其の 巧も义 巧せ であり i す •なを 巧が 巧 人は 時代と その _ 
人の 巧 境が 大に 巧つて 居り i すし 又 共の 父親 も 相 巧を 人では あり そす が •第一 化を 化 人たら し 化 
むる には 巧ん とを つても 其の 大巧み は 切 おの 力で わり 4 す。 _ 
自分の 命よりも 大切を 巧 子を しで •より 网い 巧に 化 上たい とは 何人も 西ん 事で あり i すが • 
それには 巧自 みがより 用い 巧 巧たら ねばならを いので わります。 即ち 云 ひ 換ムれ ば •モ 巧の K 
巧に 巧 息す る 巧であります •子供を 巧む とま ム巧は •巧んでも をい «く •たるい 巧であります 
が •化の 子供を ザて 上げて •より 麻い 巧に 巧ち せしめる 事は 仲* 乂化巧 でありまず 〇 # から 巧 
< 申し 走す。 紀婚 におして ホづ •其の 巧 方の 化な 等を 調 ぺる必 巧が わると 申します が • n ド ♦ 



は 父 巧よりも 巧 巧が よくなければ なら & いものです。 なる にせから r なは 巧み」 だと 申し か 巧 
にも 煞责 巧に a F モを ホむ ダけ が 巧の 巧が かの やぅに 誤 保され て 巧り ました まは 巧に 巧が な ♦ 

で ホり 4 ず。 巧く 卑邊を 例を 申し 上 ぐれば •如何にな 巧を 巧で わ 04 しても •粘 主の 中へ »い 
た « 子は 生へ る ものでは ホり ません。 なる に 主 城の よい 黑 主の 中に 巧いた 種は をに 生* した 芽 
が 巧 A す。 之を ちへ ましても かの 善 おが* 大 & る枯 巧の わる 事が 明 巧で わりまず •なし •ィ、 

かで わりましても 化の ホを へた 植わに 光と R 巧と た 巧へ 巧* はおを もやれば 十 •も 巧なず と 一 古ん - 
* にが 養す ベタ モ をを おらねば 巧 角の 芽を も 不完を & 巧ち に 了る もので ホり ます。 こ、 にせた W 
る 人が 子 おのな 育 ホ 法を おる かがが わります。 a ド 々を 產 むれ ひを 巧は 人 巧で なくと もぶ でも 一 
產 みま 卞〇而 し 二の まんだ 子を すて-* 立报 & 人に する « にがて 人閒 としての 巧た る «值 がな 在 
いたします 0 

n ドモボ をれ て 先づ巧 一に 舉ぶ ところは 責に 巧の なで あり 走す •そしてみ ボタへ ぱ ホん 巧 も 
巧ひ， 巧が巧しめばホん巧も泣く。 かくして巧後も|^|^^，'すぺてのものは巧<*から生れる0 
巧の S ブモの 巧は 百を と & つで 一を をぶ 右ず る 4 ので わりまず 0 



何ん とちつても 3 ドモた •よ 0 かい 者に しようと する には 巧 巧が •より々 い ホが お 大の條 か 
で わりまず" がして W おと 雖も所 ew 巧た ホ* ホく 巧ず る 画は 世 巧の か大强 W でありまず 。か 
. つて ナポレオンは r 英 W も 在 原し 巧ざる に ホず •その 巧な の 巧を 服 巧し 併ざる な 〇」 と悔 巧し 
たと M ままず が 誠に 共の 通りで わり i した 0 

なのか 日の 巧 巧は •ちか 東西を 通じてな 人たり し 人* のが 巧 巧に 巧いて 化べ 而わ W 參巧 にか 
しを いとが じます • (ブザ ♦なをな) 

. « 化 » の 巧 

化 思ボ四 お 歲の 巧で あ 0 ます〇 庭に おんで おた をのの 巧が ザを 仰 ひで 小 巧を « けて 居る •す 
ると 「> かあさん •天と まふ ものは】 « 巧んで す」 とか < の でありました。 巧は 化の あ ひがけ 
& いが 子の 巧 問に 少 をました が 「天と いム ものは •わの 巧り 畫 でもな でも おおぐ る<« 
つて 化いて ゐる ものです」 とを へました が 山 巧は r そうです か」 とはち つた もの^. 又 庭に 巧 
ぴ巧ゥ て • g く 天た をて S かない •巧は 「どうもす 巧な だな ア」 と嗔 聲た« し •天 田の 巧妙な 



to にお じ义 つて 居た との 事で わり i すが •化の 子供の 曼 巧に 巧す るせ 巧の むがけ は 大切で わ 
りまず。 § 「そんを 面 巧を 巧は を 言 ひで & いよ •スが 何んで す。 を かあさん はそんな 巧に か 
か 0 ては 巧な がで をない から」 てを 巧で 叱りが ばしたら •か 何に 子供を して 失望 ホし める 巧で 
わり ませぅ 。を 失望 どころ では あ 〇走 せん。 子 化は 此の 一 叱りで 巧 角の 芽 生へ を •ちぎり 化ら 
れ たと 同 おにを ク ます。 

义 山 巧が たおの 時であります 〇 巧と 一巧に 父を 巧 ひに 多り ましたが •とぅ < 父が なつて 巧 
& い。 共 時 山 巧は r をを 不巧唯 ホ 巧 J とちん 詩を 作つ て 巧に 示した お •毋は 山 巧の 巧た A で 
で ホ 巧に 之を ぶめ て 巧 也 其の 文ネの 非凡 さた 》 び* した" がるに 山 巧は 巧 おで あるので 巧 のぞ 
公は 一通りで はない 〇お にち をを 

r 身 也を w 之を 父 巧に をく 敢て毁 化 ホざる は ホの 抬 なり」 の 巧を 引用して 色* 巧め たと や 
し 4 す* 

又 巧は 山 巧に g 本た 舆 へて 之を 括と し • 义 よ < ホの 巧 ミ 巧の かがた 巧して 曲 かせ i した® 

かくしての® の 义 ホと 义 巧とは 巧に 巧 少〇巧 巧 か はれて 化は 二十 二 歳の 時 『日本 かさの 著 



を 巧め たので わり* す e 

植正 巧の 巧 

正 巧 はな子と 云 ひ 萬 ま 小 巧を 房 》 の ホで をり ± したが. 巧 ホ 知の 正 巧が 後川で® 巧 わる 
し 其の 巧が 届いた ので お 巧が 切 ほしょう とした 時 •巧を 巧と しても 巧り 巧て たえ Q 巧が t なて 
は氣も だんが 普を でを らうが •ここが g 巧で あつた 《 

『これ 正 巧 •かにだつた のか、 さは 巧と 云ム巧 巧な へです 父が ホを M された は •なでを 
しく 皮た 巧ら せる が爲 ではあります をい •义 巧ら に をら へて 父のを を 弔へ ょと いム ので も わ 
りますまい 。父の 亡きを には •巧な が 巧 居して 巧た 惟し おる に 相 巧ない。 天 y はを 巧に 巧を 
植 に巧ぴ 巧の 巧 巧に々 を 痒げ 命を おつる をは 至つて 少 い。 さう をん 時 こそを W 化の 巧に なて 
巧り を おを 擧げ てれ 巧を ぞんじ をれ との 巧巧嘗 であつ たと ホは 巧に 傳 へたでは をい か 〇それ 
を ホは をれ たか •化 のぞ 巧は 巧まで す •こん &1 去 ひ 甲* のをい 也では 巧の 巧 用に もな つ « は 
巧 巧を サん〇 何た うろた へて こん & がましい 巧を する のです。 ♦巧が 父ち の 巧 巧を 態* こ、 



へ 送つ で來 たのは 巧の やぅでは ぁる ボ左 なでは わり 4 せん。 をはみ ホの か 巧を 巧かん 巧 巧で 

わり 4 す〇 それが ホには 解りを せんか」 

この 懇* たる 巧の 巧 葉 •且つな を 且つ 四ます 话の巧 巧 •わ t 正 巧は 化の 巧 母の なに H がと し 
で 大巧し •忠孝 雨な をを ふしてた 上に at * たる 名を 巧した ので ぁり ホず 0 

ナ乐 レオ A の 巧 

巧が ナポレオンの 巧は コルシヵ 息に ホれ ましたが 時 供度爭 中で 巧 巧 だと かな かと か 巧は がが 
や 新 巧 だと か 力 至は 風 巧 & どま ム巧來 事で a ゃが なち 踩 いで 居た 時で •化 巧な 巧 巧に 巧つ たの 
で •自巧 巧 巧たら しめました "その上 年頃に をつ てジ卞 I ル. ポ ナパ I 卜と云 ふ 巧 巧の M へな 
を 巧 人に# したので 巧 おに そを かけた わけで ず。 

か、 るな# を 巧と して ホれ た ナポレオンは •其の お 庭が 育に がて 巧る 技巧 •巧 普 や 巧ず はか 
に 宵ん。 共 上 巧は 巧 度 表 巧の 巧 t して 曲 か ホました" をして 常に 爱 にがれず •おい、 むを 化して 
机し i サん 。不規律を たさず •みしで も 命令に 巧く と* «し< 么を历 し •巧して ち 借いた しま 





♦んご c のかを をち な 有-に 人と をつ た ナザレ オンで わります から お A 巧の 戌 巧は » ホで わり* 
♦人と t て 巧 巧 某 巧を 舉ス をに フブン K の惡 にみ るに 至つ た 事 V み&を 巧み 時け 0 
接の おの お 巧でぁります。 

义巧靠 巧に* ミを いを 捂人 ミミと 申します タナ ぶレオ .ミ か 宵の 巧には な 會へ一 了 
〜 外】' 巧の 外出を R し 三寸で も 子供の* 度を あにし をい。 をして 常に 寬大 ょりも 寧ろ 巧* に 
.泣 ダる 程 S ホを いたました。 そして ナポ； シ がい、 f した 巧 巧と して ャ 1 ペルと 一 
>錶 おも ラ •ソ ハと を舆 へま . J たち まがも ナポレオンを して 襄巧 人たら しめた 巧みで わ。^ 的 
.ナ〇 ナポレオンは 巧に 巧いて •もぅを つて 居り* す^ - 
『がの 巧は ホの W に 巧の 巧を つけた やぅに 巧い な 人で w には 常に かを むが 巧え て & ましと® 
ですから t 巧を 明かに しるい こと も 巧い じて をる しませんでした 。巧に がの 巧のを ぴ 
しかつた のは 規律と* 巧で •最も 巧の 15 ん だのは g を S ム 辜でした J 
化のを 巧に ょつて 平素の 巧の 敎 ザ 法が 巧 » でぁり まて 



ロ シ A 卜 A の 巧 

• 、 

西義惡 巧 Q 大扶領 として 冗を S に 度 ひ •巧 f 結んで. 苗 書 年 5SS に SW 
も 治めて は 两利民 おを 許り • i 人 あに 則つ て* ぶを お理 其々 を ミと して 世が & いて 居る 
大值 人た るヴ シン トンの 巧は •巧* どん & ホで あつたか。 

巧 我は ィミと 15 て 正直で 裹 なお 人で わ ミした 夕蔓 はおに 書 重 か 《巧の巧を- 

爱 致し •其 化 5 巧 巧た まと ホる 本た 愛 度し ましち そして 么をヴ シン トンの 敎 有 資巧 といた W 
L ました。 巧は ヮシントンが 十二 歳の 時 夫に 窒を •面 巧 十一 人の子 供を】々 に 引 巧 ミ 么- 
.たが ザし もわ镇 W ホで R も g おで 且つ •どを K* として 巧す •へから ざ* 戌 つたな 人で 
.わつ たそぅで ス そして か 巧に も 巧し く ヴ シン トンを 可考 かりまし ち 巧を の 父と わ ちら 
れたヴ シン トンの 巧は 田 5 巧から が裙 f をけ ましたが •其の 碑を に寞に 「ヮ •ご トンの 
巧 ィリ—」 と祀 された のでを ますが f 世 巧の 巧 人 ヮシントンの 巧 & る】 ホは 吝の 巧を 向に 
#り« かしい 文 巧であります* 


後藤 新 卒の巧 

IBHIQ 】 給仕から々 を跑 してぶ 巧 か 大臣に をり 义巧 かの 化 おとして】 化の 人な を 巧め た 巧 g . 
蒙さん。 化 S 人皇つ た Q はまし 其 S 利 李さん で t * しち モ巧 S は霎 化の 人 
で まを 硏め おを ょくし 巧し みとして がを ちそ こで 巧 も おいで 巧て わら かがが かきで • 

牛が ては 巧聚 をな 巧 まのを 訓 として モ 巧の 致な 資巧 とされました" 

そしてを こ 巧 子は お 泣が うては をらぬ」 とがへ ました。 モ爵 がを がか 時 含 ホに 寒を^. 
がら おまず 屈サず 奮历 し 今日の 袋を 築 至げ をた のは f に 巧を のた まもので ぁりまて 巧 I 
をは 常に 雪を ザつ て 不足 f お f 治 《李 差で 累る i 一日を とも S 日を をつ た 

ま& かつた と 中し* すが •か 葵 お 人蓋忆 巧つ だ t そ 子 巧 Q かを 轰をモ が 出かた ので わ 

り 1 M せぅ。 

% 

巧 敬の 巧 


や巧宰 巧のを にがてな 治の 神が として* 否す をの 政治 おとして 輝を 巧し セ あの 巧 巧 氏 そ も 化 
かにして こんを な 巧を 人が W がた ので あらぅ か。 ' 

ちか 十一 一; 歲の時 父が 巧 をれ たのた •其を は S の 手に を 育 ぶれ ましち 思。 ッ子 さを 云 
づて》 巧み巧|||<をか丈夫で* 常にスパルタまの度がをが巧をなで3,トモのを巧をされをした* 
ぶつて なさん が 他の モ とを 巧た してが つて 來た時 • 

『どんを ぎしい 巧で も 化いて はならない •巧の 巧と 云 ふ ものは •こんな 小さな 单 にかす ベを 
もので & い。 をが もち】 巧では & いか」 とおへ るので した。 

文ょ くせは 『ホ 棒. 一と 云 ふ 事を 巧へ ましたが 用 情を お 氏 も 化の 巧の な訓 にょつて 幾 巧 か 辛# 
いたしました。 お 巧が をに 巧 巧の 巧を とを り •大臣と なり •政な 多 逆を 時で も お 年 一巧は な 寒 
L て 切を 巧 ひを をが むる にを* の ホ 巧を 巧され ましたが •此の R 巧に L て 化の 巧 巧の 化を な* 
た 子が 巧來 たので あ ます • 

力— ネギ— の 巧 



財 巧の々 人サ 巧】 の大 々待々— ネギ I のせは 巧して どんな 人で あつたか •彼のせ は マ ー ガレ 
ブトと おひ •スコットランドの ダ A ファ リンと ちん 町に 生れ 4 したが 化换 のみに なした が 夫に 
を < 則れた ので 巧 ひ ホえ た 化を ひを， 初め’】 巧 巧に め 八 P かの 內 なをいた しました。 この やゥ 
& 巧两 をが 態です から 下 ホ 下 巧を 巧ム どころ では 無い。 おおとしての 化 ホー 切を 片 がけた. で 
化の 巧な をして ホ 計を 立てねば をらない から •いつも 巧 中を 批 かねば ならを かつた のです 〇そ 
して 化の 邮に 二人の そ 供の 訓 言を サ ねばならた 。彼等 一美が ホ國 へが おしてから も 力 I ネギ I - 
はぉ まの々 巧へは 巧け ず 巧に 請 ホ や 巧 ホ さては 巧 術 や 代な 巧を 巧 ひまし わ •又 巧は 化に 「何事 W 
もす ホが 大巧で ある。 ましい 巧を 辛抱し をければ •ない 人に なれを い」 とおし •义 『世の中に 一 
はがたち のはす ベタ 仕事は 澤か ある。 正しい 化 巧を K をに やつて ちれば 人から# 巧され てサ曲 
からなくて ホらぬ 巧 用を 入 わに & れ をす」 とち ひ •『又 化賴 、む^つて はいけ ない』 と 云 ひ M 
かされる のでした。 . « 
巧年ち萬のホ4^^た力》束？|-1が化む窗を巧サず之たホ巧人巧の巧四ホ义ホの平巧の巧に簿 
巧 財 巧の 偉人と してぶ ♦に 輝いた のち その 陰に 化の 巧の 不 新の 努 とお まの 生 巧が あつた 


からで ホり ませ ゥ。 

巧 末 K 軍の々 

あはヒ ♦モさんと中されましち 夫は夕巧巧わに八^^おでおれ薑~^い 〇でーニ人含 ト モ〜 
それ' 内隨 をし 群窒 面で ヒサで さを 時* S 通 ミされ たと S でを ます。 巧 巧が 
十吉巧0或日《ミ ト」わまら霞と^£道0仕合を」了席ち受若投を值」1管せそし 

た。 巧を には R つたが •お 巧を をし では 申 巧け ない とおが がいて 切が して 中 巧を いたさぅ とし 
た。 化が 巧は 

『無人！ 巧た する —— この 不幸を が！」 と R 弟を か トーげ* さて 

「何と 玄ム «&モ だ。 巧ん と 云ん 小 巧 巧ない モガ 〇 わかの 父 や 母は •たか 一’ 人を 切 化させて 
巧つ てみ て 居る ょぅ & 人閒 では あ 〇 ま せんぞ。 切 化まず べき 巧が あるなら 父を り 巧な^ ゲ 
自ら 介 巧して 苗た 切ら ホ 4 す。 巧のを 臣は 巧の ホモで をくて は をら ね。々 にん 〇 か、 つた 麵 
巧を 巧 か 父 や 巧に 巧 巧け る おには & らな いのです。 をの 化の 事が がらた わがでは わる ホい」 


1 巧— 


巧 年 巧 巧麵 々たる 巧 神 力 木# 巧 t 生ん ガ のは' 化の 巧の 软訊 でありました 
《ち it 軍の 父篇 はち 州モ巧 S お臣 であり •小 ま 巧 ホの 巧 家畜に？ 、特に 馬に 乗つ て 
わたがる 巧は* や ホぶ ものがなかつた •しかも 淸 おおが でを « のかく 用を &K に 於て は# 古の 
おな の 的と をつ て 居た と 申します から •が 巧の 大か 薄の 權化も 化の 父の 巧を ネみ にを けられて 
居ります。 

■ 

東！！ 元な の 巧 iH 

.東洋の ネル y ンと * はれ， お 比の お# と 蒸め られ たる 元 卸 ホ 巧 伯 巧の 巧せ は •ます子と 中 さ 
れ をす。 文义二 年の 巧で あるを 麥 にがて 冉ホタ の 巧 巧を 横切つ たと あつて 外人を 切り おて た ホ 
巧 か 大がぷ とを つて 黑 おの 巧來 となつ ち 此時巧 寒まで も 一二 人の 义ホボ 旧が となつ ち 巧は 末 
つ 子であつた サ八 巧に 巧 ひ 

「これは 巧々 たちの 巧の 門 巧の 放 ひに 進 ザる 巧 巧です 〇 1 ク放 つてを くれ。 特に や 八が を 前 
はま ダ 十 セの ち ちぢ や 東 巧の か だとを ふ 事た 忘れて はなり i サん〇 来* 思 苗に ゎづ かつた k 
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/ - 

0 

ホ おに H しでか 上ない おなしの 報です 〇巧處 巧 もちら しく « つで •初陣の 巧ち を わげ て さ 

I 

い。 をず ネを & お 巧を して 人に ち はれを いょぅに』 

と设 としたを で 巧* と M かせ* した。 

なる に 問 もを く ィンく！ •々たる 巧 の響 矣に r を 城が せいく J と W ぶ聲 がすを 化 巧で 
す。 巧 巧は いきなり •臺 a へ 上つ て 下女を 胥曲 しで 巧 摩 汁た 作り 大 をに 一 ばいを 二人で# いて 
}^|^^を上0て巧に巧ひました〇 巧；|||巧巧巧をでザ巧々 *-^^も巧ほ巧るを城たさして城ートの小 > 
Rfc 右に 巧れ 左に 曲り 川の 巧れ に 巧ん て ひたを りに 巧く のでし ち わ 
を 巧では 巧 豪】 面修 巧のを と 化し •加へ て 小 巧が ふる 中で* 巧 巧 古 巧は 挪】 つで 巧联し — 
で 居る。 やつと 化り ク いたが 平 八 巧さん はお 巧 巧び をして お 走した 0 
化の 巧を が ミで 來られ た 巧# ホ。 それは 巧れ 呆 てた 至 •今朝から S 羣 田に おを 巧 • 

る R さぇ & かつた 勇堇 がが も かわの 巧 摩 ホた おて-巧 にを 军 を おが】 時に 擧 つたの も 道理 
であ 0 ♦す •やが でな をは » らぅと すると •兄の 四 巧ち 巧さん が 
『1¢ ■八 •路が 時く でせ 上〜 大 A ぢや〇 そこを を おり やせ』 


と 云は る〜 から •巧の 手た おらう といたされ ますと 巧 堂は 「いやず 米た 化ぢや ものな 一人で 
歸れ ます。 を 怖には® 爭 といん まいな をが ホる。 巧の 事は、 む 苗し をいで ょいから •« いて わて 
た 巧れ」 とを ひ 巧ち •» しい お 巧の 曰で 平 八 巧さん をち 遺つて】 人で 下りて 巧 かれた との 事で 
あります 0 • 

がと 云ん うるは しい 巧と しての もで ム いませう。 巧を fc 犧 ちとして まで も 巧 巧の 中卜く r り 
巧け •一を 巧つた】 をの 産 摩 ホを 巧 ± にさ、 げた 巧 ましい まし •巧 も 子を 巧ム 爱 になれ ず - 
『を 前には 巧い 巧 目が ぁる」 •挪 
の 一-すを 巧して 後を もな 卞に 走り去つ ちその 悲痛を •む ♦•後年 大巧 か 萬ち 不朽 0 名が とし 一 
て 世# に 其 名た A かさる、 もまし 化して W 巧では ホ 0 ません， 

巧の 巧 巧は 今日はを で 留めて 巧 さます。 • 

♦ . 

义豪 もしての ダ— チの 巧 

小 おに 狩に 度 端に •す* 巧* 巧 玉を つらねた 名 かた 巧した ド ィブの 义棄ゲ ー テが •巧に 化 曲 


に その •♦ゎ 巧 ひせみ 的大 文を のをを 化せる やうに をった のは •* になの せの « 化が 典って 力- 
が ある • 

ダ I チの 母は 非常に 性來 かが & •を かるい なじの 琼 人で 乎 供に 敎 ザ ゎ 巧け る 8^ もを が . W み 
の 巧 一の 天 化で ホり •唯一の 著び であり 樂 しみで、 も あるかの やうに •巧ぇず- - コ"^ して お 

ち 

だから 化 ホが ダ— テに •巧 巧 や 習字を なへ る 時で も •义 面白い おおを どを して 聞かせる 時に - 
も •彼 ホは かお A かさう を表愤 をして たるので コ ドモ には •たと ひ ホ ひな# 巧で も •又を もし の 
ろくない 學巧 でも •それが どんなに か 面白い おに もがを に をらねば ならね 舉 巧の やうに あはれ - 
たので あ ミ。 

だから ゲ— テは. 何時も 巧の 巧を 離れず 巧の 明るい 表 巧の 中から 义 その お 像に なんだ 上手を 
を 巧の 中から. 詩の やうな •昔が の やうを 化 術 ホを 巧らず！！ ら ずの* 一にぶ 巧した ので ある。 ダ 
— チが 话 から 拍い たおを をぶ だち などに 巧く 历かサ たが •そんを 時にはが は 巧から 访 いた 話に 
自分の お 像を 巧みに 巧 么んで 一 » 面白い ものにして 巧した。 だからぶ 巧は ダ— テの 巧を 化 0 巧 


いて 離れを かつた とい ふ c . ♦ 

ダ— ブ の 巧は 學柯も 巧 < 

- * - 

巧 ホ も フランス語 ィク リ— 巧に 通じ 

を 巧に も 巧 ホ 巧く • 

同時に 的 通で わつた。 • ， I 
巧が 明るい 快活を 性 巧の 铃 またる に 反し •ダ I テの 父は 巧 格 そのもの、 やぅな 化 巧 面な 人で 
智 的に のみ 巧いた 诸 固さを 持つて ゐ た。 而し 
巧 おで 巧 あまで。 

ダ ー チを もち みのおには めでが 巧し やぅと した。 その お 巧は 失 化で ダ— テの 巧が をめ 巧す る 
美拥 ともい ふ ベタぶ 巧 やお 像と かいふ 大巧を が 巧の まひに をる もの’ は】 つと して 父の なまの 中 
には 巧な されを かつた • 

凡 巧 面で 巧 的 ー ホを 父の g 育に •巧の なかい 巧 的の «す がか 巧され 調 かされを かつたら ダ— 
すは •巧 日 世み 的 文 ホと をる ことは 出 朱 & れつた かも かれない。 


それは 巧を •を來 の 天才で 而も 巧 y とて 可なら ざるな きな 才 であつ たから。 

巧は を 巧 おとして 〇 或は R # をと して。 巧は W みがち どして 

そので 巧に 一頭 巧を 化 <學 ちとを り 巧た ことは 巧 « し 巧ら れ るが •少 くと も 化た して 「フワ 
々スト」 の 作を たらしめ たことは 巧い ホ 巧と 自 曲を をして A 巧を る 巧 像の 化 巧を 巧 時から 
巧の 巧に 巧つ けたのは 巧の お 庚であつた • 

ダ— テは 巧を この 上な く# き驗 人と して 祟め •自分の 報 おの 持 人は 巧を 巧いて は 他に ホ めら 
れ ない とおつ て 居た。 

ダ ー チの 詩の 中に 

父に 叱られて をに をれ 化て 小さき W のがしみ を •そこで ひとりで 泣いて みる コ ド モの巧 
へ、 巧が そつと ホみ 寄つ て 化を おでて か < をの や はら かい » の やぅに •やさしい ザ 葉で 
なく 子を がめ てゐ る。 

を 巧を どを お出す であち ゥ 。をはを ダ— チが 自分が 小さい 時から おに 巧 巧た なて 巧 巧して < 
れた巧 fc モデルに してけ つた もので •化の 巧は ゲし テの W になに 巧さ感 梢と 巧な との 中に 女神 



わか < まきて 居て ペンを をら サ たので ホる • - 

何れにしても 化の 巧は •せ ホ 的义 ホに 巧 お 的の# 人と して 巧 巧され てゐ たので •此の 一巧た 
なて巧でもゲ1テの巧は々いあ人でぁったホが巧かれる。 

- 義太夫に 現れた 和 日本の 女 お. 

まとして ま 太夫の 巧 巧に 巧れ てがる ホな になて ♦を i す 0 , 

•1 おに 淨巧 巧は おも 通俗的に 人 巧を ま 現して 之を® 善 g 盛の 資料に 供し で 人、 むを 巧 化せし A 
夺 ぅとした. もので •とりわけて 巧 太夫は ザ义 かに 節 づけを して S ホが のな にを ホセ 所に 一 » ぶ 
巧 力を 巧 刻を らしめ ます。 がして 巧に 現れて ホる 女性は 勿 をげ をの 性格を みみに 待つ ており ま 
ナタ それは 麵て其 時代の ホ 巧の おおや 值巧 やおんで はか 性のを なをが おする K にがては 則 巧 
變り はなく •巧 も 其の 半！ 面に 其^ ^*4;^ が 巧 ホした ホモに 巧す る K 育 ホ かを どが 巧た で 巧* なる ホ 
巧に めで ホ 子 巧 W 上の 多ち とを る 化が 多* ぁる 巧を なじます 


> 巧 崎、 か 中の わ 巧 

を 初が 巧 兵が とを つた 時に r 力を つけて 押し止め’ さて < いかい 巧を 巧 •を ま 故と 巧ムか 
ら巧 しおし ゆう ホし •さ 〇 を がら' む鞋 にあ 巧せ •大 おを がれさん しても •をみ 蘇 巧の みでは 
& し •どうして をり とも 谊く 分は •まが、 むに ある 事な り、 まふに あはれ めみ 時は •化サ ばかり 
のめ おか •左樣 し セが のないで をし •，死® をた かの •化 化の 山 •一二を の 川は せく 人 も、 せかる 
I 人 も あるを いと •ななく 勇む 詞の 中’ 淚に 巧んで 云 ひさせり」 又を かも M じく ホを 合せ 「こ 
& さんは 菜 まし やで ハを の 巧 巧に 逢 はんず をれ ど ••まが 父 巧は 巧で 此 世の 人 をれば •何時を ム事 
の あるべき ぞ. « りは 化を 明き たれ ども •を ふたは 去年の 巧が の •巧が 必中 お ホ ホの •明日は 
在所へ 曲ぇ を ば •巧が か 歎を かけん •お连 へも义 ホへ も 是が化 世の 巧 乞 ひ •せめて. むが 巧 ひ & 
ば •ホと も 兌ぇ て くれょ かし •がかし のせ 株 •を 巧 巧し の 父« やと •しやくり 上げ < ホ も 惟 
i ず 歎く にぞ」 云* とお 巧し ますが •此 場合を 巧の 女性は 自 々のな 人と 一巧に 巧ね と云ム 喜し 
さの かに 巧に を 面して 巧や义 おの ホを 思 W して】 义 •化を おし ゆう 色 ど 0 ており まずが •そこに 
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女 也の 任しみ が あると な ひます。 巧の 方では ホと 巧め ょ o かにち へが 巧 ばを いので サゥが •を 
が 本 巧の ホ 性の. む 巧で あ 0 ます。 

m 

た 夏 清 十 郎のお 夏 

■ 「巧 こを 甫十 巧を をの 妻、 化 棋屋の お 
ホ ち •人* 0 巧には •同じ ± になめ て セべ 
^ , 南 お大悲 巧せ を •巧け 給 •へと なち たるが 
§ みのを かつみ， 明が ぐつ とお 姐す」 云 A 
£ 化の お 合 お 夏の 叫びと 其の 作は •か徊 に 
も 作を のな エが 現れ 巧 ダて おる。 お 度は 
• HB 巧の 化で おを 年 かは 巧づ 十九を 一十’ 歳で サゥが •化 のぞろ 巧 かをるを 巧は 柔 いを 夏の 女を た 
臺 なしにす るので はを いれと 巧 はれる おもを いではありません が •近代の 女な 巧 磨 中は 化 巧 巧 
左】 巧に 比冀 巧を まんで 巧 現されて おる やぅに 今 もせ も ホ 巧が々 を かけた 巧とは 巧んでも 1 55 
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、 


た 巧れ まいと する •いぶら しい】 を — r がし それが 麵て はち 操な をの 巧みでは わる •只 此の 化- 
- みなお 後の 手段と して， 自 々でせ ホを 巧へ 巧を 剌 したのは ホの 巧め による 巧 也と 巧 倍は 寧ろ 巧 

も 護ぐ もの、 ある* 巧 ♦も なられ やぅ。 ^ . 

* . . 

天の 賴惠 の 小* 

『、む 巧 0 の ホを らば •いんて 巧に や J K - 
對んて 「巧 もを い-^ ••こを さん おめで W 
W を 二人の •モ 巧の 巧が 巧に か、 をを 一 
^ ホの 圾を 0 】 s は 本を に ホを がが にを 西 • 
# した 時の 也 巧で 母性 巧の 巧 巧を 愤は 蓋し. 
女に！* 特 t せ 格. の 一 かで ある。 巧# の 巧 
丰 巧の なと M じがを r 何もない それは 其 巧で ある •小者 自 みとして は 巧 巧に. む 巧り は & 

い。 巧し 治 兵 A には 二人の 子供が あつた。 小春 ど 云ん ホ 巧が をを 巧した 巧 •をの ホみ 巧と 也 中 



する に 常つ ては 伯の、 む 巧り はない 〇 おし 彼れ が ホを になを つた 時， そこに 二人の モ かが 氣 にか 
かるので わつた 〇 されが 資い ホの 巧 情で あり* す • 

|二 十 IIIEg のわ獨 

わ冉は r その 巧の W のちを る 巧 日 も 足りて 衙の 巧の がろ わと をし ゆぅ 定 つたた ミ 巧い 
無 < とも 育つ ぺし •巧 人のを* は •父の ち おもを けつた へ •な ダよ い あを 上げで たも •コレ 化 
巧は' 今を 投 りに •元の > に w るぞや •がず 巧 木 巧 かと. 回 巧た 庙む •夫よ 子よ •難れ 難を や 
ち やと • 5# さへ も あびな を 云* 0 义 r 傳へ S くモ 巧の 袁モか 巧 上ち T 塞み と 同じ 
事 M 人？ たまし？ な 田 Q 古典に • it りしと で夫宾 干の 害る 夕 《は 元よりを 木 
oil るを 巢の 押は 今 巧ゥ規 されて 枯巧 •» ると 1M ふは 巧 ゆるみの •巧と て おを 巧す ぺを •岛ザ 
の 法を の， «怕 み 巧り とて •都の 巧 巧り つ > ，•巧みを § て •申すべし •巧くて ホは 巧ぇ をが 
ち もはや 朽木も 時を 巧て，】 夕の巧 木と 巧るぞ •一つは か & る 法の 誰 •逢ん 事 巧ち 巧 a 
華の •花 物い はね 草 も 木と •王 主 K 住めば •是非 もな し •今より A 果 の々 となる も-夫の 先 ♦ 


ホ 挪の木 Q •まに 藻れ し緣を ば •情 of 報 ザん 巧 一つ s を f すを 5。 を 《I 

\ ながと しで 巧 性愛に 巧 まを 巧め て 居る ので わつ ち S は 御 承 巧の 巧り 脚 OW であつ ち 巧 
し蔓が 一ち ミ Q 子の 巧と なつた 時には 巧せ 度に 滿 ちわ ホを で あづち 化の わかには 又 其 

キ 巧に •巧 S 志の 力を 設をろ 奪 •白 河董は B 巧で あづち そじで 一 丰一活 f 建 文 
してや f 墓す る 巧ち をの 寞 となす •へく •化の S の f 巧り 需す るので もつ ちが 
ホを 押ち 自 かた 枯ら ホで 法 まの おおを おすべく •ぞい 夫 もれ 义可 巧い 平を 玲 て、 《にな _ 
ちを 理 をの 强い而 して 固い i 力の をが 見ぇて# しい •を 柳は 雙年齡 二十 セ 八から 一二^ 
十 巧い ホが ょい • 

參 

奥 S 巧 s 苗の 巧 巧 

襄が r なかを 受ぐ裹 に でも 巧た 一ニ ホ— •ばち も 度 かも 巧ず • を巧 ひ 申し 奉ろ か 
S ♦の 恥 かし さ •父上 や 巧 巧のを おに？ 報 ひに て •ニサ 奚 にも 引を 刖れ 泣を つぶし 
たる 目 & し ♦二人が 中の コレ 化 ♦ちとて •巧け て > く 十】 の •子を 持つ て かる 《会 •みら 



ね 祖父 株 •祖巧 巧た 慕ム •化 子が •いぢ 
Jj らし さ •不 巧と わげ し 給 はれと」 を 
S 化】 卸を 讀ん でも •モ かと 云 ふ ものが 中 
中 也に & る 女せ のが* として 畫 をね 愛情が 
蘇滿 ちて 居え 义 巧の 演 夕が r まつを にか 
らを 尚い 居る •ア 、化なら ねせ じやナ 
町人の々 の 上 &らぱ •ちい 夕じや もの* 巧ら もせ いぢ や、 ッンナ よい 巧まん ガは •やれで かし 
やつた と 呼び入れて •夕よ s とい ふべ* に •ホき とぅて & らちな 巧の •巧 もろ •巧 巧 
ねは •巧 丈に 巧れ ほふ 巧 4 しさ •と •巧め て •あんでくれ よよ J こ i にも 巧の 情と して おの tt 
巧た 不 びんと おつた 子な の 巧 ひ 巧り である 。孫は でよりも 巧 愛い I* と 申ず 值 言は •をれ は自 
みの 可 S い、 おの ホん ザ 子 & るが ホで わらぅ 。女と しての# 巧と 巧の* ゾ とがが 巧な* 子の！！ 
にな< ので ホつた ゥ 



本 《 二十 田 孝の 八重 a 婦 

こ、 でを 一人の 女性が 現れて 居え R 
巧に & つて 量 受が •ぶく 音に 袖も灌 

ホが •今日 か 曰た ホ ひの •化 牌に 巧 ひ 手 
た 合せ ss 世# に 誰 ぁつて •わがのを 
扫 命日た ••弔み 人 もな さけを や •父 巧の 
aiH * もをから ず r を 果てな された わむ fc 
思 ひ 掌を •おいと しい •ホ ゃ棄 はを ムて ござ：^ •た 房の 巧みが •、むがり の 化の モ 巧け 千 
が臺の おち そち 巧 ふて をして 下さを おおす だぶ つく」 之は 又を としての 愛の 女 
せが •、夫に 薑襄て 占に 其 音 命日に 巧つ てな* たる 迫 巧に 盤 さね 巧 t 校つ た 巧で た & 
れぱ こを 待つ ちの、 む 巧で をち 又 八 S 巧が 「 rR 賴ち 巧と 巧との が 嫁 •ぁゎしが 乎た 
夕 ょりち 巧 李る ミ： いち 2 て •たか Qf 鶴を、 サ •見れば 巧る ち 巧し い •じん 



& お 巧と が 臥の •みはが 巧 ザの •巧 報ぞと •巧に も 化に も樂 しみは •繪 供の 巧で 十 巧 巧の •な 

もぞ 化と & つたる か •回 巧せ うとて お ホを 》 A には 書か ホは せぬ ものを •魂 巧す 反 魂 巧 •名 巧 

の 力 も わるな れぱ •可 巧と タッタ】 と 音の' を 巧が 历 をたい < と」 熱 巧な おの 巧を おすむ* 

々々アマ <逊 ぎる やうを 巧 じは する が •若い ホが 巧を 想 ひなん、 むは •巧な 众 くま 規 して おる。 

义 『か 拭 ばかりにて •がかは さめ 巧が 中 •おを みを るは お理 & らねど •同じ 射 色のを 翅 •人目 

に それと わか わ ども •我と 巧び •又つ まちと 巧ぷは •生わるなら ひぞや •か 巧に •お 巧が 似た 一 

れば とて， 爲 しと 巧ム巧 煩が •そ も 巧 かムて •わられう か •せに も 人に も あぶを る •巧々 の >• 巧 

と •レ ひながら 巧 かな ふ •わたしに 巧に 遠® •つい 巧う < とを々 の 上 •巧 かしてが 公 さして 一 

た •へ •をれ もけ はぬ 巧 をれば •一つ そ •巧して {と 云* •巧が々 たおさ 巧く さんず の 化の 

口 巧の 一節は ね 也の、 巧 はれし 爲也 •是ホ も & けれ • 

t . 

巧 ホ 太 巧 記の ホな 

巧 巧が 『アィ 巧らず# いてち り 4 した •ホの W 死 ぁそばす た •ちかみ らいで 巧と せう •二せ 


も i 妾 夫 じ やち 思 ふて 居る にがけ ない •去せ ねが 化畫 とろち 5 ね ホ 護 •班 霄 
さへ も 巧 ま A 内. お-化とは 曲がない、 わし や •がを ぅで も 巧し はせ 《思 ひ 止つ てが はれと 

云*。 巧 巧は 十 セ 八の & で わる。 ホ 巧と 
ホ は 目 合せて わつた C けで せの 巧 丈 W をの 
£ 巧と 祖 巧の 閒に 女の 巧から •路來 の 夫に 
おず る 也 巧を •遺话 & くれ 巧した ので わ 
かつち 化 時代の まさ 芙 にを をと をん 
のが 茂な せる おで ホつ たから ガ〇 々にを 

巧の サッ 午が 5 くまいく •突 芭# ちと 5 •妻た 董 し， 巧寞 一ち かくを みつ 
るは 理 Qi •巧 田 正しを 巧 おち 護 非 逆の あを なて 不幸？ もな 人と も S へがた— 人 
ホ 人 •す あの 巧せ はが •へる 空 •妻を 巧つ 5 慧 •天子 蔓 にを つたと で •巧 末の 小屋の ホ 
たも 劣。」 とはち ざを. ホ §華君 ミ •仁 《參 たば • 4 そぅ 巧の 
'累 も. 巧な おに 任る ぞや •巧の 也 只 一つで •驗は 目前 • I 見ょ •《まかた 断つ •双 も 多 



1 巧— 



いに 此 やぅを •引を ダ 竹の 巧 巧 巧 •ま fc 巧した 天 巧の •巧は 親に も 化 通りと」 云々。 迫に 巧 巧 
光 ホの 巧 だけ ある" 化に 天下を が提 ホん とした 巧の ま 光 ホの 访 である •此のす* 巧* •« にを 
± 堅 おにを をれ た ホせ が • II かとして 現れて 巧る。 巧に 『不 をの 窗 巧は 浮べる わたりから 
©數 扉は •千 巧 萬 馬を 叱 巧みな する ホ 巧 も •只 お 巧の 情 切々 たるの み。 古の ま ± 逝の 巧 滴は， 

巧ぅ した 巧 巧に ザ 巧され たもので わった 
化 义 巧の 巧が 「これなおへ •光 ホな」 わら 






M 巧り 曲す ♦ヴ 5 にかて •夫に おしての 巧 
中 すを 巧いた が •其 巧れ りし 巧 去の 巧 巧に 




« 呵责 されて •巧を 吞む 巧は 獨り 光秀 ばか 
りでは をい。 天下に パ ー人の ホ ホた るみ 
« を まの 巧の すおガ もの •なしを として 夫に 巧っての •まひ々 は •やは 〇 ホと して •柔く •な 
も •化して 夫を がまは して お & い。 最 をに 义》 祖 巧の サブ 辛が 『あれ •あれた 历をや •巧 ホ • 
其み の 手が はまに も ホす、 な 悪人の 巧め を •大寒と をん 巧が ホ 也 •ヤィ 光 ホ •子は 不 化に & い 
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か •可 巧い とは 思は ねか ヤィ •巧が 也 只 一つで •いとしい 可愛い の 初 巧 fc •あと 巧む に巧氣 を 
る •が 巧で もさす 巧 か •逆が 不 道のを を 巧し •なすと 云ム はがの 因 化ゼ」 にがて 光 巧 も •巧 わ 
る 母 C 短 ひ 巧り のを 大 無を さに 只々 巧た •え でられた であらう 。女の 力の 巧い のは •巧ろ した 
巧に あるを である 〇抗の 力量では おくて •夫た あ ひ 子を 巧す ろ 其 巧 巧 さで ある。 义抹が 「巧 
は 巧に あ 松 &く> 巧 巧す るは 巧 ±の》 宵 ひとい へと 情けない •十八 年の 巧 巧を •巧の やに 人と 
定り •いつ 樂 みの 巧 も & く •弓矢の 巧に 日を ゆだち ず 巧のを をの 其 時に ち 巧が 今日の 初陣 J 
に •巧れ 苗 名 ホ 巧し で •父上 巧 やお 巧な に •# ら る、 のが 樂 しみち につと ちつた 其 巧が •わ W 
しや •巧に ちらついて •巧 ちられね k 1 占々。 子を 巧ん 巧 巧の 愛情の なみ ♦としで 無理 わらね ホ ー 
である •义初 巧が r はんに ぶへ ば 化み 程 •果巧 & いものが サ にわろ か •とけて わ ふ 巧の •を A 
夕 ねの •来を を 巧の 巧坑 •ニサを おぶ のれ さち 巧す 巧 も &< •化 やうを •なしい 則れた する 
事は •マ どうした 巧 か 情け 度い •わたし も】 巧に 巧して たべ •巧にたい わい なと ♦た 田え 」 S 
ち こ ホ 也の •それでも ホの ち 巧に な <】» は* に 道 巧 & え 



阿な の ホ鬥の おち 、 

十が お 巧の ホ 房 おちが 『巧れ とても 女房の み 巧に 巧の 巧 巧 & れぱ •.巧 お免れた 夫な の 命 •今 
es く おはを けれど •一 合 巧つ 百 も 侍の おに 生れた 十が 兵 巧 巧 •巧は 巧と 巧り 巧て しも •用み 
の 刀を 巧の 島 •巧い あ 巧に « いか •おつる は* 巧と 云 ひながら • R 也の 共 刀 •有り かも なれぬ 

其 中に， をし や此 ホが W れ ては •是迄 させし 夫のを を •化 抱ら 
と & るの みか •巧ん ガ M までな ほに •ホを 巧す のが •口 巧し い 
W 巧み 巧 も々 慾に ホね •ホ 夫が 誠を 天 おも •巧み あつて 田々 の 刀 
I のを 巧 巧む をの 夫のを かけた ベ」 を々。 とまとして のをち のち 
• 巧が •自 みを 權住 にして •只え の 立々 化せを 巧 ふ •むが •かく あ 
円 りたき ものと 思 ひます。 ホに 「さても 世の中に. 巧と 巧り •モ 
と 生る、 巧 •巧い » は なけれ ども •巧が 巧んだり 子が ホき なつ 
たり •思 ム镇 になら たが 浮せ こ & さん とても •どれ 巧 巧 ねても 
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巧 も 巧 もなら ね 巧を た」 を* と 化き •义 「コレ •ま ー ホ •化 ホを 巧 ひて たも •巧ち 長の おのな 
ち巧渾 して’ わを れ肆 ねる •いとしで に •す 思 3 とを ひは を ひながち 名 f で まなす 巧 
ボ ちは •どの 巧に わら ゥと あム •巧 気 半み^^-"*" は、 巧んで 居る わい の •まだち 生の わる モ たば 
•親 か. 巧 巧に •なす かと」 云*。 何れにしても •を 巧は 舉巧 とては & い ホの やぅで わるが 巧 
し •ちの 巧な として •巧 列 挡的度 巧 巧を なせて おり S す。 

先げ 巧のを 巧 

■ fi 段し？ ちか •ましむ S 斤 ホへ， 
こた ゆる 辛を 無を さた •じつと 堪 ゆる キ 
51 » も •只ち 巧の 大巧 ゼ ちな 一巧 目に 持 
パ たね」 千 おがま 美 子を 食べて 八 巧に 押し 
— 巧され る 場面た 巧に 居で をて 居た 政閒〇 
公な t 推拥 して 書いた 一巧で •政 巧なる 



ホ 巧が， 巧を さりのを 格た ホ 分 現は しで 居る • 

巧 建^ 乂 をのみ 女中た る もの V •其の あ義 の 公は* に 巧 子た 凌駕す る ものが あつち W 
に政两の巧る、 巧モの巧巧にましむが巧を目の常りをて， 巧一^*^さなかつた。 ホ丈夫の巧* 
しさは 誠に 女せ の！！ をな の 巧 華で ありま サゥ 〇巧ゥ した 巧 政 用の 子に •モ 色の かさを « の 化 ♦ 
とも ちんべき モボ をれ る。 待つ ぺ さも© は モ & る 巧。 巧ぶべき ものは 巧なる 巧で わりまず 〇か 
伯に〜 『あ 巧は 千代 ホ 代まで， 义 わる まじを 巧 ホの 巧 J であります。 なし 化の 巧 ホに も •多々 - 
の 巧が あつた。 「巧が 巧* おへて わいた ホ •巧、 むに 曲を みけで •手 詰に なつた ま 苗を •ょう K U 
みて 巧んで たもつた のう •才、 W かしつた •そを たの 命は 出 射 奥州 お 十 巧 前の 一 ま 中、 所 
巧の as を 岡め さす' 哉に 財の、 巧ぞや J と 巧 子の 巧に 発ぇ た 巧 巧した のちせ めても の' むがめ と 
して •なく 代 0 に 巧う 叫ばざる を 巧 & かつた。 而 して 之は 巧 ホの なを ホで をつ たか も なれね。 
r とはを をの、 可 巧い やな’ 巧の 巧 巧. かねてょり’ > 巧は 稱 めて 居を らも •せめ •て 人ら 
とを の 手に •か、 つても 巧 《事ボ •ま 性 卑しい 巧惡が •ホみ 巧れ の 巧に かち •なぶり 巧 
しを 現在の* がに 見て 居る 巧が おは •マ どのが に •わらう •どう あらう」 この 巧から 本 まの ホ 


©持つ. 巧 お 巧々 たる ものが ある。 r 巧 ひ 抵サば 化 程から •うとうた 巧に 千が が •セつ 八つ か 
ら 金山へ •一年 巧て ども. ホガ 巧へ ね •二を 待で ども ホガ 見へ ねと •巧の 中を る 千 おは •待つ 
甲 巧 ありて 父 巧に •がを ば 妊ず る 巧 も あら •同じ おのせ 千め は •そなたは •再 年 待つ たと て、 千 
ザ 巧が 巧つ たと て •がの 曲り が ホら う ぞいの」 - 

巧と ちム巧 巧の 一節で ありませ う。 『互 千世 巧に 子を 待つた •巧の むはを 一つ •子の 可 巧 さ 
に 案な もの •をう をと いうて 巧る のに •奪と 見へ たら 試みて •巧んでくれ いと 云 ふやう & • n 
あお 道な 巧篇が •又と】 人 ある もの か •巧 古の 種に おれた は、 巧 巧 か 因 化か •いぢら しや •巧 W 
ねる を あなと いう ホは •巧 時の 世からの •巧 サぞ と」 なく。 巧 石 お 丈の 巧 岡 も •巧り つめた 鐵 一 
石む が •情には ぐれ 初めては 一倍 も 一一 巧 も •おしかつ た 0 

.••わ、 •巧 巧い ホ 性では ある。 それは 作者の おに 弄された 摄巧 •闲米 上つた ホせ では あのた が 
巧 ホ •か闽 のか 姑に 巧みされ て •あ 巧ぶ‘ むを 泣かしむ ろ 巧 壯を柯 おり もつ ダから ホへ ち傳. 

へ 曲 < は •をし •大巧 魂の 巧 華の 中には •化の 政闹の ホせ の 持 神は •巧々 として 生きて 居る の 
であ 〇 ます • (をはが】 



R 巧 言 

著を はが 度を おて I から 二十 年に をる。 なし 比閒 単えず r ホモ お 育」 に 巧て 故 おを したりな 
なをしたり ホな をして 居た が •化 本を をいて < れと丰 厘から R まれて ホな に 巧く をつ た • 

と 云 ふのは •年來 巧 講力說 して 來 たを をの 「巧」 への# へと ヒブ トラ to 「巧」 への 考 へと 
が一を して 居る 專 でを つた • 

巧が 二十 年が 小學 巧の 巧* から 下つ たのは •ホ 子 g 育に 魂を 入れ 直して 非常時 扫 本の 阁の巧 
をみ々 を* お 旧に をす 巧には 「よを 巧」 を 作らねば をら 公と せつた からで わる。 

ドィツ 巧の 今日の 巧 巧は 其 大半は ヒブ トク I が 「よき 巧」 をを 巧した からで わらぅ。 

化の 束 西の 「よきせ」 を おかす る 寒は 何と 大きを が も受巧 ぁる 巧で ぁらぅ と 巧ん と 巧くな つ 
でしを つた。 

この 巧た 巧を - H げ るには 左の 人々 に ホ 大の おがを 捧げる もので わる。 何と をれば ぶ 化の 人* 
からみを やを おにら* とを へを 乞ん て此 著が 生れた からで わる。 


— け 6 — 


水戶 がまが 先生 (なを 歐米 w 民敎 な 巧說) 
ち窒作 先生 f アツ ツ 4 •トル S ルデル お 
鱗 驚 一義 i ド ィッ巧 育 思ぉミ 
病が 装を 先生 (日本 巧 か 傅】 

田 細 さを 先生) f の ドィツ) 

光行 巧 先生 (巧る 巧 年 巧 巧 巧 巧) 

巧 ホれ (サホ 地理 A お 大巧) 

小川 昇 ホを (» 人 巧 報) 

表 一二郎 氏 (ドイツ 大巧が 巧) 

養 黯 線 ク束畜 曇む) 


報みお18せ巧巧巧( ヒ ト ブ ー • I ダ 
小川 正 巧 ホ 生 (巧みに かける i 育) 
尾 高 臺作モ 生 (獨 をの 巧が 巧 運の) 

巧 巧な おがた 生 < 日本 敎ザ的 也 理學】 
お e 巷 一 化生 S で お进函 巧を 巧】 
を 伏 巧な 先生 (ヒヴ トラ*- 巧が 田 ホ) 

« 丰义ホ 先生 (が 人を 論) 

ホ 子 靑年国 巧 巧 巧 (ド ィヴ 大巧 化 2 E 】 

g 量 馨巧 (日 巧 文化な ♦巧】 

千 葉 春 村 そま* ホれ 巧 之ぶ •香) 



(? もを をを 



K A で 

日 丰出巧 K 格 巧 ホ ♦化 
東な ホ 神 巧* 巧 お nr ニノ か 


巧 巧 十 セ 年 七月 十五 日 布 皮 巧 M 
昭巧十 セ 年 セ 巧 二十日 かお « 巧 


(一二 000 巧】 


ナナ、 の 女 巧 


をな-田 五十 含 


著 か 者 取# 巧が が 

泉 巧 巧* AK 池 巧 ニノ ー、 二 < 

8 巧 ♦ 德岡 巧 


家な 巧 牛 み 巧 田！！ 卷柏二 一 
巧 扁 者 巧を 肚巧 M 巧 

(束 東 一号 一 こ ♦】 松 巧 おさ 


發 巧が i 雜 選壺議 が視祂 




南方 W 巧 巧 巧 巧 巧 渡る 巧た 著 

南方 共 榮围と 華 橋 

债 1 ぶ 

送ぶ 

巧 巧 及な 沒 巧は ま 巧 林 ，配を 

現 化 食物 指導の 研究 
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戰 

價史 00 

S •巧 

芭ホ 巧 : t • A 巧を 
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法 

112 •撕 

送ぶ 

南方。 ち濟 研を 所 巧邊 巧ち お 

現 化 ビルマの 經濟 

值 1 ぶ） 

をぶ 

を 巧 ホ 巧 手 ，巧 巧 文モ著 

病人の 榮 養と 食 

が 

11 2*30 

送が 

を 事 あを 81 巧は まな 林 男 お 巧 

S! 貪 生活の 新 建設 

情2が） 

进ぶ 
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